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　旅の埃ほこりを落とすと深しん衣いに着き替がえ、朱しゆ西せいは身なりを整えた。

　陽ひの高さからすると、彼が動くべきときまでには、わずかに暇いとまがありそうだった。自室の文ふ机づくえにあった書面を丁てい寧ねいに重ね、匣はこの中へと入れていく。中にぎっしり詰つまっているのは、鳳ほう家けに来てから書きためた食しき学がくに関する覚え書きだ。蓋ふたをすると名残なごり惜おしくなり、触ふれたまま動きが止まった。暫しばらくして指を離はなし、室内を見回す。寂さびしさを感じるほどに室内は整理されていた。

　開いた窓の外では竹林が鳴っていた。朱西はその音を耳にしながら目を閉じる。

（自分で危き惧ぐしていたほど、心が乱れていない）

　人の気配がしたので、目を開いてそちらを見た。祖父の鳳寧ねい孫そんが、室の前に立ったところだった。彼は満足そうに微笑ほほえみながら中に入ってくる。

「朱西、よくやったな。熒けい惑こくから知らせがあったぞ。三日前のおまえの指示通り、今朝から禁軍将軍と刑けい部ぶ尚しよう書しよが動いておるようだ。全すべては順調な様子だと」

「どの程度の官かん吏りが動いたか、報告はありましたか？」

「三分の一と聞いている。禁軍も、都近きん郊こうに常じよう駐ちゆうする兵は確実に、将軍の指示に従う。武力は圧あつ倒とう的だ」

「官吏が三分の一。予想よりも少ないですね。数の力が足りないかもしれません。さらに予想に反して、周しゆう考こう仁じんが陛下の元に戻もどってしまいましたから。彼らが陛下や周考仁に対して強気に出るためには、さらに一押しが必要でしょうね」

「失礼いたします。ご当主」

　出入り口に、男が現れ跪ひざまずいた。下働きの身なりだが、筋肉質の俊しゆん敏びんそうな体つきで目つきが鋭するどい。寧孫が訝いぶかしげな顔をしたので、朱西は「俺が使っている密みつ探たんです」と説明し、男に近づく。

「宮城の様子は？」

「禁軍将軍、刑部尚書と官吏たちが、新しん和わ殿でんに集まっています。陛下は宮城に戻られた様子」

「俺が、紅こう唐とうへ出発する前に預けた文ふみは、どうなりましたか」

「信しん頼らいできる者に託たくし、届け先に向かわせました。順調にいけば明後日には到とう着ちやく見込みです」

　それを聞いて安あん堵どした。「ご苦労様でした。さがってください」と労ねぎらうと、男は立ち去る。

　寧孫が訝しげに「文とはなんだ？」と問う。微笑みながら、朱西は寧孫にふり返った。

「事を構えるのに必要な手を打っただけのことです。お気になさらず。それよりも俺は、これから新和殿へ参ります。最後の一押しをするために」

「そうか。行くがいい。鳳家の繁はん栄えいのために、当主として」

　朱西は礼をもって応こたえて室を出た。前を見つめて歩むと、緊きん張ちようと決意が体を巡めぐる。

（いよいよ始まる。煽あおり、踊おどらせ、火をおこすのだ。俺が）
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（宮城はどうなっているのかな）

　紅唐から安あん寧ねいへと、祥しよう飛ひと理り美みを乗せた馬車は夜も休むことなく走り続けていた。

　周家の別べつ邸てい──初秋の庭から朱西が立ち去るとすぐに、周考仁は、宮城へ帰るために馬車と馬を手配した。車体が軽く足の速い馬車を二台用意し、それに祥飛と理美、考仁と呂りよ蓮れん佳かが分乗した。丈じよう鉄てつは許きよ訓くん記きたちと同様、馬で馬車に付き従った。

　上下動の激しい馬車の中で、祥飛はずっと沈ちん黙もくしている。理美は膝ひざの上で丸まっている珠たまちゃんの背を撫なでながら、祥飛の焦あせりと怒いかり、哀かなしみを感じていた。

　一刻も早く宮城に戻らなければならないというのが、祥飛と考仁、蓮佳の共通した意見だった。朱西が言った通り、官吏たちの間に動どう揺ようが広がり、祥飛の退位を要求する動きになっているとしたら、それを早急に抑おさえる必要がある。後手に回れば取り返しがつかない。

　理美も不安だったが、それを口に出すことで、祥飛をさらに不安にさせそうだ。そのかわりに、周家別邸を立つときに陽よう夫人が持たせてくれた干し無花果いちじくなどの、ちょっとした食べ物を勧すすめた。しかし祥飛は全て「いらぬ」と断った。

（当然かもしれない）

　干し無花果を引っ込めて袂たもとに入れる理美もまた、食しよく欲よくなどない。

（朱西様が……笑った）

　祥飛を退位に追い込むのが自らの望みで、それがひいては現状が苦しそうな祥飛のためであり、また国の安定に繫つながるのだと。そんな詭き弁べんを弄ろうし、笑った。その笑え顔がおに曇くもりはなく、噓うそをついているような違い和わ感かんもなかった。

　衝しよう撃げきを受け、それが去った今、理美の胸にはただ重苦しい哀しみが残った。

　理美が恋こいした、優やさしい朱西が死んだ瞬しゆん間かんに立ち会ったような気がした。

　彼は実際生きているのだが、今の彼は過去の彼とは別の人物。かつての朱西はいない。それが、ただ哀しい。

　皇こう帝ていである祥飛は、敵として正体を露あらわにした朱西に怒り、事態を悪化させないために焦っている。それと同時に理美と同様、かつての朱西を失った哀しみに耐たえているのだろう。

　宿場町で何度か馬を替え走り続けていると、陽が昇のぼる。陽が昇ると馬車の速度は上がり、太陽が中天にかかる前には都、安寧に到着できた。宮城のそそり立つ城じよう壁へきが近づくにつれ、祥飛の表情が険しくなる。理美も緊張がたかまり、それを察したのか珠ちゃんが起きだして、不安そうに理美の顔を見あげる。その背を撫で、

「平気よ。大だい丈じよう夫ぶ。宮城に戻ってきたの」

　と囁ささやいた。珠ちゃんは理美と祥飛の顔を交こう互ごに見ると、何を察したのかするするっと膝を下り、裳もの中へと潜もぐってしまう。

（珠ちゃん、何か感じているのかな？　そういえば、あのときも）

　周家別邸の露ろ台だいで朱西が祥飛に背を向けたとき、珠ちゃんの声が聞こえた気がした。

『決した』

　と。もしあれが珠ちゃんの声だとしたら、なんのことを意味しているのだろうか。

　馬車と併へい走そうしていた許訓記が先に駆かけ、先さき触ぶれのために宮城の中へと消える。それを追い、馬車はいくぶん速度を緩ゆるめながら大門を潜り抜ぬけた。

　馬車溜だまりに入ると、停車するかしないかのうちに、扉とびらが開かれる。

「陛下。戸こ部ぶ尚書と礼れい部ぶ尚書が、こちらにおみえです」

　許訓記が、つるつるしたゆで卵みたいな育ちのいい顔を見せた。目の下に隈くまが浮うかび顔色が良くない。安寧と紅唐を、強行軍で往復したのだから、当然かもしれなかった。それでも彼の態度にも声にも、乱れるところがないのは流石さすがだった。

　訓記の頭越ごしに、砂すな埃ぼこりの舞まう馬車溜まりに、二人の尚書が早足でやってくる姿が見えた。祥飛はすぐさま馬車を下り、理美も従った。

「おいおい、血相変えてるじゃないかよ」

　馬から下り、祥飛の背後に立った護衛の丈鉄が冗じよう談だんめかして言う。

　祥飛は、やってくる尚書たちを見つめながら答えた。

「間ま違ちがいなく、何か起こっているようだな」

　祥飛の前まで来ると、戸部尚書登とう利り範はんと礼部尚書迅じん景けい有ゆうは、いちおうの礼はとった。しかし祥飛を見る目が険しい。

「陛下。どちらに、お出かけになっていたのですか」

　非難する響ひびきの低い声で、利範が問う。

「おまえたちになんの相談もなく動いたことは、詫わびを言う。すまない。そのかわり、考仁と吏り部ぶ尚書を連れてきた」

「周宰さい相しようですって？」

　目を丸くする景有の前に、遅おくれて入ってきた馬車が急停車した。砂埃が舞い立つ。

　扉が開き、周考仁と呂蓮佳が下りてくる。それを目にして、利範も景有も目を見開く。考仁は二人の尚書に対すると、いつものように静かな声で告げた。

「二人とも、なんという顔をしている。わたしは休きゆう暇かから戻ってきた、それだけのことだ」

「……どうやって、周宰相を。呂蓮佳まで」

　思わずだろう、景有が呟つぶやく。祥飛はそれには取りあわず、鋭い目を彼らに向ける。

「事情は、後で説明する。おまえたち二人が、余の帰りを知ってここまで迎むかえに来たからには、何か起こっているのだろう」

　利範は重々しく頷うなずく。

「はい。新しん和わ殿でんに、禁軍将軍、刑けい部ぶ尚しよう書しよを筆頭に、彼らと意を同じくするという官かん吏り五百名ばかりが集結しております。彼らは朝議とは別に、陛下との対面を望んでおります」

「彼らの用件は」

　冷えた声で祥飛が問う。

「信じられない暴挙です。畏おそれおおいことですが、陛下に退位を───」

　さすがに言い淀よどんだ利範に、祥飛はふんと鼻先で笑う。

「余に、退位せよとの要求か。朱西の言ったとおりか。考仁。余は新和殿に向かい、その者らと対面する。良いか」

　振ふり返って確かく認にんすると、考仁は頷く。

「それがよろしいかと存じます。わたしと蓮佳も参ります」

「余は新和殿へ行く。理美」

　祥飛が、優しい表情で呼びかけてくれた。

「おまえは休めば良い。夜通し馬車で揺られたのだ。疲つかれているだろう」

「いいえ、一いつ緒しよに参ります！」

　思わず、詰つめ寄る勢いで答えた。

「わたしには、何もできません。でも、今は陛下のお側そばを離はなれたくありません」

　変わってしまった朱西から受けた衝撃は、たった一晩で去るものではない。理美自身もまだ、哀しみに気持ちが混乱していた。同じ衝撃を受けただろう祥飛が、どれほど傷つき、心が揺れているかもわかる。だからこそ側を離れたくなかった。自分が側にいても何もできないが、それでも倒たおれそうになった瞬間に、肩かたを支えるくらいはできるだろう。

（こんな状態の陛下のお側を、離れられやしない）

　懇こん願がんするように見つめると、思いを汲くみ取ってくれたのか、祥飛は微かすかに笑った。

「そう言ってくれるなら、来い」

　はいと頷くと、祥飛は歩み出した。彼の背に、考仁、蓮佳、利範と景有が従う。その後を理美は、丈鉄とともに追った。







　新和殿のなめらかな石いし床ゆかを埋うめるように、五百人の官吏たちが整列していた。先頭にいるのは胸当てを身につけた禁軍将軍と、刑部尚書。彼らの視線を恐おそれる様子もなく受けとめ、玉座にあがる祥飛の姿を、理美は丈鉄とともに、玉座背後の緞どん帳ちようの隙すき間まから見つめていた。

「禁軍将軍が胸当てをつけていやがる。明確に、喧けん嘩か腰ごしってことか」

　丈鉄が呻うめく。皇帝に退位を迫せまろうとしているのだから、当然と言えば当然なのだろう。

　ただ、建て前もなく、場を取り繕つくろうこともなく、真っ正面から退位を迫ろうとする態度は、皇帝に対する最大の侮ぶ辱じよく。それに祥飛はどう反応するのか。

　視線を移すと、祥飛は禁軍将軍の装いに眉まゆをひそめたものの、悠ゆう然ぜんと玉座に着く。

　旅から帰ったばかりの祥飛だったが、紫し紺こんの上じよう衣い下か裳もに身なりを替かえていた。銀糸で刺し繡しゆうされた龍りゆうが、彼の肩から胸の辺りで輝かがやく。

「こんなときだからこそ侮あなどられてはなりません」と、考仁があえて時間を取り、着替えをするように勧めたのだ。皇帝がみすぼらしく見えては、さらに状じよう況きようが不利になると。

　利範と景有が玉座の下に立ち、続いて、蓮佳と考仁が進み出て彼らと並ぶ。

　考仁の姿が現れると、官吏たちの間から驚おどろきの声があがった。宰相が祥飛を見限ったという噂うわさを、朱西は流したという。それに踊おどらされた一団は、考仁が祥飛に従っているのを見て動どう揺ようしたのかもしれない。

　しかし禁軍将軍と刑部尚書は、微み塵じんも表情を動かさない。

「余との対面を願ったと聞き、来た。用件は何か」

　人の身の丈の三倍はある新和殿の空間に、祥飛の声は良く響く。

　禁軍将軍が進み出る。彼は手にあった巻紙をいきなり、さっと広げて床へと転がす。そこには墨すみの文字で延々と、官吏の名が連なっていた。

　利範と景有は忌いま々いましげな顔をしたが、考仁はただ軽けい蔑べつしたような目になる。蓮佳は薄うすら笑いを浮かべた。

「これは我々が、我々と意見を同じくする官吏から集めた署名、位い列れつ文ぶん件けんでございます」

　小こ柄がらな刑部尚書が進み出て、口を開く。

「位列文件？　て、なんですか」

　聞き慣れない単語だ。丈鉄を見上げて問うと、彼は吐はき捨てるように言う。

「要するに連判状だな。陛下に退位を迫る連中の、仲良し名めい簿ぼってとこだ」

　そんなものまであるとなると、前々から周しゆう到とうに準備されていたことなのだろう。これが朱西の指示だとしたら、やり方の抜かりなさに脅きよう威いを覚える。

　祥飛は位列文件を見つめながら、淡たん々たんと重ねて問う。それ以外のことは、聞きたくないとでも言いたげに。

「それで、そなたらの用件は？」

「陛下に退位していただきたい。失礼ながら陛下はお若く、帝てい国こくを率いていく雅が量りように欠けるというのが我々の一いつ致ちした意見。我々は帝国の皇こう帝ていに相応ふさわしい、新たな皇帝を望んでおります」

　刑部尚書が目つき鋭するどく告げる。祥飛は聞き流しているのかと思えるような無表情で位列文件を見つめたままだったが、暫しばらくするとそこから目を離し、官吏たちをぐるりと見回した。

「確かに、失礼ではあるな」

　そう言いながら祥飛は立ちあがった。玉座の上から、官吏たちを睨にらみおろす。

「言いたいことは、理解した。しかし、おまえたちは理解しているのか？　これは余に対する反逆だと。許されざるべき行いだと。今ならばまだ引き返せるぞ。どんな馬ば鹿かな噂うわさ話ばなしを信じたのか知らぬが、見ての通り余には、周考仁が宰相として仕えてくれている。さらに空席であった吏部尚書の地位には、呂蓮佳が就つくことと決まった」

　その言葉に応じ、蓮佳がその場で礼をとる。考仁が一歩進み出て、威い厳げんのある声を響かせた。

「陛下が雅量に欠けると指し摘てきした無礼者がいたが、忘れてはいないか。崑こん国こく百年の悲願であった西さい沙さ国こくとの国交樹立が、目前であること。これは他ほかならぬ陛下のお力。百年成しえなかったことを成し遂とげる皇帝に、雅量なしと誰だれが判じた。わたしは陛下にお仕えすると心に決め、ここにいる。吏部尚書もしかり。陛下の治世は揺ゆるぎない。その陛下に反逆する愚おろか者になりたいのか」

　整列する官吏たちが互たがいに顔を見合わせた。重ねて、祥飛が言う。

「今なら間に合う。今、この場から去ればこの件は不問に付す」

　間かん髪ぱつをいれず、考仁が声を張る。

「陛下の寛かん容ようさに謝し、大逆を犯おかすな！」

　鋭い言葉に、足が一歩、動きそうになる官吏がいた。ざわめきが起こり動揺が走る。

（このまま、この場が収まれば）

　緞帳を握にぎりしめ、理美の胸には期待が膨ふくらむ。丈鉄も、にやりとする。そのとき。

「大逆にあらず！」

　自信にあふれた一声が、突つき抜ぬけた。




　　　二




　声は、開いたままになっていた新和殿の出入り口から聞こえた。外の光を背に受け、そこに立っているのは長身細身の青年。鳳家当主、鳳朱西だった。

（朱西様！）

　その一見優やさしげな顔立ちを認め、理美の背筋がぞくりとした。

（怖こわい）

　恐きよう怖ふを感じた。彼は優しい顔をしていても、鋭い牙きばと爪つめを隠かくし持っていて、いきなり食くらいついてくる獣けもの。食しき学がく博はか士せであった優しい青年を殺した人。そんな混乱した感覚を覚える。

（この人は、わたしの恋こいした人を殺した）

　朱西は一礼したあと、新和殿へと入る。官吏たちの中央を、ゆっくりと左右に微笑ほほえみかけながら歩き出す。

「周宰さい相しようは西沙国との国交樹立を陛下のお力と言ったが、それは歴代皇帝の功を無視した発言。百年の積み重ねが今開花したのであり、そのときに皇帝であったのは運が良かっただけのこと、とも言えるのです。そして周宰相は先さき程ほどから、大逆、反逆と口になさっていたが、それは大きな間ま違ちがい。なぜなら、皇帝になりえる一族が龍りゆう家けだけではないからです」

　官かん吏りたちの真ん中で一いつ旦たん足を止め、朱西は笑えみを深くする。

「崑国には、皇帝となるべき二つの家、龍家と鳳家があるのは周知のこと。ということは、官吏も民たみも、どちらか相応しい一族の皇帝を、我が主あるじとして選んでも良いのでは？　鳳家が相応しくなければ、龍家。龍家が相応しくなければ、鳳家。そうして選ぶことは、反逆でも大逆でもなく、許された選せん択たくなのではないですか。そもそも龍家と鳳家が存在する事実は、それを認めているからこそではないでしょうか。となれば、より良き主、皇帝を求めるのは、天に許される要求です」

　余よ裕ゆうのある態度と微笑みに、動揺していた官吏たちの表情が落ち着いていく。彼は再び歩き出し、官吏たちの間を抜けていく。

「あなたたちは、天に許された選択をしたいと願っているだけ。そのために、位列文件に名を連ねた」

　意味深な言い回しに、官吏たちは、はっとした表情になる。祥飛がいくら、この場で引けば罪に問わないと約束したところで、位列文件に署名した者たちの名はいずれ知れる。そのことが今後自分たちに不利に働かないと、確証はない。それを改めて思い出したようだ。

　自分たちはどのみち、引き下がれない。朱西が通り過ぎていくと、そんな雰ふん囲い気きが官吏たちの間に広がってくる。それによって彼らの動揺が収まる。

（なんて巧たくみに）

　その手並みに、啞あ然ぜんとした。彼の言葉は官吏たちの中にある罪悪感を消し去り、あまつさえ逃げ腰ごしになる連中の逃げ場を塞ふさぐ。さらに余裕のある態度が、安心感と信しん頼らい感を与あたえている。

　空気が一いつ瞬しゆんで、ひっくり返っている。朱西が、ひっくり返したのだ。

　丈鉄が「あいつめ」と舌打ちする。

　禁軍将軍と刑けい部ぶ尚しよう書しよの間に立った朱西に、二人は礼をとる。主に傅かしずくような礼だった。

　祥飛は玉座の上から、視線をそらすことなく朱西を見つめていた。無表情だったが、袖そでからわずかに見える拳こぶしは固く握られている。

「陛下。この者たちは天に許された選択をしているのみ。彼らを代表して要求いたします。陛下、退位をご決断ください」

　恐おそれ気もなく堂々と、朱西が告げた。

（陛下に、なんてことを……！）

　朱西のやり方や存在が、心の底から怖い。しかし祥飛に対するあまりな仕打ちに、怯おびえる気持ちの底から怒いかりがじわりと滲にじむ。

（この人は朱西様じゃない。鳳家当主だ。わたしの恋した人を殺し、さらに陛下を痛めつけて）

[image: ]

　目の前にいる朱西は、かつての優しい朱西の皮を被かぶって、ひどいことをする別人だ。

（朱西様の顔で、笑わないで。朱西様の声で、ひどいことを言わないで）

　緞どん帳ちようを握る手が震ふるえた。

　祥飛は、視線をそらさず答える。

「退位せよと言われ、では、そうしようと頷うなずくと思うのか」

「帝てい位いにしがみつかれるというならば、こちらにも考えがあります。我々は五百を超こす官吏の賛同と、わたしが率いる禁軍の武力があります。もし戦いくさをお望みなら」

　禁軍将軍が重々しく、恫どう喝かつめいた言葉を口にする。すると朱西が、宥なだめるように手をあげ禁軍将軍を制した。余裕と寛かん大だいさの演出だろう。彼は優しく告げる。

「禁軍将軍が言ったのは、もしもの話です。我々も内乱を望みはしません。ただ粛しゆく々しゆくと陛下が退位くだされば良いのです。しかし簡単に決断できることでも、ないでしょう。猶ゆう予よを差しあげます。そうですね……。十日でどうでしょうか」

　刑部尚書が、不満そうな表情になる。

「十日も？　鳳家ご当主。情けをかけすぎでは？」

　禁軍将軍も、被せるように言う。

「そうです。せめて明日、明後日にでも決断を促うながさなければ」

　朱西は、微笑みながら首を横に振ふる。

「いいえ。十日が、我々にとっても最適です」

　含ふくみのある言葉に、刑部尚書と禁軍将軍は顔を見合わせた。朱西には意図があるのだと察したらしい二人は、小さく頷き口を閉じる。

「猶予は十日差しあげる。十日のうちにご決断ください」

　改めて朱西は、祥飛に告げた。彼の態度に、怒りが頂点に達したらしい利範が、低く唸うなる。

「猶予だと？　差しあげる？　貴様は」

　朱西は聞こえないふりをして、笑顔のままだ。考仁は痛ましげに朱西を見つめた。

「朱西。なぜ、このような真ま似ねをする」

　思わずだろう。父の顔で考仁が訊たずねると、朱西は当たり前のように答えた。

「わたしは、あなたの子だ。あなたと同じく、国の安定のために力を尽つくしています」

　ぬけぬけと言い、祥飛を見上げる。

「もし拒きよ否ひされるならば、戦をお望みと断じます。我々は望んでいないが、陛下が望まれるというなら、致いたし方ありません。そのときは受けて立ちます。我々は禁軍将軍率いる禁軍とともに、宮城の周囲で十日待ちましょう」

　禁軍とともに待つということは、要するに十日間、宮城を包囲して圧力をかけ続けるつもりなのだろう。態度や言葉は全すべて優しいが、要求や行動には遠えん慮りよがない。ここまで追い詰つめたら、もはや小細工は不要ということだろうか。

「十日後、陛下のお返事を聞くために参ります」

　深く礼をとったあと、朱西は祥飛に背を向け歩き出す。その背に禁軍将軍と刑部尚書が続き、官吏たちも動き出す。それは間違いなく、朱西を新たな支配者だとその場にいる者たちが認め、従っている様であった。それを見せつけられることは、祥飛にとってどれほど屈くつ辱じよく的だろうか。

　理美は緞帳にしがみつき、朱西の背を見つめていた。

（なんて、ひどいことをするの。鳳家当主）

　彼が心の底から怖かったが、同時に怒りが湧わく。

（どうなってしまうの？　これから。陛下は、どうなさるおつもりなの？）

　祥飛は身動きすることなく、理美と同じように朱西を見送っていた。

（どうなろうとも、陛下の傍かたわらで支え守ろう）

　そんな決意が、朱西に対する怒りとともに固くなる。







　鳳家当主の鳳朱西を戴いただき、禁軍と官吏の一部が反乱を起こした。

　その情報は瞬またたく間に宮城内を駆かけ抜け、城内の者たちを動どう揺ようさせた。動揺にさらなる拍はく車しやをかけたのは、宮城正面の大門前の広場に、禁軍千余りの兵が陣じんを構えたからだ。戦が始まるのを恐れ、宮城近くに住む者たちは早々に避ひ難なんをはじめた。

　今のうちに宮城から逃げ出そうとする、侍じ官かんや宦かん官がん、女によ官かん、下働きたちが何人もいた。逃とう亡ぼう者に気がついた衛え士じたちは、最初こそ彼らを捕つかまえたが、すぐに解放した。皇こう帝ていから指示があったためだ。逃げたい者は逃がせ、と。

　新しん和わ殿でんから官吏たちが退ひいて、祥飛はすぐにでも考仁や尚書たちとの協議を望んだ。

　しかしそれは考仁が拒否した。協議に必要な情報を集めるまで、無む闇やみに額をつきあわせていても無む駄だだ。そのかわりに情報が集まるまで、体と頭を休め、疲ひ労ろうのために判断を誤らないようにするべきだと言う。

　渋しぶ々しぶの様子ながら祥飛はそれに応じ、寝しん室しつで仮か眠みんをとることになった。丈鉄は居室で祥飛の護衛についた。

　理美も後宮に帰り休めと言われたが、「はい」と頷いたものの、どうにも祥飛の傍らを離はなれがたい。そこで思い立ち、厨ちゆう房ぼうへ向かった。饗きよう応おう長ちようの楊よう高こう晋しんに願い出て、材料を分けてもらい、祥飛が起き抜ぬけに食べられそうな干し貝柱の粥かゆを準備することにした。

　干し貝柱の粥は、崑国では頻ひん繁ぱんに食べられる。小腹が空いたとき、あるいは簡単に朝あさ餉げを済ませたいときに適している。短時間で作れる上に、味わいがあっさりしているからだ。

　楊高晋が管理している厨房は、いつものように整理が行き届き、料理人たちは片かた隅すみに寄り集まって座りこみ、野菜の皮むきをしたり、水をくみあげたりしている。昼ひる餉げと夕ゆう餉げの仕込みに余念がない。その様子に、紅唐からずっと続いていた緊きん張ちようと興奮が宥められて、心が落ち着く。

　日常を感じることで、冷静になれる。

　竈かまどで粥を煮にていると、高晋はちょくちょく竈の火の調節を手伝ってくれた。彼らがいつもと変わらない様子で落ち着いているので、ふと心配になって訊きく。

「饗応長。鳳家のことご存ぞん知じですか？」

　高晋は竈の火を覗のぞきこみながら、「ああ」と答え、立ちあがる。

「あれだろう。一部の官かん吏りと禁軍将軍が、鳳家当主を担かつぎ上げて謀む反ほんを起こしたんだろう？　十日経たったら、戦になるかもしれねぇとか」

　さして動揺した様子もなく言う。

「饗応長は怖こわくないんですか。逃げたりしないんですか」

「陛下がここにいる限り、食うことは必要だろうが。料理人が逃げるわけにはいかねぇ。まあ、逃げるべきときにゃ、逃げるがな」

　気負いのない答えに、ほっとした。宮城にはまだ、こんなふうに祥飛のために残ってくれる人もいるらしい。

（けれど皆みんなが、饗応長みたいに肝きもが太いわけじゃないものね）

　多くの者が逃にげ出しているだろうことは、予想がつく。

　粥ができあがると、饗きようするときを見み極きわめようと、祥飛の室を覗いてみた。さすがの丈鉄も窓辺でうたた寝ねしていたが、理美の気配にすぐに目を開く。

「どうした理美。後宮に帰らなかったのか」

「落ち着かなくて。陛下がお目覚めになったときに食べられるように、お粥を作ってました。陛下はまだ、お休みですか？」

「いちおう静かだ」

　顎あごをしゃくって、丈鉄は寝室の戸を示す。理美は戸に近づき、少し開いて、隙すき間まから中を覗いた。窓を閉じて薄うす暗ぐらくした室内に、ぼんやり寝しん台だいの影かげが見える。祥飛は仰あお向むけに横たわっていたが、彼の顔がふいにこちらを向く。隙間に理美の姿を認めたらしく表情が和やわらぎ、ゆっくりと体を起こした。

「起こしてしまいましたか？　すみません」

　大きく戸を開けて詫わびると、祥飛は額に手を当て溜ため息いきをつく。

「いや、寝ていなかった。横になっていただけで眠ねむれない」

　寝台から下りると衫さんの上に上衣をひっかけ、居室へと出てきた。丈鉄が心配そうな顔をする。

「顔色が悪いですね、陛下」

「禁軍に包囲された上、退位せよと迫せまられた状じよう況きようで、血色が良いほうがどうかしているだろう」

　自じ虐ぎやく的な苦笑いで答えた祥飛に、丈鉄は「そりゃそうだ」と答え、くっくっと笑う。

（傷つけられ、追い詰められても、陛下は冷静だわ）

　怯おびえ、哀かなしみ、恐きよう慌こう状態でもおかしくないのに。こうやって冗じよう談だんを口にするのには、かなりの精神力が必要だ。祥飛のその様子は頼たのもしい。

（できることは、なんでもしよう。陛下をお守りしよう）

　理美ができることは、たかがしれている。それでも、何もできないからと指をくわえているだけでは、情けなさすぎる。

　理美の取り柄えはただ一つ、食を饗するのみ。危機的な状況を突とつ破ぱできる技わざではない。けれどこんな状況だからこそ、役に立つべきなのかもしれない。祥飛の肉体や現実を守れなくても、食を饗し、安らぎを饗することで、心の一部なら守れるかもしれない。

「お腹なかは空きましたか？　食べられるようなら、お粥を作ったので召めし上がりますか？」

　問うと祥飛は頷うなずく。

「そうだな。少し、何か口にするべきか」

　食しよく欲よくはさしてないのだろうが、義務感から食べようとしているのだろう。それでも食べようとする気持ちが戻もどっただけでも、良しとしなければならない。

　理美はすぐに、温かい粥を厨房から運んできた。祥飛と丈鉄が卓たく子しに着くと、二人に粥を給きゆう仕じした。干し貝柱の粥は旨うまみが強く、微かすかに磯いその香かおりもする。味わいが良い食材なので、味付けは塩のみ。あっさりと食べやすい。

（香かおり漬づけも添そえられれば、良かったなぁ。粥にぴったりなのに）

　理美が大切にしている香漬の壺つぼは、水すい祇し宮きゆうに置きっぱなしだ。それが手元にないことが寂さびしくて不安だが、この状況で、のこのこ取りに行けない。

　粥の香りに誘さそわれたのか、裳もの中に隠かくれていた珠ちゃんが裳も裾すそから顔を出した。くんくんと鼻を動かし、卓子に上る。

「五ご龍りゆう。おまえも食べるか」

　笑いながら祥飛が問うと、珠ちゃんがこくこく頷く。理美は、珠ちゃんの粥も器うつわに注つぐ。珠ちゃんは器に上半身を突つっこんで、がつがつ食べはじめる。お腹が空いていたらしい。

　陽ひが沈しずみかけていた。斜しや陽ようが歩ほ廊ろうから居室の床ゆかに伸のび、祥飛の足元を照らしている。

　粥を匙さじで口に運びながら、窓の向こうの庭院にわへ視線を向けた祥飛は、ふと呟つぶやく。

「静かだな。かなりの者が、宮城を出たことだろう」

　怒おこりも泣きもせず、静かにそう口にした祥飛の気持ちを思うと胸が痛む。

（陛下のお心を慰なぐさめるものが、もっとあればいいのに）

　室の出入り口に細身の影が立つ。

「失礼いたします、陛下。今から……」

　ゆるくうねる髪かみを無造作に束ね、臙えん脂じの深しん衣いを身につけたその人は、新しく吏り部ぶ尚しよう書しよとなった呂蓮佳だった。彼女は卓子の粥にすぐ気がついたらしく、礼の途と中ちゆうで動きを止め、羨うらやましそうな顔をした。

「ああ、良い香りですねぇ。粥ですか」

「食べるか」

　祥飛が問うと、蓮佳は肩かたをすくめる。

「食べたいのはやまやまですが、考仁に𠮟しかられますね。考仁が陛下をお呼びしろと言っています。協議に必要な情報が、あらかた揃そろったと。執しつ務む室に、利範、景有も呼びました。陛下もお願いいたします」

　祥飛の表情が引き締しまった。戦いに挑いどむような目をして立ちあがる。

「わかった。身なりを整え、すぐに行く」

　侍官を呼んで手早く着き替がえを済ませると、祥飛は丈鉄を連れて居室を出た。

　協議の場に理美が行けるわけもないので、一人室に残された。粥をがつがつ食べ続ける珠ちゃんを眺ながめながら席に着き、しばらくの間ぼんやりと卓子に頰ほお杖づえをついていた。

（陛下は鳳家当主と戦うの？　それとも、退位を……）

　これから祥飛は、どんな決断をするのか。考仁たちとの協議で何を決心するのか。何が、どんな風に決まるのか。待つしかない。

（決まる？）

　珠ちゃんの毛並みを見つめていると、再び思い出した。珠ちゃんの声とおぼしき、あの声。

「ねぇ、珠ちゃん。紅唐の周家のお屋や敷しきで『決した』って、珠ちゃんが言ったのよね？」

　器に頭を突っこんでいる珠ちゃんに問うと、珠ちゃんは顔をあげ、首を傾かしげるような頷くような、微び妙みような仕草を見せる。

（珠ちゃん自身も、どことなく自分のことが理解できていない？）

　そんな気がした。五龍はいったい、皇こう帝ていにとってどんな存在なのか。神しん龍りゆうが天意を受けている存在なら、珠ちゃんの言動には、何かしら意味がある。特に珠ちゃんの声は、今まで聞いたことがないのだ。そんな特とく殊しゆなことには、必ず意味があるはず。

（あれの意味を知りたい）

　どうやったら調べられるだろうかと考え、思い出した。以前、珠ちゃんの具合が悪くなったとき。食しき学がく堂どうに保管してある礼部の資料の中から、朱西は五龍に関するものを探し出し、読み解き、原因をつきとめてくれたのだ。

（食学堂に行けば、何かわかるかも）

　祥飛の決断を待つだけでは、落ち着かない。少しでも、できることはするべきだ。

「珠ちゃん、お粥かゆを食べててね」

　言い置くと居室を出る。昇しよう龍りゆう殿でんの歩廊で許訓記とすれ違ちがったので、祥飛が室に戻ったとき理美がいないことを心配しないように、食学堂へ行ったと伝言してもらえるように頼む。

（あの言葉に、陛下を力づけられるような意味があれば。陛下のお心が、少しでも慰められる意味があれば）

　気が急せいて、早足で食学堂へ向かう。




　　　三




（……朱西）

　祥飛は、丈鉄を従えて執務室に向かいながら、海風に吹ふかれて微笑ほほえんだ朱西を思い出していた。初秋の庭の露ろ台だいで見せた彼の笑え顔がおが、脳のう裏りに焼きついて離はなれない。

（曇くもりのない笑顔だった。噓うそをついている顔でもない。そして余を憎にくむ顔でもなかった）

　朱西は本気で、自分の行い──要するに、祥飛を退位させることが、崑国の安定に繫つながると信じているのだろう。朱西は祥飛を憎んではいないのだろうが、皇帝としての資質を、絶望的なまでに信しん頼らいしていないということ。

（では、おまえが皇帝になれば、国は安定するというのか。朱西。躊躇ためらいなく、国を乱す行いに踏ふみ切った、おまえが!?）

　祥飛に退位を迫るこの動きこそ、国を乱している。政まつりごとは滞とどこおり、祥飛が退位を拒こばめば内乱になる。どれほど国の安定を口にしたところで、朱西は彼自身の信念と、真逆の行動をしているようにしか思えない。

　朱西を憎いとは、思わなかった。しかしどうしようもないほど、強い怒りが湧わく。それは侮あなどられる不ふ甲が斐いない自分への怒りと、国の安定を望みながら、そのために必要だとして躊躇いなく国を乱そうとする、祥飛の知っている朱西とは思えない、愚おろかしい行動への怒りだ。

　朱西は、自分の考えを信じ切っているのだろう。ということは、彼は祥飛を追い詰つめる手を緩ゆるめることはない。

　祥飛には、退位か戦いくさか、二つの選せん択たく肢ししかないのだ。

（朱西が言うように、勝機もなく、無む闇やみに玉座に固こ執しゆうすれば犠ぎ牲せいが出る）

　寝しん室しつで横になっていたときから同じことを考え続けており、頭痛がするほど思考は堂々めぐりをしている。

　都に常じよう駐ちゆうする禁軍を押さえられているので、武力衝しよう突とつとなれば皇帝派に勝ち目はない。それを見み越こして朱西は、十日の猶ゆう予よを与あたえて退位を迫っている。勝ち目がないとわかっているのに戦いますか？　と、薄うすら笑いで問いかけているのだ。祥飛が戦わずして退位すれば上々。戦ったとしても、まず勝てる戦だから戦ってもかまわない、ということ。

　気がつけば盤ばん上じようが詰んでいる闘とう棋ぎと同じ。勝機が見えない。

（余は帝てい国こくにとって、絶対に不可欠な存在ではない）

　ふと思うのは、考仁を取り戻すために紅唐に向かうと決意したときのこと。

　祥飛はつくづく、皇帝は自分でなくても良いのだと理解した。今もそれには変わりない。それを知っているから、心の何処どこかには退位を考えるべきかもしれないと、そんな気持ちもある。国が安定し繁はん栄えいする最良の路みちがそれなら、致いたし方ないと。

（しかし帝てい位いを明け渡わたし、朱西が皇帝の地位につき、果たして国が安定するのか）

　朱西の、彼が抱いだく理想と矛む盾じゆんした行動は、彼の思考の危あやうさを露ろ呈ていしている。

「丈鉄。鳳家皇帝が玉座に座れば、国は安定し発展すると思うか」

　歩きながら、背後に従う丈鉄に問う。彼は幼い頃ころから祥飛の傍かたわらにいる。祥飛に対して遠えん慮りよがなく、しかも民たみに近い感覚がある。さらには朱西のこともよく理解しているから、ふと訊きいてみたくなった。

「鳳家皇帝が立てば、国は乱れるでしょうね」

　迷いなく丈鉄は答えた。

「なぜ、そう思う」

「周考仁が、伯はく礼れいを鈴すずにする必要があったからです」

　伯礼の名が出たことに驚おどろき、思わず祥飛は足を止め振ふり返った。

「伯礼が、なんだと？　なぜ伯礼の話になる」

「伯礼が鈴の役割を負わされていたことは、ご存知でしょう。鈴が必要なほどに、周考仁は鳳家を警けい戒かいしていたってことです。鳳寧孫は礼部尚書として長年勤めましたが、その間、当時の吏部尚書や戸部尚書と結けつ託たくし、鳳家の領地を増やし、地方から集めた税を一族でかすめ取った。目に余る行いだったらしいですよ。周考仁は、なんとか寧孫を礼部尚書の職から退かせた」

「なんだと？」

　祥飛が即そく位いしたとき、寧孫は既すでに退官していた。そのため鳳寧孫に関しては、鳳家当主にして、かつての忠臣。考仁によって退官に追い込まれた、程度にしか知識がなかった。

「それは、本当なのか？　寧孫は官かん吏りを退いても、慕したう者が多数あったと聞いたことがあるが。皆みなに慕われた寧孫が？」

　丈鉄は、皮肉に口元を歪ゆがめた。

「ああ、そうですね。甘い汁しるを吸っていた連中は、そりゃ慕うでしょう。寧孫は、国と私を切り離して考えられない人物です。そしてその意を受けて動いているのが、朱西です」

　安あん県けん県けん吏り関かん朝ちよう雲うんは、彼の育ての親である関楽らく成せいが、税の徴ちよう収しゆうを免まぬがれるために命を賭として一年半抵てい抗こうしたと言っていた。凶きよう作さくの影えい響きようも大いにあったのだろうが、その当時はまだ、鳳家の息がかかった役人たちが幅はばをきかせていたとき。考仁もそれらを御ぎよしかね、心ならずも、むごい仕打ちを認めなければならなかったこともあっただろう。

　それから考仁は、政に興味のない皇帝の元で、腐ふ敗はいしていた官吏たちを徐じよ々じよに排はい除じよしていった。彼がこつこつと地ならしし、政をきれいにしたあとに、祥飛は即位したのだ。

（もし鳳家皇帝が誕生すれば、考仁の長年の努力も水すい泡ほうに帰すということ。伯礼が鈴の役割を与えられたことすら、無む駄だになってしまうということか）

　考仁は、ただひたすらに国を思い勤めている。その彼が危険と判断し、政から遠ざける工作を続けていた存在が、鳳家。それには、それなりの理由があるということなのだ。

「俺が住んでいた昌しよう平へい邑むらみたいなところは、俺が子どもの頃は、ひどいものでした。決められた税以上のものを、下っ端ぱ役人たちが取り立てて、それを上役に献けん上じようして。それはさらに鳳家の息がかかった連中の懐ふところに入ってた。税率なんざ、あってなかったようなものでしたよ。それが先せん帝ていが即位し、周考仁が宰さい相しようになってから、徐々に良くなりましたからね。俺の故郷も、昔と比べりゃ、格段に良くなってますね」

（それほどひどい状じよう況きようだったのか）

　唇くちびるを嚙かむ。

（余は、まだ知らないことが多すぎるのだ）

　これでは朱西に侮られても、仕方がない。

　しかし祥飛は、自分が知らないということを、知っている。それを教え、諭さとしてくれる臣下がいる。

　朱西は国を安定させるという、自分の信念と矛盾する行動をしているのに気がついているのか、いないのか。気がついていないし、それを指し摘てきする者がいないからこそ、こんなことをしているのだろう。となれば、彼が皇帝の座についたとき、何が起こるか。

　矛盾も間ま違ちがいも認めない、それを諭す臣下すら持たない、暴君になりはてるのではないか。

　かつての朱西であれば、自分の矛盾にいち早く気がついたはずなのに。

（朱西はいつから、そんなふうになった）

　憎いとは思わない。だが彼のやり方に怒いかりを覚え、そしてそこに危うさを感じる。

（今の朱西には、皇こう帝ていの地位を渡せぬ。戦わねば、ならないのかもしれない）

　しかし、自分はどうやって戦うのだろうか。

「よく、わかった。行くぞ」

　決意とも迷いともつかないものを胸に抱かかえて、祥飛は再び歩き出す。涼すずしい乾かわいた秋の夜風が吹き抜ぬける。
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　前を行く祥飛の背中を見つめながら、丈鉄は内心溜ため息いきをついていた。

（なんで、こんなことになっちまってるんだ。朱西）

　朱西が鳳家当主となる決心をしたと聞かされたのは、刺し客かくに狙ねらわれた理美を守り怪け我がをし、その療りよう養ようで水すい祇し宮きゆうにいたときだ。見み舞まいに来た朱西は「俺は俺の運命を楽しむ」と言い、鳳家当主になるつもりだと告白した。そのとき彼は、陛下のために鳳家当主になるつもりだ、とも言った。

（それを鵜う吞のみにして、信じていた）

　しかし紅唐の周家別べつ邸てい、初秋の庭で、朱西は祥飛が玉座から退くことが祥飛のためになると、厚かましくも言ってのけた。あの瞬しゆん間かん、本気で彼を斬きりたかった。しかし怒りがわきあがっても、祥飛に命じられても、強い躊躇いが剣けんを抜かせなかった。

　幼い頃から知っている朱西は、祥飛を裏切るような男ではない。その強い思いから、抜けきれない。

　ただ朱西が何を考えていようとも、丈鉄は命をかけて祥飛を守るのだ。それだけは変わらない。少年らしい細さが残る、祥飛の首筋や肩かたを見つめながら決意を新たにする。母に愛されることもなく孤こ独どくで、寂さびしげで、我が儘ままで、食が細く、癇かん癪しやく持もちの子どもは、丈鉄を卓たく子しに招いた。あのときから丈鉄は、我知らずこの皇帝に傅かしずかされていたのだろう。

　計算のない行動がそうやって丈鉄の忠誠心を勝ち得る結果になったとしたら、それは天意としか言いようがないものかもしれない。

（陛下には天意がある）

　丈鉄はそれを信じている。
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　宮城内の灯あかりは、いつもより少ない。それでも食学堂のある礼部には変わらず人の気配があり、ほっとする。

　礼部の外れにある食学堂は、八角形の威い容ようを薄うす闇やみの中に沈しずめていた。食学堂は、礼部の圖ず書しよ庫こも兼かねている。しかし官吏たちは滅めつ多たに利用しないため、この周囲だけはいつでも静かだ。

　戸を開くと、馴な染じんだ古い紙と墨すみの香かおりがする。天てん井じよう近くまである書しよ架かが壁かべを埋うめ、堂内を静かに見下ろしている。

　中に入り手て探さぐりで文ふ机づくえに近づき、蠟ろう燭そくを探して火を灯す。天井の高い食学堂は、秋の夜の静けさと肌はだ寒ざむさを更さらに助長するようだ。足元からひんやりと冷気が上ってくる。

「珠ちゃん───五ご龍りゆうに関する文ぶん献けんって、どれかしら」

　燭しよく台だいを手に、以前、朱西が圖書を引っ張り出していた書架を思い出し、近づいてみる。

　糸いと綴とじの本がぎっしり詰つまっているので、とりあえず一冊抜き取ってみた。明らかに食とは関係のない、天や神、礼やら式の字が並ぶ。このあたりが祠し部ぶの蔵書に違ちがいない。数冊抜き出すとしゃがみ込み、床ゆかに圖書を並べた。

　しかし表に書かれた書名をざっと見ただけで、がっくりと肩が落ちる。

「駄だ目めだわ……。どんな種類の圖書かすら、わからない」

　五龍に関する圖書となると、祭さい祀しを司つかさどる祠部の蔵書を当たるしかない。だが祭礼に関する言葉は特とく殊しゆだ。理美に馴な染じみのない単語ばかりが並び、書名の字じ面づらを見ても、「なんとなく怖こわそう」いう感想を抱く程度。

（朱西様がいれば）

　朱西に苦しめられているのに、過去の彼にすがりたいような気持ちが起こる。その虚むなしさに気がついて、頭かぶりを振ふる。

「しっかり。他ほかにも助けになってくれる方が、いるはず」

　祥飛のために力を尽つくすのを惜おしまず、博識で、理美の願いを聞いてくれる程度に親しい人。

「そうだ！」

　すぐに閃ひらめき、飛び跳はねるように立ちあがると、食学堂から走り出る。

（伯礼様がいる）

　彼ならば祥飛のために労を惜しまないし、理美が助力をお願いできる程度には親しい。なおかつ頭の回転も良く、公子として宮城で生まれ育っているのだから、五ご龍りゆうに関する基き礎そ知識もある。しかも珠ちゃんが五龍であることを知っている、数少ない一人だ。

　食学堂から後宮までは、かなり距きよ離りがある。走り続けたために、後宮の大門に辿たどり着く頃ころには息が切れていた。

　大門に辿り着いて驚おどろいたのは、門前にきちんと篝かがり火びが焚たかれ、当番の宦かん官がんが門番を務めていることだった。多くの者が逃にげ出したと思っていたので、後宮がいつもの通りに機能していることが意外だった。門を潜くぐって内ない侍じ省の建物に向かうと、伯礼は北ほく嶺れい宮きゆうにいると教えられた。四し夫ふ人じんたちを集め、状況を説明しているらしかった。

　北嶺宮に向かいながら、常と変わらない夜を迎むかえようとしている、後宮の落ち着きぶりを感じた。建物に灯りが灯り、そわそわと出歩く者もない。

（内ない侍じ監かんの伯礼様が、後宮をうまく統とう率そつしていらっしゃるんだ）

　北嶺宮に近づくと、琴ことの音が聞こえてきた。さらに重なる、二に胡こと琵び琶わの音。

（四夫人だ）

　彼女たちの存在を思い出すと、心強さと嬉うれしさが胸に湧わく。祥飛に忠誠を誓ちかい、賢かしこく、さらに、多少苦情を言いながらも理美に力を貸してくれる人たちが、ここにもいる。

　このときこの夜に、四夫人が楽を奏かなでているのは、彼女たちの機転だろう。

　謀む反ほんが起き、人心が乱れているこの夜。闇は人の不安を助長する。不安を和やわらげ、後宮を落ち着かせるために、彼女たちは「皇帝の治世は揺ゆるぎない」と示すように、あえて楽を奏でているのに違いない。

　北嶺宮に入ると、四夫人付きの侍じ女じよたちがすぐに、理美に気がついてくれた。広間に通される。四夫人は折り戸を開いて庭を望めるようにした広間で、ゆったりと楽を奏でている。

　宋そう貴き妃ひは髪かみに、小さな秋の花を何種類も寄せ集めて飾かざっていた。それは豪ごう奢しやな薬くす玉だまのようで、華はなやかだ。彼女は琴を弾ひいていた。少し離はなれた場所では、鳳ほう徳とく妃ひが大だい胆たんに足を組み、優ゆう雅がな撥ばちさばきで琵琶を鳴らしていた。温おん賢けん妃ひは目を閉じ、何かを祈いのるように二胡の弓を操あやつっている。

　伯礼が、壁かべ際ぎわに控ひかえて彼女たちの様子を見つめていた。

　まん丸な目をした余よ淑しゆく妃ひだけは、宋貴妃の指先を覗のぞきこんでいる。彼女は楽器が苦手なのだ。琴なら多少弾はじけるのだが、今日は弾きたくなかったのだろう。理美の視線を感じたらしく、余淑妃がふと顔をあげた。理美の姿を認めると笑えみが零こぼれた。

「お姉様！」

　その声に、宋貴妃、鳳徳妃、温賢妃の手が同時に止まり、視線が理美に集まった。彼女たちは一いつ斉せいに立ちあがった。伯礼もこちらを見て驚いた顔をする。

「お邪じや魔まをして申し訳ありません、四夫人」

　礼をとる理美に、余淑妃が駆かけ寄って、手を引いて広間の中心へと引っ張りこむ。

「邪魔なんて、そんなことありません！　お目にかかりたかったんです。お帰りになったとは、聞きましたけれど。お姉様ったら、顔を見せてくださらないから心配していたんです」

　宋貴妃は駆け寄ってくると、胸むなぐらを摑つかむほどの勢いで詰め寄る。

「陛下は、今どうしていらっしゃるの!?　教えなさい、雪せつ宝ほう林りん」

「周宰さい相しようたちは、どうするつもりだ」

　目をつりあげて鳳徳妃が凄すごむ。温賢妃は涙なみだぐみ、言葉にならない不安を訴うつたえるようにただ理美を見つめる。余淑妃は理美の腕うでにぶら下がる勢いで、「戦いくさになります？　ねぇ、お姉様。戦になりますか？」と問う。

　楽など奏でて落ち着いているように見えた彼女らだったが、実はそうでもないらしい。

（ものすごく、動どう揺ようしていらっしゃるなぁ。当たり前だろうけど）

　目の前で興奮されると、逆に冷静になれた。

「えっと。まずは、何を説明すればいいのか……」

　四夫人に囲まれて戸と惑まどう理美に、伯礼が近づいてきた。

「おかえり、理美。帰っていたのだね。どうやら陛下も、無断で紅唐へおいでになっていたようだと聞いたけれど」

　悪戯いたずらを咎とがめるような不満げな伯礼の声に、理美は首をすくめた。祥飛が臣下に無断で宮城を離れたことを、彼は快く思っていないのだろう。軽い八つ当たりだ。

「すみません。色々とご報告が遅おくれて」

「騒さわぎは知っているよ。まあ、仕方ないね。それよりもまずは、陛下のご様子を聞きたい。そして戦になるのか、否いなか。周宰相と陛下の決断を」

「陛下はとても落ち着いておいでです。疲つかれてはいらっしゃいますけれど、冷静です。戦になるのかどうかは、ちょうど今、陛下と周宰相、尚しよう書しよ方で協議なさっています。まだ結論は出ていないと思います」

　それを聞いて、四夫人たちが肩の力を抜ぬく。

「まだ、結論は出ていないのですね」

　温賢妃の安あん堵どしたような言葉に続けて、宋貴妃も言う。

「何よりも、陛下が落ち着いておいでなのは、いいことね。良かったわ」

「待つしかないってことね」

　そう言った鳳徳妃に、理美は頷うなずく。

「そうなんです。待つしかできませんが、でもその間に、伯礼様のお力を借りたいことがあるんです。わたしには難しくて」

　伯礼が、不思議そうに瞬まばたきする。

「わたしに？　何を？」

「珠ちゃんのことです。紅唐で、珠ちゃんの声を聞いたんです。『決した』、という言葉を」

　珠ちゃん───五龍と聞き、伯礼の表情が気き遣づかわしげに変わる。

「あれが、『決した』と？　そう言ったの？」

「わたしには聞こえました。間ま違ちがいなく珠ちゃんの声です」

「この大変なときに、何を悠ゆう長ちように愛あい玩がん動物の話なんかしているんですの！」

　苛いら立だったらしい宋貴妃が、二人の会話に割り込むと目をつりあげる。

「あなたの飼ってる鼠ねずみが、喋しやべったですって！　それは驚くべき芸を仕込んだものね。でも今ここで、伯礼の時間を取っている場合!?　鼠よりも、考えなければならないことがあるでしょう。鼠の芸の話なんかおよしなさい」

　鼻先に指を突つきつけられ、迫はく力りよく満点に迫せまられた理美はたじろぐ。

「そ、そうなんですけど。でも、えっと。珠ちゃんのことは、陛下にとっても重要で」

「鼠の芸の何が重要!?」

「陛下の治世にも関かかわりかねないので、その」

「鼠が!?」

　あまりにも、鼠、鼠と宋貴妃が連呼するので、とうとう伯礼が制止する。

「宋貴妃様。鼠呼ばわりは、お控えいただいたほうがよろしいです」

「鼠を鼠と言って何が悪いの、伯礼」

「多少、無礼かと」

「鼠に無礼!?」

　鳳徳妃が、眉まゆをひそめた。

「雪宝林も伯礼も、何を隠かくしている。雪宝林はともかく、伯礼が、たかが愛玩動物のことで顔色を変えるのが解げせない。何かあるのね」

　鋭するどい指し摘てきに、理美と伯礼は顔を見合わせた。
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（珠ちゃんのことは、安易に知らせて良いことではない）

　四し夫ふ人じんは、理美と伯礼をじっと見み据すえる。こんな状じよう況きよう下かで、噓うそも隠しごとも許さないという、無言の圧力がある。

（でも、どんな言い訳をしても、聡さとい四夫人たちを誤ご魔ま化かしきれない。疑念が残る。こんなときこそ信しん頼らいが必要なのに。だとしたら、正直に話すしかない）

　彼女たちは、祥飛が最も信頼を寄せている臣下。これから事態がどう転ぶか、誰だれにも予測できない。何事か起こったとき、彼女たちが珠ちゃんのことを承知していれば、祥飛や珠ちゃんの助けになる可能性は高い。しかも五ご龍りゆうの文ぶん献けん調べに四夫人も参加してもらえれば、ずっと短時間で答えが見つかるはずだった。

（四夫人にならば）

　意を決し、伯礼をふり返る。

「伯礼様。珠ちゃんのこと、四夫人になら」

　話しても良いかと、目配せで伯礼に確かく認にんした。彼は少し躊躇ためらった様子だったが、仕方ないというように頷く。改まって、理美は四夫人に向き直る。

「ずっと隠していたことがあるんです。わたしといつも一いつ緒しよにいる、珠ちゃんのことです。珠ちゃんは、鼠じゃないんです。陛下からお預かりしている、五龍なんです」

　四夫人が一様に首を傾かしげた。彼女たちの周囲に、疑ぎ問もん符ふが散らばっているのが見えるようだ。

「五龍って、あれでしょう？　皇こう帝ていに帝てい国こくを統治する力を与あたえる神しん龍りゆうで、陛下の元にある神しん獣じゆう。皇帝以外の者が、滅めつ多たに目にするものではないって、後宮に入るときに教えられたけど」

　余淑しゆく妃ひが目をぱちくりさせ、そこで思考停止したように言葉を切る。その余淑妃と違ちがい、宋貴き妃ひ、温賢けん妃ひ、鳳徳とく妃ひの顔色が変わった。

「もしかして、あなた……あの胴どう長なが鼠ねずみがまさか」

　半笑いで宋貴妃が言う。

「まさか、ね。あの鼠が」

「そうですわ。そんなことが、まさか」

　鳳徳妃と温賢妃も、ははっと笑う。

（珠ちゃんが、この場にいなくて良かったかも）

　理美も笑顔が引きつる。散々、鼠鼠と呼ばれ、真実を告白しても、まずは「まさか」と疑われるとなると、珠ちゃんはいじけそうだ。

「すみません、そのまさかです。わたしが飼っていた珠ちゃんは、本来陛下のお側そばにいるべき神獣。神龍の五龍です。五龍は本来陛下の元にあるべきだったのですが、ちょっとした手ちがいで逃にげ出して後宮に隠れていたんです。それをわたしが見つけて、拾って、ご飯をあげたら懐なつかれてしまって。そのまま……ずるずると……」

　宋貴妃、温賢妃、鳳徳妃は、目を見開き「そんな馬ば鹿かな」と言いたげな表情だ。

　余淑妃だけは目をくりくりさせる。

「それが本当なら、お姉様は五龍に懐かれたんですか？　え、じゃあ。お姉様が皇帝になれってことですか？」

「この、お馬鹿さん！」

　宋貴妃が、ぱちんと余淑妃の後ろ頭を叩たたいた。「痛い！」と、悲鳴をあげた余淑妃は、「なんでそんなに、怒おこるんですか」と涙なみだ目めだ。

「雪宝ほう林りんにその気がなくても、公おおやけになれば、それが陛下にとって脅きよう威いになるでしょう？　あなたが今口にしたようなことは、陛下に反旗を翻ひるがえそうとする者にはもってこいの口実になります」

　温賢妃が珍めずらしく、厳しい表情をする。言われた余淑妃は、今いま更さらびっくりしたように口を押さえた。鳳徳妃が溜ため息いきをつく。

「こんな迂う闊かつ者がいるから、五龍のことは伏ふせられていたわけね。ただでさえ、年若い陛下への不安や鳳家の存在という、脅威があったから。伯礼は知っていたの？」

「ええ」

　ばつが悪そうに、伯礼は苦笑いで答えた。宋貴妃が腰こしに手を当て理美を睨にらむ。

「あなたが隠しごとをしていたのは、腹が立つけれど仕方ないわ。許してさしあげる」

　宋貴妃の迫力に理美は首をすくめ、「ありがとうございます」と、小さくなった。続けて宋貴妃が問う。

「それで、五龍がどうしたの。力を貸して欲しいと、あなたは伯礼に言ったわよね」

「紅唐でのことなんですが、陛下と鳳家当主が対たい峙じしたとき、珠ちゃんの声が聞こえた気がしたんです」

「声ですか？　どんな声なんですか」

　興きよう味み津しん々しんの様子で余淑妃が身を乗り出す。

「一言です。『決した』という」

　余淑妃は「はぁ」と気の抜ぬけたような声を出したが、宋貴妃、温賢妃、鳳徳妃は険しい表情になる。鳳徳妃が口を開く。

「決した、か。意味深ね。陛下と鳳家当主が対峙したそのときに、その言葉は確かに気になる」

「瑞ずい兆ちようでしょうか？　あるいは考えたくはありませんが、凶きよう兆ちよう……」

　温賢妃の声が不安に揺ゆれる。

　五龍は皇帝に国を治める力を与える神龍なのだ。その神龍が何を「決した」のか。

　それがわかれば、祥飛がこれから進もうとする道筋に光があるのか闇やみがあるのか、おおよそ見当がつく。光であれば、強く進めと助言もできる。闇であれば、危険な賭かけは避さけるべきだと慎しん重ちようさを求めることもできる。その重大さは、皇帝の妃きさきになるための教育を受けた四夫人だからこそ、良くわかるのだろう。

　五龍は、歴代の皇帝に帝国を統治する力を与える存在。

　五龍の加護がある皇帝の治世においては、災わざわいを減じ、幸運をもたらし、国は栄えて長く続く。天からの幸運が皇帝にもたらされる。要するに、五龍が皇帝とともにあるということは、その皇帝に対して「統治すべき者」としての天意が下ったということなのだ。

「わたしにもそれが、瑞兆か凶兆かわからなくて。意味を知りたいと、食学堂にある祠し部ぶの圖ず書しよを調べようとしたんです。けれど圖書は言葉が難しすぎて、知らない単語ばかりが出てきて。わたしにはとうてい、読み解けなかったんです。だから伯礼様や四夫人に、お力を貸していただきたいと」

「あなたの語ご彙い力では、まあ無理でしょう」

　宋貴妃がつんと顎あごをあげた。

「そんなことなら、任せなさい。わたしたちが調べてさしあげる」
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　龍が浮うき彫ぼりにされた執しつ務む室の戸を開くと、そこには周考仁、呂蓮佳と、登利範、迅景有が既すでに揃そろっていた。丈鉄を従えて祥飛が入室すると、彼らは礼をもって迎むかえた。

　室の中央の卓たく子しには、走り書きの書面が散らばっている。崑国の略図らしきものもある。それが燭しよく台だいの炎ほのおに照らされ、橙だいだい色いろの光のなかで揺らめいている。

「現状に対する前置きも、言い訳もせぬ。時間が惜おしい。率そつ直ちよくな皆みなの意見を聞きたい。余は十日後、退位するべきか？　もしくは鳳家と戦うべきか？」

　卓子の傍かたわらに立ち、静かに切り出した。暫しばしの間を置き、考仁が口を開く。

「まずは、陛下のご意志をうかがいたい」

　祥飛は一つ息を整える。

「国が栄え安定し、民たみが幸福であるなら、皇帝は余である必要はないと思う」

　弱気とも思える言葉に、考仁と尚しよう書しよたちの目に一いつ瞬しゆん不安がよぎる。祥飛は続ける。

「任すに足る者であれば、身を引いてもかまわぬ。極論、考仁が皇帝になると言えば安心して退位するだろう」

　そこで言葉を切ると、重い沈ちん黙もくが落ちる。

　利範と景有は、何を言い出したのかと訝いぶかるような表情でこちらを見ている。無表情な呂蓮佳は、祥飛の言葉の意味を内心で吟ぎん味みしているようだ。

　考仁だけは、祥飛の言葉に続きがあるのを承知しているかのように、「先をどうぞ」と促うながす目をしていた。その眼まな差ざしが頼たのもしい。考仁は今まで、冷静に意地悪く、愚おろかな若者を見るように祥飛を見つめていたような気がする。だが今は、少し違う。考仁は祥飛の言葉に向き合い、意図をくもうとしているのがわかる。

「今、余が退位すれば鳳家皇帝──朱西が帝てい位いにつくだろう。朱西は崑国一の博士と言われる秀しゆう才さいだ。余よりもよほど賢かしこいのだろう。ただ、今の朱西が、真に国を安定させ得る皇帝となるのか？」

　朱西の笑え顔がおを思う。曇くもりない笑顔で祥飛を追い詰つめる彼は、かつての彼ではない。どこかが変質してしまった。

「朱西は、国を安定させることが望みだと言った。そのために、余に退位を迫せまると。しかしそのことで国が乱れる。それは奴やつの望みと矛む盾じゆんした行こう為いだが、それをあえて実行している。国を安定させるためには、一時の混乱に目をつぶろうとしているのかもしれない。だが、そうやって一時的にでも混乱を許容することこそ、真に国の安定を望んでいるとは思えない。国の安定を図るためには、様々な方法がある。それを考えず、混乱を選ぶ朱西を、未来の賢けん君くんとして信じられぬ」

　祥飛は、考仁と尚書たちをゆっくり見回す。

「信じられない者に帝位は渡わたせぬ。余は、退位できない」

　微かすかに、考仁が頷うなずく。

　蓮佳が、さらりと問う。

「では、戦いますか？」

　祥飛は眉まゆ根ねを寄せた。

「余は、退位はできない。だが、このまま戦っても敗れるだろう」

　詰んだ闘とう棋ぎの局面だと感じるのは、その一点。

　退位はできないのに、戦いたいとも言えない。勝機がないから。

「禁軍を朱西に押さえられている今、余にあるのは宮城を守備する衛え士じたちと、一部宮城内に常じよう駐ちゆうする兵のみ。これでは戦いたくとも、戦えない。だが……退位はできない」

　悔くやしさがこみあげ、唇くちびるを嚙かむ。考仁がこつこつと作り上げ、安定を保っている国を放ほうり出すのが嫌いやだった。あれほど四苦八苦した、西沙国との国交樹立も目前で、それも水すい泡ほうに帰すのは虚むなしすぎる。

（力があれば。伝説の英えい雄ゆうのような力を、天が余に与あたえてくれれば）

　しかしそれは無理な相談だ。天意を受けているだろう五ご龍りゆうさえ、やっと祥飛に懐いたばかり。しかもその五龍が、あの様子だ。ただちょっとばかり珍しい愛あい玩がん動物以外の役目があるようには、到とう底てい思えない。

「勝機は、あります」

　静かな考仁の声に、祥飛ははっとした。

「なんだと？」

　考仁は真っ直すぐ祥飛を見つめている。

「勝機はあると申し上げた。時さえ陛下に味方すれば、勝機はあります」

「どういうことだ」

「ご覧ください。こちらが鳳家派の、おおよその兵力」

　新たな吏部尚書、蓮佳が、卓子の上の走り書きを祥飛の前へ差し出す。

　そこには、禁軍将軍に指揮されている兵のおおよその総数が書かれていた。数は、おおよそ三万二千。そのうち千が宮城前に陣じんを張り、残りは郊こう外がいの城じよう砦さいに分散している。

「そしてこちらが今現在、陛下の配下にある兵力」

　さらにもう一枚差し出されたそこには、衛士、宮城内の常駐兵とあり、数は千五百。祥飛は意外な思いでその数字を見た。

「予想していたよりも多い。逃にげた兵は、どの程度いたのだ」

「逃げたのは、百に満たない数です。その他ほかの官かん吏りも下働きも、ほとんど残っていますね。料理人たちも残っていますから、夕ゆう餉げにはありつけそうです」

　冗じよう談だんめかして蓮佳は答えた。

（逃げなかった者が、こんなにいるのか）

　残ったということは、その者たちは、祥飛に仕えようと心に決めているのだろう。そうやって残ってくれた者が多かった事実が、嬉うれしかった。少なくとも残った者たちは、彼が皇こう帝ていの地位にいるのを望んでいるのだ。その数字に勇気づけられる。

　戸部尚書登利範が、祥飛の傍らに寄った。

「我々は宮城にありますから、必然的に防ぼう御ぎよする側となる。鳳家側は攻こう撃げきをしかけてくる形になります。防御は攻撃よりも有利ですから、攻撃する側は、防御の三倍の兵力が必要と古来言われています」

「相手は三万二千だ。三倍どころではなく、圧あつ倒とう的に数が多いではないか」

「宮城内の兵力だけでは、到底勝てません。しかし陛下は、まだ兵力をお持ちです」

　利範が右目の下の傷を歪ゆがめ、微かに笑う。

「どこにそのような兵力がある」

「県軍です」

　はっとした。脳のう裏りに浮かんだ顔は、瘦やせていて、常に不ふ機き嫌げんそうな表情をしている安県県吏、関朝雲。鄙ひなの仁じん者しやだった。

「陛下は県吏の総意を携たずさえた関朝雲と信しん頼らい関係を結び、蜂ほう起きしかけた県軍を、お収めになった。その後も関朝雲や他ほかの県吏たちの求めに応じ、彼らの声に耳を傾かたむけています。彼らは、陛下が命じれば県軍を動かすはず。地方政治にとって、陛下が最も頼たよりになる皇帝であるのですから、陛下が帝位にあることを強く望むはず。安県のみならず他県の県軍も動けば、正規兵だけでもその数四万を下りません」

　戸部尚書である利範は、地方行政を統とう括かつする立場。関朝雲の事件以降、祥飛の意をくみ、地方行政に対応していた。その利範が、県吏───県軍は、祥飛のために動く可能性が高いと言う。彼の見立てならば間ま違ちがっていないはず。

　県軍が抱かかえる正規兵は、県ごとに数千から一万ほど。必要となれば、普ふ段だんは畑を耕したり別の仕事に就ついていたりする非正規の兵を召集する。数は県軍全体で十万と言われている。ただし非正規の兵を召集するのは時間がかかるので、祥飛の求めに応じて駆かけつけられるのは、正規兵だけ。

　各県から正規兵が出るだけでも、大変な兵力だ。

「さらに陛下は、西沙国の皇弟グルザリ・シャーや、皇女アーシャと、親密な関係を作られています。陛下が西沙国に助力を求めれば、さして多くはなくとも、いくらかの兵力を送ってくれる可能性はあります」

　礼部尚書迅景有が、いつもの軽けい薄はくな笑みを浮かべて口を開く。西沙国は遠国であるが、大陸北西の国で地続き。海側を回ったとしても、船で七日あれば往復可能な距きよ離り。

「西沙国は、三十年前に起きた南小三国の内乱でも、親密な関係にあった一国に船団を送り、派兵していますからね。そのときは、おおよそ三千の兵を送っていますよ」

　耳に入った数字を、祥飛は信じられない思いで計算していた。

（現在の兵力、千五百。それに四万の県軍と、三千の西沙国の支し援えん。総数、四万四千五百。鳳家派を上回る）

　壁かべ際ぎわに控ひかえていた丈鉄が、軽く口笛を吹ふく。

「そりゃ、すごい。まあ、全すべてが思おも惑わく通りに動けばの話ですけどね」

　蓮佳が、腕うで組ぐみしながら自信たっぷりな態度を見せる。

「県軍も西沙国も動くと、わたしは見る。地方廻めぐりをしていた実感から言えば、県軍は確実だ。西沙国は、麒き之の月づきには皇女さえ送って来たんだ。彼らも、崑国との関係に積極的なのは明らか」

「勝てるのか？」

　慎しん重ちように問う祥飛に、考仁は頷く。

「ただし、勝つには条件があります。鳳家への返答は十日後。それまでに県軍と西沙国の支援が、安寧に到とう着ちやくできるか否いなか。それにかかっています。県軍や西沙国が動いたとしても、間に合わなければ意味がない」

　戦いくさの準備をして兵を移動させるには、時間が必要だ。今から県吏たちや西沙国に使いを出し、それに応じた彼らが駆けつけても、既すでに戦が終わっていては話にならない。

　援えん軍ぐんのない状態で戦が始まれば、今の祥飛はひとたまりもない。

　開戦までには援軍が必要なのだが、果たして間に合うのか。

「間に合う可能性は？」

　祥飛の問いに、蓮佳が答える。

「県吏に使いを出し、県吏同士で連れん絡らくを取りあい意思決定するのに、三日。各県軍の装備と遠えん征せいの準備に二日。四万の兵の移動に、最低四日。兵は膨ふくれれば膨れるほど、進行速度が遅おそくなりますから。順調にいっても、九日から十日必要です」

「順調にいっても、ぎりぎりなのか。西沙国のほうは、どうか」

　問われた景有は、顎あご先に指を添そえて考える。

「そうですね。通常船で往復するだけであれば、七日で充じゆう分ぶんですが。こちらからの要よう請せいに、西沙国側が何処どこまで迅じん速そくに応こたえてくれるかにかかっています。意思決定に二日。兵や船の準備に四日ってところですかね。最速で十三、四日か、もう少しかかるはずです」

「となると、西沙国は間に合わない公算が大きい」

　卓たく子しに両手をついて、書きつけを見下ろして祥飛は考え込む。

（戦うべきか）

　戦えば少なからず被ひ害がいが出る。

（しかし鳳家は、鈴すずを必要としたほど、考仁が政まつりごとから遠ざけることを望んだ存在。それに帝てい位いを譲ゆずり渡わたすのは、自らの務めを投げ出すのと同じではないのか）

　大きな迷いが胸の中で渦うずを巻く。

（しかも今の朱西は、かつての朱西ではない。安定のために混乱を選ぶような愚おろかな決断をする男は、余の知る朱西ではない。帝位は渡せぬ）

　朱西はおそらく、祥飛を憎にくんでいるわけではない。

　祥飛もまた、朱西を憎んでいるわけではない。

　しかし朱西にとって祥飛は、自分の望みのために排はい除じよするべき存在。そして祥飛にとって朱西は、自分が守るべきものを奪うばい取り、なおかつ壊こわすだろう存在。

　また、朱西の笑え顔がおが脳裏に浮うかぶ。その曇くもりなさに、怒いかりを覚えた。その怒りは今、対決を望む意志へと変わる。

（今のおまえを受け入れることはできない、朱西）

　援軍を要請するならば、今夜にでも使いを出さなければ間に合わない。西沙国に請こう支援となれば、今夜に使いを立たせても間に合わない公算が大きい。迷っている暇ひまはない。

　視線をあげて考仁を見る。彼は辛しん抱ぼう強づよく、祥飛の判断を待つ無表情。蓮佳も、利範も景有も、待っている。背後に控える丈鉄は、もとより祥飛の決定に対して動くのみの男だ。

　決するのは祥飛だ。

（余が、決断しなければならぬ。余の考えでこの者たちの、国の命運が決まる。そのような重大な決断をしなければならないのか。一人で。それが皇帝か）

　背負うものの大きさに、恐おそれをなしそうだった。孤こ独どくを感じ、握にぎった拳こぶしに力がこもる。しかしこれが、自分が望んだもの。この決断ができなければ、皇帝ではいられない。

（重い）

　祥飛の決断いかんで、多くの者を危険にさらす。あるいは民たみを苦しめる。のしかかってくる重責を感じる。不安がこみあげる。

　助けを求めるように視線をあげると、考仁と目が合った。

　考仁は祥飛を見ていた。その目には深い信頼が見えた。あなたの決断に従うという、無言の恭きよう順じゆん。彼は祥飛を皇帝と認めている。それは彼が、祥飛を信じているからだろう。

（考仁が余の言葉を待っている。余を皇帝と認めて仕えている。考仁が余を信じている。ということは、考仁が信じている余を、余自身も、信じても良いのではないか）

　祥飛は考仁を信じているからこそ、考仁が信じる自分を信じるべきだ。

　決意がみなぎる。自らを信じようとする気持ちが生まれる。考仁の視線を受けとめ、祥飛は告げた。

「戦う。余は、朱西と戦う」




　　　二




　その一言に、場に緊きん張ちようが走る。

　祥飛は背筋を伸のばし、考仁と尚しよう書しよたちをゆっくりと見回す。

「戦になれば犠ぎ牲せいが出るのはわかっているが、安易に国は渡せぬ。安易に渡すことは見捨てるのと同じ。余は捨てぬ。そのためには勝たねばならない。すぐに関朝雲と西沙国皇こう帝ていへの文ふみを書く。考仁、それを届ける使者を立てよ」

　命じる声に、考仁は鋭するどく利範を振ふり返る。

「関朝雲の元へは、おまえが行くのだ利範。陛下の親書を携たずさえて戸部尚書自身が出向くとあらば、事の重大さが伝わるはず」

　利範は厳しい表情で「承知しました」と答えた。考仁は続ける。

「西沙国へは、工こう部ぶ尚書を向かわせましょう。工部尚書は頑がん健けんで、船旅に耐たえうる体力があり、なおかつ西沙国と国境を接する北西辺境の出身故ゆえに、西沙語が堪たん能のう。事は、支援の要請。言葉一つで齟そ齬ごが生じる。この場合、通つう詞じを介かいさずこちらの要請を伝えられることは、重要です」

　迅速で的確な考仁の判断に、祥飛は頷うなずく。

「よいだろう。すぐに文をしたためる。利範は、出立準備を急げ。工部尚書にも、知らせを走らせよ」

　身を翻ひるがえし、文ふ机づくえに座り筆をとる。真っ白な紙に筆先をつけた。

　利範と景有は執しつ務む室を出た。蓮佳は考仁に命じられ、工部尚書の元へと走った。

　考仁は筆を走らせる祥飛の傍かたわらに立ち、文字を目で追う。

「せめてあと三日あれば。一昨日に西沙国に使いを出せていれば、西沙国の支援は間に合ったでしょう」

　悔くやむような考仁の声に、祥飛は苦く笑しようした。

「それは無理な相談だ。一昨日には何も起こっていなかったのだからな。しかし県軍は、間に合う公算が大きいのだろう。西沙国が三、四日、開戦に遅おくれたとしても、県軍が来てくれれば良い。その三、四日をもたせられれば、西沙国の援軍によって我々はさらに勢いづける。相手に最後の一いち撃げきを加え、勝てるはずだ」

　兵力を外部に頼たよるこの戦は、援軍次し第だい。不確定要素の多すぎる計画は、計画として下手な部類だ。しかしその下手な計画しか打つ手がない。

（勝たねばならない。なんとしても）

　時間との闘たたかいになるだろうと、予想ができた。

　戦が始まってしまえば、単純に兵の数と装備の差が勝敗を決することが大半だ。奇き想そう天てん外がいな奇き策さくが功を奏し、少数兵が大軍に勝つことは期待しないほうが良い。歴史にはそのような事例も散見するが、それが希け有うなことだからこそ、歴史書に記録されるのだから。

　この十日の猶ゆう予よが勝負所。

（間に合えば勝てる）
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　戸部尚書の執務室へ戻もどった利範は、自分が留守の間の権限を戸部侍じ郎ろうに代行させる書面を作り、さらに旅支じ度たくを整えた。自分の屋や敷しきへ戻る暇がないので、宮城内から必要なものをかき集めたため、旅の装備はお粗そ末まつだった。

　埃ほこり除よけを身につけてみると黴かび臭くさいし、丈たけが短かった。それでも我が慢まんしなくてはならない。黴臭さに閉口しながら手荷物を整えていると、出入り口からくすくすと笑い声がした。

「末期だねぇ。戸部尚書が、使い走りとは」

　景有が、出入り口の枠わくにもたれて、にやにやしていた。いつもの不ふ真ま面じ目めさをこんなときでも発揮しているのが、なんとも忌いま々いましい。

「この状じよう況きようでよく笑っていられるものだ。おまえの神経が羨うらやましい」

「見習えばよいだろう？」

「羨ましいが、絶対に見習いたくはない」

　この不真面目な男の部下であった頃ころの朱西を、利範はふと思い出す。軽々しい上司に辟へき易えきとした様子ながらも、仕事に手を抜ぬくこともなく勤め、誠心誠意、祥飛に仕えていたようだった。

（それが、陛下に対して、猶予を差しあげる、とはな）

　なぜあれほど、人が変われるのだろうか。利範にしてみれば不可解でしかない。心の奥底にあったものが、何かをきっかけに吹ふき出したのか。となると、利範は朱西という男の表面しか見えていなかったのかもしれない。

　そもそも利範は、腹の探さぐり合いや、心の奥底を読むのが嫌きらいだ。人を疑えばきりがない。疑う自分が、せせこましくて嫌いやになるばかりだ。

　荷をまとめ終えた利範は、それを持って出入り口に向かい、景有の前に立つ。

「わたしがいない間、宮城を頼たのむ」

　真しん剣けんな表情で言うと、景有はびっくりしたような顔をする。

「どうした、いきなり」

「この状況で、周宰さい相しようの次に陛下が頼りにできるのは、おまえだろう。呂蓮佳は吏部尚書になったばかりだ。勝手がわからないことも多いはず。この十日で、宮城は息をひそめながら戦いくさの準備をするんだ。県軍を待っていることも、鳳家に気づかれてはならない」

　朱西が十日もの猶予を申し出たのは、僥ぎよう倖こうだった。

（なぜあえて、十日もの猶予を我らに与あたえたか）

　そのことを考仁も少なからず気にして、あらゆる可能性を考えたらしかった。しかし、祥飛は戦いを決断した。あらゆる可能性を考こう慮りよしながらも、挑いどまなくてはならない。

　ただ十日の猶予があればこそ、県軍を当てにすることもできるし戦の準備もできるのは確か。それらの動きを悟さとられないのが、肝かん要よう。もし県軍を待っていると確実な証しよう拠こでもあれば、十日を待たずに攻せめ込まれても不思議はない。

「わたしなんかに、頼むと言って良いのかね」

　冗じよう談だんめかして景有は肩かたをすくめる。彼のこういった不真面目な態度の奥にある知性を、利範は信じていた。彼は表向きの軽さから想像しがたい知性がある。それをあえて隠かくそう隠そうとしているのは、書生の頃から感じていた。

「頼りにしてるから、頼りにしていると言うんだ」

　景有は目を見開き、そして苦笑いして視線をそらす。

「そうか。おまえは昔から、そういった、おめでたいところがあるから、好ましいよ」

「行ってくる」

　利範は景有の傍らを抜けて、歩き出した。







　それから数刻の後。深しん更こう。

　祥飛の親書を懐ふところに抱いだいた戸部尚書と工部尚書が、夜や陰いんに紛まぎれて宮城を抜け出した。
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　戸部尚書と工部尚書が、宮城を抜け出す数刻前。

　宮城前に陣じんを構えた禁軍将軍の天幕を、朱西は訪ねていた。

　宮城前広場に集まった兵たちは、寄り集まって煮に炊たきをしていた。広場のそこここで、細い煙けむりがあがって、夜空の星を霞かすませている。すぐに戦が始まらないと知っている兵たちは、吞のん気きそうに夕ゆう餉げを楽しんでいる。

　獣けものの皮をなめして接ついで作られた天幕は、中に入るとむっと空気が籠こもっていた。

　外は爽さわやかな秋の夜風が吹いているだけに、一層辟易する。さらに朱西をうんざりさせるのは、禁軍将軍が天幕の中に娼しよう妓ぎとおぼしき女を二人、侍はべらせていることだった。奥に大きな寝しん台だいがすえられ、そこに派手に着き飾かざった女が二人、互たがいの脇わき腹ばらを突つつきあいながら、くすくす笑っている。

　天幕中央には円形の卓たく子しがあり、刑部尚書と禁軍将軍は、宮城の見取り図を見ながら笑え顔がおで会話していた。朱西が天幕に入ると、彼らはふと不服そうな表情になったが、まずは礼をとる。

「鳳家ご当主。このような場所に訪問いただくとは、光栄です」

　そう言う禁軍将軍の顔には、ありありと不ふ審しんが浮うかんでいた。刑けい部ぶ尚しよう書しよも、朱西を探るような目をしていた。彼らが何に不満を抱いているのか、朱西は先刻承知だった。

「不満そうです、お二方とも。すぐにでも宮城に戦を挑みたいと、お顔に書いてあります」

　苦笑した朱西に、二人はばつが悪そうに顔を見合わせた。刑部尚書が、「おそれながら」と口を開く。

「我々は、未いまだに納なつ得とくしていません。なぜ皇こう帝ていに十日もの猶予を与える必要があるのか。考える猶予を与えるにしても、二、三日で充じゆう分ぶんかと思います」

　朱西は微笑した。

「おや、察していなかったのですね。俺の意図を」

「意図？　何を意図して、十日の猶予を」

「ご説明しましょう。その前に、そこの部外者は天幕の外へ出してください。そして天幕の周囲に人を近づけないように、見張りを立たせてください」

　要求すると、禁軍将軍が不承不承の様子ながら娼妓を追い出し、配下に天幕の見張りを命じる。

「ご命令通りにいたしました」

　わずかにむくれた様子の禁軍将軍が礼をとると、刑部尚書が鋭するどい目を向けてくる。

「ご説明願います。なぜ皇帝側に十日もの猶予を与えたのですか」

　朱西は卓子の傍かたわらにある椅い子すに悠ゆう然ぜんと座ると、足を組む。

「十日の猶ゆう予よを与えたのは、陛下に、戦を決断させるためです」

　禁軍将軍と刑部尚書は、目を見開く。

「戦を!?　わざわざ」

　禁軍将軍が野太い声をあげ、刑部尚書もわずかに声が高くなる。

「戦をせずに退位に追い込めれば、それが最も簡単ではないですか。なぜ戦を？　しかも、その猶予を与えることで、なぜ戦の決断を促うながすことになるのでしょうか」

「そうですね。まず一つ目の問いにお答えします。なぜ、わざわざ戦をさせようと考えたのか」

　朱西は人さし指を立てる。

「これは至し極ごく単純です。陛下が大人しく退位してしまえば、民たみは我々をどう見るでしょうか？　武力で陛下を退位に追い込んだ、謀む反ほん人と見るでしょう。民衆は弱者に同情的です。陛下に同情が集まっては、新たな皇帝が立ったとしても、その足元はぐらつく。しかしここで陛下が抵てい抗こうしてくれれば、対等に戦った末の勝利と言えます。しかも陛下が戦わずして退位してしまったときには、陛下をはじめ、その周囲にいる臣たちを処しよ刑けいする理由を作るのに手間取ります。大人しく退位した陛下やその臣たちを、理由もなく処刑すれば、鳳家は恐きよう怖ふの対象になってしまう。しかし彼らを生かしておくこともできません。どのみち殺すしかないのであれば、戦で、死んでくれたほうが都合がいい。俺はここで、全すべて決着をつけ、憂うれいを一いつ掃そうしたいのです」

　淡たん々たんと口にすると、禁軍将軍が唾つばを飲む。

「一掃ですか。しかし陛下の元には、ご当主の父君の周宰相が」

　朱西は答える。平然と。

「ええ、父もいます。彼はただ育ての父。今は彼に恨うらみも腹立ちもありませんが、存在としては俺の邪じや魔まになるので、綺き麗れいにしたいとは思っています」

　刑部尚書が、身み震ぶるいした。朱西は二本目の指を立てた。

「次に、二つ目の問いにお答えしましょう。十日の猶予を与えることがなぜ、皇帝側に戦をする決断を促すことになるのか」

　卓子の上で揺ゆれる蠟ろう燭そくの炎ほのおが、朱西の頰ほおに揺れる影かげを作る。

「二、三日の猶予しか与えられなければ、陛下は到とう底てい、我々に対たい抗こうしうる兵力がない。どう考えても戦うのは愚おろかです。退位すると言うしかない。しかし十日あれば、陛下は我々に抵抗しうる兵力を集め得る可能性が出てくる。そうなれば、陛下は戦いを決断するでしょう」

「陛下が戦いを決断すると、そうお考えになるのはなぜですか」

　刑部尚書の問いに、朱西は答えた。

「陛下は、皇帝としての自覚を持ちはじめたからです。俺に帝てい位いを明け渡わたすことを、良しとしないでしょう。帝位は、信用していない者に渡せるほど軽くないと、理解しています」

「陛下が、どこから兵力を集めると？」

「県軍です」

　あっと、禁軍将軍と刑部尚書は同時に声を発し、色をなくした。




　　　三




「県軍!?」

　焦あせる刑部尚書とは反対に、禁軍将軍はむうっと唸うなる。

「陛下は関朝雲の事件で、県軍を退ひかせた。そこから協力関係ができあがっていれば」

「遠方の県軍は無理でしょうが、十日あれば、安県をはじめ、近きん隣りん県の県軍は宮城へ駆かけつけられる。十日後、それを当てにして陛下が我々と戦うつもりなら、おそらく兵力は五分五分」

　予測を口にした朱西に、刑部尚書が嚙かみつく。

「それがわかっているなら、なおさら。絶対に県軍が間に合わないように、猶予期間を六日なり、七日なりにするべきだったのでは」

「言いましたよね？　皇帝側が『絶対に間に合わない』と考えたら、戦いはしないと。戦わせるために、『間に合うかもしれない』と思わせることが肝かん心じんなのです」

「でも、県軍が間に合ってしまったら、兵力は互ご角かく。こちらが不利に」

「だから、こちらは、皇帝側が計算に入れていない兵力を用意するのです」

　もはやついていけないらしく、刑部尚書はぽかんとした顔になる。

「我々のどこに、そんな兵力が」

「集めるんです」

　懐ふところを探さぐると、朱西は革かわの袋ふくろを取り出し立ちあがった。その口を開き、卓子の上で逆さにする。甲かん高だかい金属の音がして、袋から大小の金の塊かたまりがばらばらと落ちて、小さな山になる。

「これは金ですか」

　禁軍将軍が、目を見開く。朱西は天幕の出入り口へ、顎あごをしゃくる。

「ええ。ほんの一部です。外には馬車が二十台ほどあります。俺が連れて来ました。荷台には箱が積み込まれていますが、それらの中身は金です」

　告げられた二人が、ぎょっと目を見開く。

「鳳家の領地財産を、紅唐の貿易商に買い取らせ用意しました。これを元手に、お二人には都とその近きん郊こうから、十日間で兵を募つのっていただきたい。長期の兵へい役えきでないことを強調し、なおかつ先に金を握にぎらせれば、多くの兵が集まるでしょう。うまくすれば、五、六千近く集まるはずです。皇帝側が知らない千単位の伏ふく兵へいがあれば、十日後、県軍が来たとしても充分に彼らを制圧できます」

　卓たくの上に散らばった金を見下ろし、禁軍将軍は啞あ然ぜんとしている。

　刑部尚書は金の粒つぶから視線をあげ、朱西を見つめて、呟つぶやく。

「崑国一の博士とは聞いていましたが……あなたが敵でなくて良かった」

　朱西は微笑んだ。

「兵を集め、十日後に備えること。お願いできますか？」

　刑部尚書は、深い礼をとった。

「承知しました、ご当主。兵を募ります」

「お願いいたします。十日で五、六千の兵を集められれば、こちらは総数四万近い。皇帝側が把は握あくしている兵力より、かなり上回れます」

　恭うやうやしく礼をする二人を残し、朱西は天幕を出た。

　待機する兵士たちの間を抜ぬけ広場から出ると、待たせていた黒くろ漆うるし塗ぬりの馬車に乗りこむ。

　息をついたそのとき、馬車の戸を外から誰だれかが叩たたく。「お入りなさい」と答えると、細く戸が開き、そこから男が滑すべり込んできた。彼は昼間、朱西の私室にやってきた男だった。

　鳳家の下働きを装っているが、数ヶ月前から朱西が金で雇やとっている密みつ探たんだ。彼には主義や信念がない。ただ契けい約やくを交かわし、金を支し払はらう者には忠実だった。そうでなければ密探として誰にも雇ってもらえず、生きていけないと淡々と口にする。信用が最も必要であり、対価の支払いに忠誠を尽つくす。信念がないからこそ信用できる。皮肉なことだと、朱西は思う。

「どうしました」

「ご当主に託たくされた文ふみ、続報が入りました。順調に運ばれている様子。ご安心を」

　思わず、顔がほころぶ。朱西の笑え顔がおを、男は探るように見つめる。

「それほど大事な文ですか」

「ええ。あれは計画の要かなめです」

「文が到とう着ちやくすれば、また知らせが入ります」

「ありがとう。お願いします」

　男は、頭を下げて静かに戸を開くと馬車から滑り出た。朱西は暫しばらく待ってから、窓にかかる布を開き、馬車の天てん井じようを叩いた。それを合図に馬車が走りはじめる。安寧の街は闇やみ夜よに染まり、所々、商家の軒のき先さきには既すでに灯りが灯ともっていた。

「これで、戦えるはずだ」

　普ふ段だんと変わらず夜遊びに繰くり出す都人の様子を、走り出した馬車の窓から見つめた。朱西の戦いくさの準備はほぼ整っていた。
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　伯礼が祠し部ぶから許可を取りつけ、食しき学がく堂どうに保管されていた蔵書が、後宮の北ほく嶺れい宮きゆうに運びこまれた。五ご龍りゆうに関する記述を探すのには、かなりの時間がかかる。四し夫ふ人じんを食学堂に押しこめるわけにもいかないので、圖ず書しよを移動させたのだ。

　広間を埋うずめる圖書の山にうんざりした表情ながらも、四夫人は早さつ速そく、調べものに取りかかった。余淑しゆく妃ひだけは、お茶を運んだり圖書の並びを整理したり、ひたすら単純作業をするつもりらしく、ちょこまかしていた。

「わたしはこれから、陛下の所へ行こうと思うのだけど。理美、君もおいで。どうせ君は、読めないのでしょう？」

　余淑妃と一いつ緒しよに動き回っていた理美を、伯礼が呼び止めた。彼は宮城で生まれ育ったのだから、四夫人たちよりも神しん龍りゆうに関する知識は豊富だろうと期待していたのだが、圖書に手を出すつもりはないらしい。

「伯礼様は、文ぶん献けんを調べてくださらないんですか」

「暇ひまがあれば、するよ。それよりもまず、陛下にお目にかかろうと思う。周宰さい相しようたちとの協議の結果も、知りたいしね。さあ、おいで理美」

　決めつけるように言い、歩き出す。仕方なく四夫人たちに「行って参ります」と頭を下げて、彼の背についていく。

　いつの間にか時間が経たっていたらしい。宮城内は真夜中の静けさに包まれ、空気はひんやりと湿しめった香かおりが強かった。虫の音が、つつましく花を閉じて眠ねむる桔き梗きようの群れる足元からも、歩ほ廊ろうの柱の陰かげからも聞こえる。祥飛の居室前まで来たとき、正面の歩廊から丈鉄を従えた祥飛がこちらに向かって来る姿が見えた。

　理美と伯礼がその場で礼をとると、近づいてきた祥飛は申し訳なさそうな顔をした。

「伯礼。怒おこっているか？」

「なんのことでございましょうか」

「おまえは、皇こう帝ていが自ら臣下の元へ出向くことはならんと、余に忠告してくれた。にもかかわらず、余は黙だまって紅唐へ行った。考仁を連れ戻もどすために。おまえの忠告を無視したことを、怒っているか？」

　暫く沈ちん黙もくしたあと、伯礼は答えた。

「それで周宰相を連れ戻されたのでしょう？　ならば間ま違ちがっていなかったのでしょう、陛下のご決断は」

　祥飛が、ほっとした表情になる。それが微笑ほほえましい。

（お兄様のご機き嫌げんを気にする、弟君そのものだわ）

　優やさしい兄を怒らせることが怖こわい、きかん気な弟。そんな様子に見えた。

「それよりも、周宰相や尚しよう書しよ方との協議が終わられたご様子ですね。結論は出ましたか。四夫人も不安がっておられます」

　居室へと入る祥飛を追いながら、伯礼が問う。伯礼に続いて理美も入る。

　一番後ろから丈鉄が入ってきたが、そのとき丈鉄が、ふと訝いぶかしげな表情になる。それに気がつき視線を追うと、彼は伯礼の背中を見つめていた。

（丈鉄様？　何か気になることがあるのかしら）

　居室の卓たく子しには、粥かゆの器うつわがそのまま残されていた。器と器の間に、珠ちゃんがころりと転がっていた。仰あお向むけで目を閉じている。祥飛はそれに気がつくと、ぎょっとしたように立ち止まった。理美は両りよう頰ほおに手を当て、悲鳴をあげそうになる。

「珠ちゃん！」

　まさかと思い、卓子に駆かけ寄って珠ちゃんを両りよう掌てのひらにすくいあげた。

「珠ちゃん、珠ちゃん！　どうしたの、しっかり！」

　涙なみだ目めで叫さけぶと、ぱちりと珠ちゃんの目が開く。

「珠ちゃん!?」

　青いくりくりした目で、「どうしたの？」と言いたげな表情をする。理美の手の中を覗のぞきこんでいた祥飛と伯礼、丈鉄が、顔を見合わせた。三人の目には、呆あきれたような色が濃こい。

「寝ねていただけのようだね」

　伯礼の言葉に丈鉄が頷うなずき、珠ちゃんのお腹なかのあたりを指さす。

「見てみろ。腹が、まん丸に膨ふくれてるぜ。食い過ぎで、満腹になって、熟じゆく睡すいしてたんだろう」

　祥飛が大きな息を吐はいて、力ちから尽つきたように居室の奥にある長なが椅い子すに座る。ぐったりと、肘ひじ掛かけにもたれかかる。

「脅おどかしてくれるな、五龍。よりによってこんなときに」

　珠ちゃんは、のそのそと理美の掌の上に起き上がると、お腹が苦しそうな様子ながらも肩かたに這はい上る。

「すみません。お騒さわがせして」

　粥を食べさせすぎた責任がある気がして、理美は小さくなった。祥飛はかまわないというように手を振ふった。

「五龍の食い意地が張っているのは、おまえのせいではない。ただ、以前のように五龍が不調というわけではないのだろう？」

　いくらお腹がいっぱいになったとはいえ、あまりの熟睡ぶりが少し心配だった。

（わたしが気づかないだけで、どこか具合が悪いのかな）

　以前、珠ちゃんの元気がなくなったとき、神龍は人の感情に触ふれると疲ひ労ろうすると知った。緊きん張ちよう状態にある宮城で、人々の感情は乱れている。珠ちゃんが弱っても当然かもしれない。

（もし戦なんかになったら、珠ちゃんには耐たえられない？）

　そうなのであれば、珠ちゃんを避ひ難なんさせる必要があるのだろうか。そのことも四夫人が調べてくれている文献の中に、解決方法が見出せるかもしれない。

「不調には思えなかったんですけど、用心しなくてはならないかもしれません。紅唐でも、今までなかったことがあったので」

「今までなかったこととは」

「陛下と鳳家当主が初秋の庭で話を終えた、あのときに。珠ちゃんの声を聞いた気がしたんです。『決した』、という」

　驚おどろいたように、祥飛は肘掛けから身を起こす。

「『決した』？　その意味は」

「わかりません。珠ちゃん自身も、よくわかってないかもしれないと思って。その意味を知る手がかりを探して、今、祠部の文献を調べてもらっています。四夫人に」

「四夫人が？」

　首を傾かしげた祥飛にはっとして、理美は慌あわてて頭を下げた。

「すみません！　陛下。珠ちゃんが五龍だってこと、四夫人にうちあけました。四夫人方の協力を仰あおぎたくて」

「わたしも、そうするべきだと考えて賛同しました。四夫人方が、五龍に何かしら疑いを持たれたので。それならばいっそ、うちあけて協力をいただくべきだと」

　重ねて伯礼が説明した。祥飛は、手を軽く振る。

「かまわぬ。今まで知らせなかったことこそ、良くなかったのだろう。四夫人ならば信しん頼らいに足る。それで、何かわかったのか？」

「調べはじめたばかりなので、まだこれと言ったご報告はできかねますが」

　申し訳ないような気持ちで理美が答えると、祥飛は肩を落とし、自じ嘲ちよう気味に笑う。

「瑞ずい兆ちようならば良いがな。戦いくさをしようというのだから、わずかな瑞兆でもあれば頼たのもしい」

　何気ない言葉に、理美はぎくりとした。伯礼も目を見開く。

「戦を、なさる？」

　伯礼が問うと、祥飛は険しい表情で口を開く。

「する。戦をする」

　覚かく悟ごしていたはずの言葉だったが、その単語を祥飛の口から聞くとぞっとした。いつか見た怖い夢が、ふいに現実になったような恐きよう怖ふだった。伯礼は無表情で受けとめると、静かに問う。

「宣戦布告は、いつですか」

「朱西は十日待つと言った。それを最大限に利用し、十日後、朱西が余の答えを聞きにやって来るそのときに宣戦布告をする」

「勝算は」

「ある」

　迷いなく祥飛は答えた。しかし皇帝派が不利なのは、理美でさえわかること。

　見込みがまったくない状態で、祥飛や考仁は戦を決断しないだろう。勝機はあるのだろうが、危あやうい戦に違ちがいない。祥飛はあえて迷いなく、勝算が「ある」と答え、周囲の不安を払ふつ拭しよくし、同時に自分を鼓こ舞ぶしているように思えた。

「戦の意志があることは、考仁と尚書たちしか知らない。十日の猶ゆう予よを最大限に生かすため、戦う意志は伏ふせ、十日ぎりぎりまで悩なやみ迷っている様子を見せる必要がある。四し夫ふ人じんに余の意志を伝えるのはかまわぬが、彼女たちにも、そのことは言い含ふくめる。明日後宮へ行き、余自ら四夫人に話をするつもりだ」

「承知しました。陛下をお迎むかえする準備をいたしましょう」

　そう答えた後、伯礼は微笑する。

「お茶でも差しあげましょうか、陛下」

　緊張に支配されているのを見み透すかしたような言葉に、祥飛は表情を和やわらげた。

「そうだな。喉のどが渇かわいた、頼む」

　頷いて伯礼がさがるので、理美は慌てた。彼は内ない侍じ監かんだ。この場で茶を淹いれる役目を仰おおせつかるなら、理美が妥だ当とうだろう。衝つい立たての陰かげにある飾かざり棚だなに茶器が並んでいる。そこへ入った伯礼を追って、彼の傍かたわらに立つ。

「伯礼様、お茶ならばわたしが」

　茶器を手に取る伯礼は、首を横に振る。

「わたしが淹れるよ。手伝ってくれるというなら、湯をもらってきてくれる？」

　大きな選せん択たくを迫せまられ、疲つかれている弟皇帝に自ら茶を淹れてあげたいのだろうか。それなら仕方ないと、お湯をもらってくるために衝立の陰から出ようとした。そのとき背後で茶器が倒たおれる音がした。何気なく振り返ると、伯礼の手元の茶器が倒れていた。その近くに、見慣れない黒く小さな瓶びんが置いてあった。親指ほどの小瓶だ。
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（あんな小瓶、あったかな？）

　不思議に思ったが、さして気にすることもなく湯をもらいに行った。

　肩に乗っている珠ちゃんは何かが気になるらしく、肩の上から背後の伯礼をずっと見つめていた。青い瞳ひとみが、探さぐるような深い色に輝かがやく。
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　ひやりとした。

　衝立の陰から出かけた理美が、茶器を倒した音に反応し、振り返った気配を感じたからだ。

　咄とつ嗟さに、手元にあった小瓶を隠かくそうかと思った。だが不用意な動きで、かえって彼女の視線が、小瓶に向かうことを危き惧ぐした。何事もなかったように振る舞まっていると、すぐに理美は湯をもらうために出て行った。さして気にした様子がなかったので安あん堵どした。

　衝立越ごしに、祥飛と丈鉄が長椅子近くにいると確かく認にんし、伯礼は小瓶の蓋ふたを開く。細い口から一いつ滴てき、透とう明めいな液体を湯ゆ吞のみに落とす。それを、他ほかの茶器から少し離はなしておく。

（これで三度目。既すでに二度試ためしたが、劇的な変化ではない。確かに効果は遅おそい）

　理美が、湯を入れた壺つぼを持って帰ってきた。

　居室にいる全員の茶を淹れると、盆ぼんに載のせて衝立の陰を出た。一人一人に自ら湯吞みを渡わたし、長椅子にいる祥飛にも手て渡わたした。

「どうぞ、陛下」

「おまえは飲まぬのか」

「わたしのような者が、陛下の前で茶は飲めません。衝立の陰でいただきます」

　にこやかに答え、祥飛が茶に口をつけるのを見守った。

（熒惑。おそらく陛下の近くにいるのでしょう。陛下のご様子、ご覧になっていなさい）

　心の中で語りかける。黒い小瓶で、伯礼の野心をくすぐろうとした男に。
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　茶器を片づけた伯礼が退出するのにあわせて、理美も後宮へ戻もどろうとした。長なが椅い子すの前に行き、軽く膝ひざを折り礼をとる。

「これで失礼いたします、陛下」

「待て」

　背を向けようとすると、手首を取られて引き留められた。

「ここにいろ。おまえがいると安心して眠ねむれる。それだけだ。何もせぬ」

　少し前に一いつ緒しよの寝しん台だいに眠ったことを思い出して、困こん惑わくした。畏おそれおおくて変に緊きん張ちようしてしまうので、気軽に「良いですよ」と答えられない。

「おまえがいれば、眠れる気がする」

　請こうような声こわ音ねだった。昨夜、紅唐から安寧へと戻る馬車に揺ゆられながらも、祥飛は一いつ睡すいもしなかった。さらに昼間に仮か眠みんを勧すすめられて横になっていたが、眠れなかったとも言っていた。重圧から神経が昂たかぶり、眠れないのは当然。

　だがこれから祥飛には、もっと過か酷こくな時間が待っている。

　食べて、眠り、体と心を休めないと自じ滅めつしてしまう。それを彼自身もわかっているから、なんとか心を落ち着かせて眠ろうとしているのだろう。

　理美は、心ここ地ちの好よい枕まくらやお気に入りのお人形と、同じ役割だろうか。

「わかりました、陛下。ここにいます」

　祥飛は、ほっとしたように笑った。その表情は、年ねん齢れいよりもはるかに幼く見えた。伯礼は苦く笑しようし、理美のために衫さんを届けさせると約束して、一人で後宮に帰って行った。

　前回祥飛の寝台で眠ったときは着き替がえもしなかったが、さすがに今夜はきちんと眠れるようにと衫に着替えた。しかし逆に困惑した。薄うすい絹の衫は、身につけていても頼たよりない。灯あかりを消して寝台に横たわると、ひどく緊張した。隣となりで眠る祥飛の体温を、絹を通して素す肌はだに感じる。

　珠ちゃんは大きな欠伸あくびをして、理美の頭の上あたりに丸まった。

　居室には蠟ろう燭そくが一本灯してある。間仕切りの折り戸を通して届くその揺らめきで、隣に横たわる祥飛の横顔を見ることができた。頰ほおに、閉じた睫まつげの影が落ちている。横顔は溜ため息いきが出るほど整っている。

　暫しばらくじっと見つめていると、目を閉じたまま祥飛が口を開く。

「理美。起きているか」

「はい。なんでしょうか」

「抱だいて良いか」

「はっ!?」

「おかしな意味ではない。ただ抱いて眠りたい。落ち着くと思う」

「それは、その。枕とか材木とか、そういったものと同じように、という意味ですよね」

「材木を抱いて眠る趣しゆ味みはないが、そういうことだ」

　身につけているのが鎧よろいであれば、どうぞお好きにと気軽に言えるが、今は衫一枚だ。躊躇ためらいが強い。だが祥飛の眠りに必要なことであれば、拒こばむべきではない。躊躇ったあとに頷うなずく。

「かまいません」

　体の向きを変えると、祥飛は理美の腰こしと背に腕うでを回し、引き寄せた。理美の顎あごの下に頭を押しつけ、抱きしめる。絹を通し、体温を肌はだに直接感じて緊張した。

　祥飛はそれ以上動くことはなく、深い息を吐はくと目を閉じる。

（どうしよう。陛下は安心されてるみたいだけど。わたしのほうはもの凄すごく緊張する！）

　目が爛らん々らんと輝くほどに冴さえてしまう。しかし逆に祥飛のほうは、いくぶん落ち着いたように思えた。暫くすると、顎の下からすうすうと寝ね息いきが聞こえはじめる。

（お休みになった？）

　視線を下げてみると、祥飛が微かすかに口を開いて、寝ね入いっている様子が確認できた。子どものような寝ね顔がおだった。祥飛は抱いて良いかと聞いたが、本当のところ、幼子のように抱いて欲しいと無意識に思ったのかもしれない。不安な夜に、母親に抱かれるように。

　理美はそっと、祥飛の頭を撫なでた。甘えん坊ぼうの弟ができたような気持ちになる。







　昨夜は疲れていたせいで、理美はぐっすり眠りこんでしまった。

　明け方近くに一度ぼんやり目が覚めたが、そのとき祥飛の姿は寝台になかった。寝ねぼけた頭で「おや」と思ったが、彼は居室のほうからすぐに戻ってきた。喉でも渇いて、起きだしたのだろうか。あまりの眠さに、またすぐ目を閉じてしまった。次に目が覚めたのは、すっかり明るくなってからだった。そのとき祥飛は自分の隣で、すやすや眠っていた。

　目覚めた祥飛は、よく眠れたと言った。そして朝あさ餉げのあとすぐに、四し夫ふ人じんに会うために後宮に行く準備をさせた。

　珠ちゃんは、理美と祥飛が起きだしても寝台の上で丸くなって眠っていたので、そのまま眠らせておくことにした。やはり珠ちゃんが疲つかれているような気もするのだが、今は処置のしようがない。珠ちゃんを寝しん室しつに残し、祥飛は理美を伴ともなって後宮に向かった。

　伯礼に案内され、北ほく嶺れい宮きゆうに足を踏ふみ入れた途と端たん、祥飛は目を丸くする。

「すごいな、これは」

　広間には圖ず書しよが所ところ狭せましと並べられていたのだ。そしてその中に卓たく子しと椅い子すがあり、四夫人は圖書に埋うずもれるようにして、しかしいつもの通りに優ゆう雅がに礼れい儀ぎ正ただしく礼をとり、皇こう帝ていを迎むかえていた。柔やわらかな裳も裾すそが、埃ほこりだらけの圖書の山を撫でる様子を、祥飛はしげしげと眺ながめる。

「良くやってくれているようだな、四夫人。感謝する。顔をあげよ。話があって来たのだ。こっちに、座るがいい」

　四夫人が顔を上げると、祥飛は本の山の間を縫ぬうようにして近づいて、卓子の席に着く。それを合図に四夫人たちも、同じ卓子の席に着いた。

　理美は壁かべ際ぎわに控ひかえる。伯礼はお茶の準備を命じるために、一いつ旦たん退出する。

　埃ほこり臭くさい圖書に囲まれて調べものをしていても、さすがに四夫人の身だしなみは乱れていない。特に今朝は祥飛が来ると知らされていたので、いつも以上に隙すきがない。彼女たちがそれぞれの衣ころもに焚たきしめている香こうが、古書の香の中にふんわりと混じっている。

　四夫人たちはいつになく緊張した面おも持もちで、祥飛の言葉を待っていた。

「既すでに聞き及およんでいるとは思うが、鳳家皇帝を望む者たちが、余に退位を迫せまっている」

　鳳徳とく妃ひが口元を引き締しめ、口くち惜おしそうに視線を卓子の表面に落とす。

「申し訳ありません、陛下。わたしの実家の鳳家が、そのような無礼きわまる振ふる舞まいを」

「実家のことは、そなたには関係のないことだ。気にする必要はない」

　優やさしく言うと、続ける。

「九日後。退位するか、もしくは鳳家と戦うか、朱西が余に問うことになっている。考仁たちとも協議した結果、余は戦うと決めた。この決意は考仁と尚しよう書しよたちしか知らぬこと。外部に気取られぬことが肝かん要よう。ただ、そなたたちには知らせておく。戦いくさとなったとき、か弱い女子どもは犠ぎ牲せいになりがちだ。余が戦う決意をしたことを、そなたたちなら口外せぬとは信じている。だからこそ、後宮を出ることを許す。戦の前に安全な場所へ逃にげることを考えて良い」

　祥飛の言葉に、理美ははっとした。

（逃げる。そうか。だから陛下は戦いを決断された翌朝に、こうやってすぐに四夫人の元へいらしたんだ）

　理美自身、逃げることなど念頭になかったから、思いつかなかった。戦となれば、宮城に籠ろう城じようするのは間ま違ちがいない。そうなれば確実に戦に巻きこまれる。その前に四夫人たちは、安全な場所へ避ひ難なんしておくべきなのかもしれなかった。

　四夫人は暫く祥飛に視線を注いでいた。沈ちん黙もくが流れる。

　しかし突とつ然ぜん、余淑しゆく妃ひが顔を伏ふせて、ぷっと噴ふき出す。するとそれにつられるように、他ほかの四夫人の口元が、笑いをこらえるように震ふるえる。

（笑っていらっしゃる？　なんで!?）

　余淑妃は、ぷぷぷと笑うし、他の四夫人たちは余淑妃に「お止やめなさい」「失礼ですわ」「我が慢まんしなさいな」と注意をするものの、目と口元が笑っている。

　祥飛は目をつりあげた。

「戦が始まると言っているのだぞ。わかっているのか。何がおかしい」

「だって、陛下。昨夜、わたしたちがここで、ああだこうだと予想した、そのままのことを仰おつしやるんですもの。なんだかおかしくて」

　余淑妃が、笑いをこらえながら言う。にこにこしながら温賢けん妃ひが続ける。

「雪宝林から、陛下はとても落ち着いておいでと聞き、わたしたちは昨夜一安心しました。そして冷静になられた陛下は、どのように決断されるかを、ここで文ぶん献けんを読む合間に話し合っていたのです」

「そこで鳳家が帝てい位いにつくことを、陛下は良しとしないだろうという結論になりました。戦う決意をなさるだろうと。そしておそらく我々に、安全な場所へ行けと勧めるだろうと」

　鳳徳妃は、真っ直すぐに祥飛を見つめている。

「それを予想していましたから、陛下に申し上げるべきことも決めていましたのよ。わたしたちは、陛下のお側そばにいます。陛下はわたしたちを臣と認めてくださいました。臣が、主あるじの危難に逃げ出してどうしますの」

　宋貴き妃ひが、すこし怒おこったような口調で断言した。

　彼女たちはそもそも、最初から、何があろうとも祥飛の元を離はなれるつもりはなかったに違ちがいない。昨夜、彼女たちは北嶺宮で楽器を弾ひいていた。ある種の覚かく悟ごがなければ、謀む反ほんが起きたと知らされたその日の夜に楽器など弾けない。楽を奏かなでて人心を落ち着かせようとしていた彼女たちは、あのときから既に、祥飛のためにできることをしようとしていた。

　四夫人の眼まな差ざしを、理美は眩まぶしいもののように見つめた。

（四夫人は誇ほこり高く、勇ゆう敢かんだ）

　だからこそ彼女たちは、崑国で最も高貴な女性たちになりえたのだろう。様々な事情がありながらも、選ばれ、この場所にまで辿たどり着く彼女たちの麗れい質しつは本物だ。

「しかし、女の身では危険が」

　焦あせったように祥飛が身を乗り出すと、宋貴妃が遮さえぎるようにぴしゃりと言う。

「仰らないでください。陛下にお仕えする臣下であれば、危険は、男でも女でも一いつ緒しよです。女だから避難しろというのは、わたしたちをただ女としか見ていない証しよう拠こと思ってしまいますわ。わたしたちは臣下です。臣下が危険だからと、逃げますか？」

　祥飛はさらに驚おどろいた表情になる。ここで逃げろと命じることは、逆に四夫人に対する侮あなどりになるのだと、祥飛は理解したらしい。彼女たちがそこまでの覚悟と勇敢さを持ちあわせていることに、驚きを隠かくせないのだろう。

「そなたたちは……心から？」

　四夫人一人一人に、祥飛は「良いのか」と問うように視線を向ける。彼女たちは目顔で頷うなずく。

「礼を言う」

　祥飛が、感かん極きわまったように小さく言う。その声には、自ら考え決断する彼女たちの知性と勇気に対しての称しよう賛さんが滲にじむ。

「陛下に、お礼を言っていただくほどのことでもないですけど。わたしたちにとっては、当然のことなので」

　余淑妃が照れ笑いするが、ふと気がついたように理美を見やる。

「あ、でも。お姉様はどうなんでしょう？　お姉様は良いんですか？　立后式の途と中ちゆうとは言え、正式には、お姉様はどんな地位にも就つかれていないんですもの。故郷は和わ国こくですし。わたしたちよりもよっぽど、逃げ出しやすいお立場だと思うんですけど」

　祥飛が、はっとしたように理美を振り返る。彼はまったくそのことに思い至っていなかったようだ。

「言われてみれば、そうなのかも知れませんけど。実は、考えてもみませんでした」

「おまえは逃げなくて良いのか」

　改まって祥飛が問う。理美は、ほわっと笑ってしまった。

「陛下のお側にいます。考えてもみなかったことを、しようと思えません」

「じゃあ、九日間は色々と余よ裕ゆうがありますよね！　調べものもできるし、お姉様にお菓か子しを作ってもらえるかも」

　努めて明るく、場の空気を和なごませるように、余淑妃がはしゃいだ声を出す。祥飛も調子を合わせるような笑え顔がおで応こたえた。

「そうだな。美味うまいものが食べたい。ここ数日、まともなものを食べていない気がする」

　庭院にわへ視線を向けた祥飛は太陽の位置を確かめ、目を細める。北嶺宮の庭院は秋の装いになり、女郎花おみなえし、尾お花ばな、撫なでし子こと、つつましい彩いろどりだ。その中でひときわ目をひくのは桔き梗きようの紫むらさき。祥飛は紫の花に語りかけるように、穏おだやかな声で言う。

「もうすぐ昼ひる餉げだろう。お腹なかが空いた。頼たのめるか、理美？」

「もちろんです」

　勢いこんで、理美は席を立った。

（陛下が、お腹が空いたと仰ってくれるなんて）

　紅唐を出てからの祥飛は、昨日の夕方に粥かゆを一いつ杯ぱい食べたきりだ。そのときでさえ義務感から食べているような様子だった。本当の意味で、祥飛に食しよく欲よくが戻もどってきたことが嬉うれしい。

「陛下も雪宝林も、お待ちくださいませ！」

　宋貴妃が、びしりと押しとどめるように掌てのひらを突つき出す。

「そのお役目、わたしたちも務めます。陛下のために料理いたしますわ。西沙国のアーシャ様がお菓子を作られたと伺うかがって、わたしたちも陛下に喜んでいただくためにと、実は少しずつお料理の練習をしているのです」

「そうなんですか!?」

　理美は目を輝かがやかせた。四し夫ふ人じんが全員、自じ慢まんらしくにっこりしたとき、伯礼が茶の準備をして戻ってきた。

「おや、楽しそうですね。何かありましたか」

　彼は運ばせた茶器で自ら茶を淹いれると、祥飛と四夫人の前へ置く。祥飛は微笑し、目の前の湯ゆ吞のみを手に取った。

「四夫人が余のために料理をしてくれるそうだ」

「料理ですか？　それは珍めずらしい」

「余は、恵めぐまれている」

　そう言って湯吞みを口に運ぼうとしたとき、祥飛の手にある湯吞みがぐらりと揺ゆれ、落ちた。湯吞みは卓たく子しの上に転がり茶が飛び散る。

「陛下！」

　四夫人が同時に叫さけんで席を立ち、めいめいが帯に挟はさんでいた手しゆ巾きんで、祥飛の袖そで口ぐちや手を拭ぬぐう。理美も駆かけ寄った。祥飛は驚いた顔をしていた。

「うっかり、手が滑すべった」

　彼はそう呟つぶやいたが、理美は彼の指先が微かすかに震えているのを認めた。

（指が？）

「お茶を、入れ替かえて参りましょう」

　理美の背後から、伯礼が身を乗り出し、卓子に転がる湯吞みを取りあげた。彼が落ち着いているのはいつものことだが、わざとらしいほどに落ち着いているような気がした。まるで予測していたことを見たような、平静さだ。

　違い和わ感かんを覚え、理美は伯礼を視線で追う。彼は運ばれてきた茶器の所へ戻ると、再び茶を淹れようとしていた。その手元に黒い小こ瓶びんが見えた気がした。

「雪宝林、手巾をお貸しなさい」

　宋貴妃に言われ、慌あわてて視線を戻して手巾を手て渡わたした。すぐにまた伯礼を振ふり返るが、その手元に小瓶は見えなかった。

（見み間ま違ちがい……？）

「騒さわがせてすまぬ。衣ころもが少し濡ぬれただけで大事ない。それよりも、昼餉が欲しい。頼んだぞ、理美。四夫人」

「おまかせくださいませ」

　温賢妃が自信ありげに礼をとると、余淑しゆく妃ひが理美の腕うでを取る。

「厨ちゆう房ぼうに行きましょう、お姉様！」
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　余淑妃に腕を取られながら、四夫人とともに北嶺宮の厨房へと向かう。

　北嶺宮では、建屋一つがまるまる厨房になっている。竈かまどが十もあり、洗い場は五つもあり、井い戸ども二つ掘ほられている。これほど厨房が大きいのは、ここが皇后のための宮きゆう殿でんだからだ。皇こう帝ていが同席する宴うたげなども見み越こして、それに対応できるようにしてある立派な厨房だ。

　しかしいくら立派でも、そこに四夫人が立つと違和感しかない。

（なんだか、芋いも畑に鳳ほう凰おうが舞まい降りた景色を見ているようだわ）

　理美の違和感はさておき、四夫人は紐ひもで袖そでを縛しばり、料理に取りかかる準備を始めている。彼女たちが料理を覚えようとしているのは、本当なのだろう。袖を縛る仕草はぎこちないものの、誰だれの手も借りずに四人ともが準備を終えた。

　それぞれ四夫人つきの侍じ女じよたちが、心配そうに厨房の出入り口に固まって中を見つめている。その不安げな様子が多少気がかりではあった。

「さあ、何を作りましょうか。四夫人」

　準備を整えた理美が問うと、四人は「えっ？」と顔を見合わせ、鳳徳とく妃ひが答える。

「何って。わたしたちは、揚あげ菓が子ししか作れないのだけど」

　料理の練習をしたからといって、いきなり様々な料理が、何品も作れるようになるわけではない。揚げ菓子は粥や湯タンに添そえて食べるので、頻ひん繁ぱんに食事に出てくるものだ。まずそれを習い覚えるのは、良い選せん択たく。しかし主食の一種なので、菜にはならない。

「揚げ菓子ができるのは、いいですね。だったら、わたしが四夫人の揚げ菓子に合うようなものを作ります。揚げ菓子を、うんと美味おいしく食べられるようなものを」

「良いことを言うではないの、雪宝林」

　宋貴き妃ひが目を輝かせ、出入り口に控ひかえる侍女たちをふり返る。

「あなたたち、揚げ菓子の材料をこちらに運びこみなさい。あとは、そうね。わたしたちの宮殿にある食材も、全すべてこちらに持っておいでなさい」

　てきぱき指示を出す宋貴妃が、頼もしかった。四夫人の中で彼女が最も、料理に興味があるのかもしれない。生き生きしている。その様子を見ると、理美もわくわくしてくる。

（何を作ろう。戦いくさを決心した陛下が、美味しく楽しく食べられるもの。揚げ菓子がより一層、美味しく食べられるもの）

　揚げ菓子は、砂糖や塩で味付けした小麦の生き地じを、油で揚げたものだ。外側がさくさくとしていて、中はふわりとしている。ほんのり甘いものと塩気があるもの、二種類ある。

（お粥とか湯タンとか、汁しる気けの多い料理が一品必要。あとは、あんを絡からめた料理も良いかも。揚げ菓子をあんに絡めて食べたら美味しいし、揚げ菓子の味わいも変化する）

　四夫人たちは運ばせた小麦の袋ふくろを覗のぞきこんで、互たがいに、ああだこうだと言い合いをしながら準備を進めている。何しろ初心者四人の集まりなのだから、手て際ぎわは良くない。料理に慣れた者であれば四人で小麦粉の袋を覗きこむ必要はないだろうが、そうやって四人で互いに確かめ合いながら作業を進めると不安が少なく、また、間ま違ちがいを防げるだろう。小麦を計ろうとして、うっかり飛び散り、白い靄もやがむわっと広がる。温賢けん妃ひが可愛かわいらしく、くしゃみをする。

「ああ、もう。何をなさっているの。余淑妃様。小麦がこぼれてしまいましたわ。その器うつわを、わたしにお貸しなさいな」

　余淑妃が首をすくめながら「はーい」と答えると、その手から宋貴妃が器を取りあげる。

「宋貴妃様。慎しん重ちように」

　鳳徳妃の緊きん張ちようした声に、宋貴妃は真しん剣けんに頷うなずく。

「ええ、わかっていますわ」

「すりきりの量ですわよ。お忘れなく」

　温賢妃も小麦の袋を支えながら、真剣に助言する。

　理美は竈に火を起こしていた。竈が熱くなり、料理人がいれば、厨房が息を吹ふき返す。温かく、幸せなものが生まれる場所になってくれる。

（堅けん魚ぎよ堅けんと海うみ布ふを使ったお粥かゆを作ろう。干し海老えびと合わせて、あっさりした味付けにすれば、塩味の揚げ菓子に良く合う。揚げ菓子のこくが、淡たん白ぱくなお粥を引き立ててくれる。もう一品は、揚げた鶏とり肉にくに甘あま酢ずあんを絡めよう。甘い揚げ菓子に合わせれば、甘あま酢ずっぱい味わいが、揚げ菓子のほの甘さをさらに引き立ててくれるはずだもの）

　竈の火を安定させて立ちあがると、温賢妃が玉子を両手に持って理美をふり返った。

「何を作るか決まりましたか？　雪宝林」

「はい。二品作ります。粥と鶏肉の甘酢です」

「甘酢、わたし大好きです！」

　余淑妃が壺つぼから砂糖を匙さじですくいあげながら、嬉しげに言う。

「あなたが、食べるわけじゃないけれどね」

　鳳徳妃の指し摘てきに、余淑妃はめげずに言い返す。

「え、だって。陛下は絶対、わたしたちにも食べろと仰おつしやるでしょう」

「呆あきれた。それを当てにしているの。ほら、さっさと計りなさいな」

　宋貴妃が、急せかす。

　材料を選んで運びながら、つい笑え顔がおになる。

（一人じゃないって、いいな）

　考えてみれば、理美は和国にいた頃ころはずっと一人で料理をしていた。美味うましの宮みやとはそういう務めだったのだから当然で、基本的に料理は一人でするものだという感覚があった。

　けれど崑国に来てから、誰かと料理をする機会に何度も恵めぐまれた。純じゆん粋すいに作ることに没ぼつ頭とうするのと同様に、こんな活気の中で料理するのは、なんとも心ここ地ち好よい。

　四し夫ふ人じんたちとする料理は、賑にぎやかで楽しい。

（四夫人たちと一いつ緒しよにいられることが、嬉うれしい）

　どんな場所でも、四夫人がこうやって一緒にいる場所だったら、楽しいことを見つけて皆みんなで笑っていられそうだった。そこが後宮でも田舎いなかのあばら屋でも、かまわないかもしれない。

（まあ、田舎のあばら屋だったら、宋貴妃様は文句を言いそうだけど）

　宋貴妃の不満顔を想像するのも、また楽しい。温賢妃は宋貴妃を宥なだめるのに四苦八苦だろうが、余淑妃は、あばら屋を珍めずらしがって喜ぶ。鳳徳妃はてきぱきと、環かん境きようを整えそうだ。

　理美は材料を洗い刻み、鍋なべで煮に立たてて、炒いためて。同時に様々な作業をこなした。

　四夫人は慎重に作業を進めた。小麦の生地を粉まみれになりながらも練りあげ、形にする。それを油で揚げるときは、四人とも死地に赴おもむくかのように必死の形相だった。「ぎゃっ」とか「わっ」とか悲鳴をあげるので、いざとなったら理美が助けに入ろうと身構えていた。

　しかし彼女たちは理美の助けもなく、自力で揚げきった。

　理美が二品の料理を作り終えるのと同時に、大量の揚げ菓子ができあがった。

　揚げ菓子は揚げすぎて、どことなく焦こげ臭くさい気もしたが、四夫人たちは大満足の表情で揚げ菓子の山を見下ろしていた。

　二品の料理と揚げ菓子の山を侍女に運ばせて広間に戻もどると、祥飛は伯礼を連れて庭院にわに出て、散策している最中だった。四夫人と理美が戻ってきたのに気がつき、こちらに近づいてくるが、歩ほ廊ろうにあがるときに軽く躓つまずいて柱に手をつく。ただ、すぐに姿勢を整えて室内へと入ってきた。

「……宴でも催もよおすつもりか」

　卓たく子しに山と積まれた揚げ菓子に、祥飛が呆れたような顔になる。

「その揚げ菓子は、わたしたちが作ったんですよ。たくさん召めし上がってください」

　元気な余淑しゆく妃ひが、祥飛の顔を覗きこむようにして嬉しげに報告した。祥飛は苦笑いし、席に着く。

「気の済むまで食べよう。しかし、余一人には多すぎる。四夫人、理美。伯礼も。席について、ともに食べよ」

「わたしは内侍です。陛下や四夫人と同じ卓子につくことは、なりません」

　伯礼が遠えん慮りよするが、祥飛はじろりと睨にらむ。

「余が許す」

「しかし四夫人のお許しが」

　固辞し続けるので、祥飛は四夫人に問う。

「伯礼が同席してもかまわぬな、四夫人」

　思わず理美は、鳳徳妃の顔を見てしまう。成せい華か城じようで伯礼から侮ぶ辱じよくされたと思っている彼女は、彼を軽けい蔑べつしきっているはずだった。伯礼も鳳徳妃の反応が最も気になるのか、さりげなく彼女のほうへ視線を流す。鳳徳とく妃ひは、ちらっと伯礼を見やった。二人の視線がぶつかる。鳳徳妃は戸と惑まどったような、ばつが悪そうな表情をしたが、真っ先に口を開いた。

「わたしは、かまいませんが。皆みな様さまは？」

（え？）

　驚おどろいて、思わず伯礼を見た。伯礼も意外そうな、不可解そうな表情をしていた。

「もちろん、かまいませんわ。非公式な場で、わたしは伯礼をお茶に招いているのですもの」

　そう言った宋貴妃に同意するように、余淑妃と温賢妃も頷く。

「では、問題ないな。座るがいい」

　祥飛の言葉に、伯礼ははにかむように、わずかな笑顔を見せた。
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（熒惑が姿を見せない）

　祥飛に与あたえた猶ゆう予よ期間は十日間。戦う準備は既すでに整っていたので、朱西は鳳家の屋や敷しきに戻り、時が過ぎるのを待つばかりだった。

　紅唐への強行な旅のあとだったので、随ずい分ぶん疲つかれていたらしい。翌日目が覚めると、日は既に高かった。朱西が目覚めたのを察した侍じ女じよが、食事は如何いかがなさいますかと訊きいてきた。食しよく欲よくがないので、粥だけを自室へ運ばせた。

　それも味気なくて、少し口をつけて止やめてしまった。

　室の窓から見える竹林を眺ながめながら、この大きな動きの最中に、熒惑が姿を見せない不自然さについて考えていた。鳳家に与くみする者であれば、今の状じよう況きようで、朱西の真意やこれからの策など、訊きに来るのが当然だろう。

　熒惑が、朱西が忙いそがしいはずだと配はい慮りよするとは思えない。必要とあらば行水の最中でも、あの白いふざけた仮面を覗かせるような図ずう々ずうしさがあるのだ。

（ということは。やはり。来ないのではなく、来られないのか）

　熒惑の正体をつきとめなくてはならないと、以前から朱西は考えていた。正体不明の何者かを自分に近づけて気にせずにいられるほど、朱西はおめでたくはない。

　祥飛に与えた十日の猶予は、熒惑の正体を絞しぼり込むためだった。彼が日ひ頃ごろ、宮城に出入りする立場の人間だろうというところまで察しがついていた。もっと具体的に、どの程度の立場にあるのかが、この十日間の猶予を設けることでわかると踏ふんだ。

　禁軍に圧力をかけられ、皇こう帝てい側はほぼ籠ろう城じようの形になっている。迂う闊かつに宮城から出られないのは、この緊きん張ちよう状態の中で、彼の不在は人目に立つということ。かなり地位の高い者。

（熒惑は宮城内にいる、皇帝の側近の誰だれか）

　文ふ机づくえに座り、冷めていく粥の表面に目を落とす。表面が乾かわいて、艶つやをなくしている。とても手をつける気になれない。

（おいしいものが食べたい）

　しかし自分が何をおいしいと感じるのか、今の朱西には思いつかなかった。何を頭に浮うかべても、食欲がわかない。

「失礼いたします、ご当主」

　太い声がして室の戸が開かれた。見ると禁軍将軍と刑けい部ぶ尚しよう書しよが揃そろって、室の外で礼をとっていた。大おお柄がらで厳いかつい禁軍将軍と、小こ柄がらで瘦やせぎすの刑部尚書が戸口の枠わくの中に並ぶと、親子のようにさえ見えた。ゆっくりと立ちあがり、二人を迎むかえた。

「お入りください。どうしましたか、急にお見えになるとは。何かありましたか」

　入ってきた二人は神しん妙みような態度だ。刑部尚書が懐ふところから、皺しわだらけの文ふみを差し出す。

「今朝、これが宮城城じよう壁へきの上から陣じんへ投げ込まれました」

　受け取って開いてみると、ひどく拙つたない───おそらく、筆ひつ跡せきを誤ご魔ま化かすためにわざと稚ち拙せつに書いた文字が並ぶ。

『皇帝は戦う意志を固めた。援えん軍ぐんを待っている。早いうちに叩たたけ　熒』

　そう書かれていた。

「これは、熒惑からの文ですね」

　朱西の言葉に、刑部尚書も頷うなずく。

「間ま違ちがいなくそうでしょう。そしてご当主の読みの通り、皇帝側は県軍を待っているようです」

　禁軍将軍が、信しん頼らいの眼まな差ざしで朱西を見る。

「皇帝側は、ご当主の思おも惑わく通りに動いています。正直、ご当主の慧けい眼がんに驚きました」

　褒ほめられたところで、さして嬉しくもなかった。朱西の計略の要かなめは、これからだ。いくら今、上手うまく事が運んだとしても、最後に目的を果たせなければ意味がない。

「十日を待たず、明日にでも宮城に攻せめ込むのはどうでしょうか」

　刑部尚書が、ずるそうな目つきで提案した。朱西は首を横に振ふる。

「十日の期限を待たずに攻こう撃げきすれば、鳳家の評価は地に落ちます。約束を守らない支配者に、庶しよ民みんは従わないでしょう。さらに県軍の兵力が温存した状態で残れば、鳳家の非道を説き、鳳家に敵対するはずです。地方から新たな支配勢力が台頭しかねません。となれば国内が分断される。あくまで我々は、龍家にとって代わることが望ましいのですから。鳳家に正義ありと、龍家に代わり帝てい位いを継つぐのは正当なのだと、言える状態でなければならないのです」

「しかし」

　用心深い、というよりは臆おく病びようなたちなのだろう。まだ不安げな刑部尚書を宥なだめるように、朱西は微笑ほほえむ。

「無論、勝機はのがしません。九日後、俺が陛下の意志を確かく認にんするために宮城へ出向きます。戦うと、その返事を聞いて帰った直後、すぐに攻撃開始できるように準備を整えておいてください。鳳家の私財で新たに集めた兵は、どの程度になりそうですか。目星はつきましたか」

　禁軍将軍を見やると、彼は自信たっぷりに頷く。

「まだ詳くわしくはわかりませんが、今朝から相当数の志願者があるようです。六千は集められるかと」

「その六千を安寧へ続く幾いくつかの街路の要所に、分散して配置してください。県軍が進軍してきたとき、すぐに気づくことができます。さらに地形さえ有利なら、わずかな兵で県軍の足止めができます。数日、いや、一日足止めできれば充じゆう分ぶん。我々の兵力で宮城を攻めれば、皇帝側は一日もちません。陽ひが落ちる頃ころには、宮城の壁かべを越こえられるでしょう」

「なるほど」

　禁軍将軍が唸うなる。勇ゆう猛もうで鳴らす将軍だったが実戦経験がないために、戦いくさの準備だけで舞まいあがりがちなのだろう。崑国はこの数十年、内乱もなければ他国との戦争もないのだから、仕方ない。

「お二方とも、お願いします」

　二人が「承知しました、ご当主」と礼をとり室から出て行くと、朱西はすぐに文机に着いて、紙を取り出し、筆に墨すみを含ふくませた。簡単な文を綴つづり、それを手にして屋敷の裏手へと向かう。馬の鼻息が聞こえる廏きゆう舎しやの中から、水みず桶おけを持った男が出てきた。朱西が雇やとっている密みつ探たんだ。彼は朱西の姿を見ると、黙だまって近寄ってきた。

「御ご用ようでしょうか」
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　祥飛は戦いを決意し、それを四し夫ふ人じんに伝えるために後宮へ向かった。

　常に護衛を務めるのは丈鉄だが、さすがに後宮には入れない。思いがけず時間がとれたので、祥飛が後宮から戻もどるまでの間に、許訓記の元へ向かった。訓記は戦となったときは、衛え士じの一部を指揮して祥飛の護衛にあたるようにと、周考仁から命じられたらしい。

　開戦したそのとき、祥飛の身を守るのが丈鉄の最大の務め。戦の勝敗よりも重要だ。

　仮に敗色濃のう厚こうになったとき、どうやって祥飛を逃にがすべきか、そこまで考こう慮りよする必要がある。

　一番頭を悩なやませたのはそこで、敗色濃厚と判断した丈鉄たちが祥飛を逃がそうとしたとき、祥飛自身が逃げることを拒きよ否ひする可能性がある。逃げるとき、臣下や四夫人たちは連れて行けない。なるべく身軽にして、祥飛一人を逃がすことが肝かん要ようなのだが、彼は臣下や四夫人を見捨てて逃げることを良しとはしないはず。

「敵が迫せまっているそのような場合、陛下を説得している時間はないと思われます。どうすれば良いのでしょうか」

　衛士の宿舎の一室。卓たく子しを挟はさんで向き合った訓記が、腕うで組ぐみして思案顔になる。育ちの良さそうな、つるつるした頰ほおの若者は、その外見に似合わず体は頑がん健けんらしく、安寧と紅唐を強行軍で往復した疲つかれはすっかり抜ぬけているようだった。

「そのときは陛下に一発食くらわせ申し上げて、ぐったりした所を担かついで走れば良いさ」

　丈鉄は卓子に足を乗せ、行ぎよう儀ぎ悪わるくふんぞり返っていたが、その体勢のままにやりとする。随ずい分ぶんふてぶてしく見えたのだろう、訓記が眉まゆをつりあげた。

「なんということを言うのですか、丈鉄さん」

「死なせるよりは、痣あざが一つ二つできるだけのほうが良くないか？」

　訓記ははっとした表情になる。丈鉄は足をおろすと、卓子に肘ひじをついて身を乗り出す。

「覚かく悟ごしておけよ、訓記。もしもの場合、周考仁だろうが四夫人だろうが、理美だろうが、見殺しにしなけりゃならない。俺たちが守らなければならないのは、陛下お一人。そのために誰が犠ぎ牲せいになっても、俺たちは見ぬふりで走るんだ」

「見殺しにできる自信が、僕にはありません。助けてしまいます、きっと」

「そう思ったから釘くぎを刺さしたんだ。おまえの務めは、なんだ？　陛下をお守りすることだ。そのためにはなんでもしろ」

「……はい」

　わずかだが、訓記の顔からは血の気が引く。

「丈鉄さんには、躊躇ためらいはないのですか。陛下以外の者を見殺しにすることに」

「気持ちがいいものじゃないが、やる。陛下をお守りすることが俺の務めだ」

　立ちあがった丈鉄に、訓記は恐おそれと感かん嘆たんが入り混じった目を向ける。

「強い忠誠心をお持ちだ」

（これは忠誠心か？）

　訓記の言葉に、丈鉄は内心首を傾かしげた。自分が祥飛を守りたいと願うのは、主あるじを敬い慕したう忠誠心からだろうか。確かに祥飛を皇帝として敬っているし、近ちか頃ごろの彼を見ていると、皇帝としてもなかなか上手くやっていきそうだとも思う。

　しかしそもそも、丈鉄には執しつ政せい者を敬う気持ちが欠けている。立派な執政者には、「頑がん張ばってくれよ」と期待もするが、だからといって這はいつくばりたいような気持ちにはならない。

　丈鉄は幼い祥飛に必要とされた。それが嬉うれしくて、そのか弱い存在を守り仕えることが自分の居場所になった。そのときから、守りたいと思ってしまっているだけなのだ。

（理美と一いつ緒しよだ、俺は。陛下が俺にとっての居場所だからだ。ってことは、俺が陛下を守りたいと思うのは、自分のためってことか）

　だからこそ祥飛のためなら、誰だれでも見殺しにできるのかもしれない。利己的だ。利己的な上にさらに利己的なのは、祥飛を守れるならば命をかけても良いと思えることだ。自分の居場所である祥飛を、祥飛の気持ちを斟しん酌しやくして死なせるよりも、生かしたい。自分にとって大切だから、本人が「死にたい」と泣きわめいても、何がなんでも守り生かしたい。

　訓記が、溜ため息いきをつく。

「まさか食しき学がく博はか士せが、このようなことをするとは、思ってもみませんでした。周宰さい相しようのご子息で、政まつりごとよりも研究のほうがお好きそうだったので。野心や政争から最も遠い人だと」

　愚ぐ痴ちめいた訓記の言葉に、丈鉄は鼻を鳴らす。

「あいつを知っていた連中は、全員そう思ってるさ」

「ただ、あの人を怖こわいと思ったことはあります」

　訓記は、遠い目をした。

「あの人は食学博士を名乗っていたが、本来、たった一人が進めている学問のために、礼部が場所を与あたえることなどあり得ないでしょう。けれど気がついたら、いつの間にか礼部の書庫を食しき学がく堂どうと名を改めさせ、そこを研究の場としていた。陛下の威い光こうをかさにきて、ごり押しをしたわけでもなく、いつのまにか、自然にそうなっていたのです。よくよく、そういった策略が上手いのだろうと思いました。それが食学という、無害なものに向いている間は良いのでしょうが。彼がその能力を、邪じや悪あくな方向に使ってしまったら怖いと」

（確かにな）

　あまりにも優やさしげだったから、丈鉄もついつい忘れがちだった。朱西がその気になれば、何ができるのかということを。

（俺も陛下も、甘かったんだろうか。朱西の優しさや人間性を、信しん頼らいしすぎたのか）

　溜息をついて、立ちあがった。

「あいつを敵に回すんだから、油断大敵ってことだ。頼たのんだぜ、訓記」

　訓記は神しん妙みように頷うなずいた。

　丈鉄は衛士の宿舎から出ると、昇しよう龍りゆう殿でんへと戻るため、城じよう壁へき際ぎわの通路へ向かった。そこを通るのが一番の近道なのだが、宮城の中でも裏道にあたるので、ひと気はない。

　聳そびえ立つ城壁は、石を隙すきなくきっちりと積み上げ泥どろで補強が施ほどこしてあるが、泥の補強は所々ひびが入っている。小さなひび割れが繫つながって剝はがれ落ちた箇か所しよに、葉を一枚だけ付けた小枝が突つき刺してあった。誰かが悪戯いたずらしたようなそれを目にし、丈鉄は眉をひそめ立ち止まった。

「これは……」

　近づいて、小枝の先が指し示す方向へ視線を向ける。そちらは吏部が使用する倉庫らしい建物の背面。細い梅の木がひょろりと一本だけ立っていた。近づいてみると、視線の少し上あたりに小さな洞うろがある。そこに指を突っこむと紙の感かん触しよくがある。引っ張り出してみると、文字が書かれた文ふみだ。

（誰だ、こんな真ま似ねするのは）

　密探を生業なりわいにする者たちは、雇われ先によって時には敵になり、時には味方になる。面識のない者同士が手を組むこともあり、そのため彼らの世界では、彼らにしかわからない共通の符ふ牒ちようがある。自分の活動範はん囲いで未知の者からの符牒を発見すれば、それは同業者の誰かが自分と連れん絡らくを取りたがっているということ。

　衛士の宿舎に出向くときにはまだ、この符牒はなかった。何者かが、丈鉄は帰り道もここを通るだろうと予測して、連絡を取ろうとしたのだ。

　文を広げて読む。そこに書かれている文字を目で追うにつれ、丈鉄の表情が曇くもる。
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　県軍と西沙国の援えん軍ぐんを待つだけが勝機とは言え、考仁たちは戦いくさの準備に追われていた。

　宮城に陣じんを構えて防ぼう御ぎよするのだから、ある程度の食料の備び蓄ちく確かく認にんは必ひつ須すだ。

　ただし考仁は、長期の籠ろう城じようは考えていない。籠城策は、強大な援軍が来ることを前提にしなければ自じ滅めつするだけの策。もし県軍が来たとしても、一気に三万の禁軍を叩たたきつぶすほどの兵力が集結できはしない。

（県軍が来たら、宮城を捨てなければならないだろう。陛下をお守りしながら、陛下への信頼が厚い安県へ逃にげ込めれば上々。そこで態勢を立て直し、兵をつのり、鳳家への反はん撃げきを試みる）

　県軍が来るまで、宮城は死守する必要がある。弱点になりそうな箇所を急ぎ調べ上げて対策を立てなければならない。さらに兵の配置を決め、もしもの場合の退路まで計算をする。それらは、極力目立たないように行われていた。

　皇こう帝ていが戦を決意したと知られるのは、まだ早い。

　宮城前に千の兵士が陣を構えているとはいえ、静かなものだ。

　宮城正面の大門の上から、周考仁は宮城の四方に目を向けていた。傍かたわらには景有がいる。

「あと、八日か」

　考仁は呟つぶやく。

　宮城の南には陣が張られているが、東西は空いている。東西には二つずつ通用門があり、小さい上に鉄の扉とびらがつけられている。大軍が押し入れるような大きさの門がない。

　北側は後宮と接している。後宮の北側が宮城の最さい北ほく端たんだ。

　北側には、天てん神じんを祀まつる眉び山ざんがそびえていた。眉山を回り込めば岩の多い荒あれ地が続き、赤せき河がのほとりへ出られる。

「攻せめてくるなら、正面でしょうかね」

　埃ほこりっぽい風を正面から受け、目を細めた景有が口にすると、背後から呂蓮佳の声がした。

「軍を二手にわけるならば、南北同時の攻こう撃げきも考えられるけれど？」

　ふり返ると、紙に包んだ揚あげ菓が子しを両手に一本ずつ持った蓮佳が、行ぎよう儀ぎ悪わるくその一本を齧かじりながら石の階段を上ってきた。行儀の悪さに考仁は眉まゆをひそめたが、彼女は気にした様子もなく、景有に、口を付けていない揚げ菓子を差し出す。

「昨日作りすぎたからと、内ない侍じ監かんからお裾すそ分わけをもらった。ほら、食べないか？　四し夫ふ人じんがお作りになったらしいよ」

「これはこれは、吏り部ぶ尚しよう書しよ」

　芝しば居いがかった仕草で腰こしを折り挨あい拶さつした景有は、差し出された揚げ菓子に手を伸のばす。

「四夫人が揚げ菓子を作った？　珍めずらしいねぇ。もらおう」

　にこやかに揚げ菓子を受け取った景有とは違ちがい、「ほれ、おまえも」と蓮佳から、食べかけの揚げ菓子を突き出された考仁は顔を背そむけた。

「おまえの食いさしなど、いらん。しかもこのような場所で、行儀悪く食べられるものか」

「焦こげ臭くさくて、粉っぽいところは残っているが、そこそこ美味うまいのに。それよりも、南北から挟きよう撃げきされた場合どうする？　考仁」

「挟撃は可能性としては低いと見る。北側に兵を置くのは危険だと、朱西ならば考えるはずだ」

「ふぅん。それは、なぜ？」

「我々が戦を決断したと知った時点で、我々とて勝算なく戦わないだろうと朱西も考える」

　そこで、考仁はふと言葉を切る。蓮佳が訝いぶかしげな顔をする。

「どうした」

「朱西のことだ。既すでに、我らが戦うことを決したと、知っている可能性もある。いや……もしかすると。この十日の期限こそ、陛下に戦を決断させるための猶ゆう予よかもしれない」

　揚げ菓子を齧りながら、景有は首を傾かしげる。

「どういう意味ですか」

「十日もあれば我らとて援軍を準備できる。だから戦えると決断させたかったとしたら、どうか？　朱西は陛下に戦をさせたがっているとしたら」

　それを聞いた蓮佳と景有が、ぎょっとした表情になる。察しの良い彼らは、その意味するところを悟さとったらしい。蓮佳が、揚げ菓子を見つめて呟く。

「鳳家当主は、陛下を含ふくめた周囲の者を、この機に一いつ掃そうしようって腹か？　多少の争いになり、自じ陣じん営えいに犠ぎ牲せいが出たとしても、陛下やおまえを葬ほうむり去りたいと？」

　ははっと景有は笑うと、天を仰あおぐ。

「まさか。朱西がそこまで残ざん酷こくでしょうか？」

　考仁は、沈ちん黙もくするしかできなかった。

（朱西がそこまで、残酷なことを考えるだろうか）

　考仁が幼い頃から知っている朱西は、そんなことを考えられる人間ではなかったはず。ただ考仁自身が彼を歪ゆがめてしまった可能性は否定できない。朱西が、考仁に対してのわだかまりがなくなったとしても、歪んでしまった思考は、容易に戻もどらないかもしれない。

　朱西の中で、今最も価値があるものがなんなのか、わからない。おそらく彼はその価値観に基もとづいて、徹てつ底てい的に、こちらを叩きつぶそうとしている。そのことについて、朱西を憎にくいとも思えないし、腹も立たない。

　ただ可か哀わい相そうだと思う。

　そして可哀相ではあるが、負けてもやれない。

（国の安定を脅おびやかす者に、負けてやることはできない）

　命のやりとりになるのだろう。考仁が負ければ、朱西は淡たん々たんとその屍しかばねを踏ふみにじり、玉座に就つく。朱西が負ければ、考仁はその首を刎はね、涙なみだを流しながら首を抱だいてやることしかできないのだろう。

（青せい修しゆう。すまない。わたしの罪なのだ、きっと）

　どちらにしても、青修が哀かなしむ結末しかない。

　考仁は息をつき、口を開く。

「最悪の前提で、備えておくべきだ。朱西が、我らが援軍を待っているのを承知していると仮定して話す。我らに援軍が来たとしても、その援軍が安寧の都に接する南側から、大軍で突とつ入にゆうしてくることは困難だ。都の街並みが障しよう壁へきになるからだ。しかし荒れ地である北側なら、一気に押し寄せられる。鳳家側としては、宮城北側から攻撃している最中に、背後から我らの援軍が来る危険がある。それを回かい避ひするため朱西は、南に戦力を集中し、突とつ破ぱし、攻め込むことを考えるはずだ。もし援軍が来たとしても、都の中に大軍が入れないために背後の備えもできる」

「援軍ねぇ」

　景有は再び揚げ菓子を齧り、口にする。

「利範は、どうしているやらな」

「相棒がいなくて寂さびしいか」

　蓮佳の軽口に、景有は笑う。

「そうだね。いつも傍そばにあるものがなくなると、そわそわして落ち着かなくなるのに似てるな」

（利範も工部尚書も、間に合ってくれれば良いが）

　砂混じりの乾かわいた風が、考仁の耳元を吹ふき過ぎる。

（朱西。おまえの中で、今、最も価値があるものはなんなのだ）

　考仁には理解できなかった。ずっと見守り育ててきた朱西に、野心が育つ理由を未いまだに見つけられない。理解できない自分が、歯がゆい。

「さて、わたしは戸部侍じ郎ろうの所へ行って、八日後の打ち合わせをしましょう。利範に頼たのまれた手前、やらなくてはね」

　揚げ菓子を食べ終えた景有は、考仁に軽く礼をとって石段のほうへ向かう。その石段から、雪理美がひょこりと顔をのぞかせた。

「おや、理美。どうしたの」

　景有が愛あい想そ良い笑え顔がおで声をかけると、彼女は抱かかえていた小さな籠かごを突つき出しながら、上へのぼってきた。

「後宮からのお裾分けを配って歩いています。四夫人がお作りになった揚げ菓子を」

「随ずい分ぶん作ったんだねぇ、それ。わたしは今、蓮佳からもらって食べたよ。でも、周宰さい相しようは食べていないから、差しあげたら？」

　じゃあねと、軽く手を振ふりながら石段を下りていった景有に会え釈しやくして、理美はこちらに顔を向けた。すこし緊きん張ちようした様子ながらも、躊ちゆう躇ちよなく近づいてきて、考仁に向かって籠を差し出す。

「周宰相は召めし上がっていないんですね。お一つ、どうぞ」

「おまえは、いつもどんな場所でも料理人の真ま似ね事ごとをやっているのだな」

　呆あきれた考仁に、理美はなぜ呆れられているのかわからないような、不思議そうな顔をする。

「はい。料理人なので」

（皇后候補の自覚が、やはりない。相変わらず惚とぼけている）

　この惚けた娘むすめが、朱西にとって最も価値のある存在だと、考仁は思っていた。刺し客かくに襲おそわれて行ゆく方え知れずになった理美の身を案じ、考仁が求めた天神の誓せい約やくに迷わず筆を走らせたあのときの朱西は、確かに彼女を何よりも大切にしていたと思う。それは彼女も同様だったはず。

　二人は、恋こいしあっていた。

（今の朱西の中で、理美の価値はどうなっているのだろうか）

　恋はどんな形に変質したのか。それを思い理美を見つめていると、彼女は少し不安そうに首を傾げた。

「あの……揚げ菓子は」

「おまえが怖こわい顔をするから、理美が困っているじゃないか。ほら食え。食いさしじゃないぞ」

　籠の中から揚げ菓子をつまみ上げると、蓮佳はそれを考仁の鼻先に突きつけた。邪じや魔まくさかったので、考仁は仕方なく手に取った。理美は、嬉うれしそうな顔をする。それを見て思わずだった。

「朱西にとっておまえは今、どんな価値があるのだろうか」

　つい口にしたが、朱西の名を聞いた瞬しゆん間かん、理美の表情が明らかに強こわ張ばったのに、はっとする。蓮佳が、人でなしめと責めるように、横目で睨にらむ。

「今の鳳家当主にとっては、わたしはなんの価値もないと思います」

　小さな声だったが、理美は律りち儀ぎに返事をした。

「おまえにとっては？　まだ朱西に思いが残っているとしたら」

　もし、仮に。理美と朱西がまだひそかに恋しあっていたとしたら、土ど壇たん場ばで理美が祥飛を裏切る可能性もなくはない。惚けた娘にそんな器用なことができるとは思えなかったが、ただ確かく認にんはしておきたかった。

「考仁、それを訊きいてどうなるものでもないだろう。馬ば鹿かな心配だ」

　蓮佳が鋭するどく責めるが、理美は大だい丈じよう夫ぶというように首を横に振る。

「ありがとうございます、蓮佳様。でも、周宰相は国を守り支える方ですから。気になさるのは当然だと思うので」

　理美は考仁の目を真っ直すぐ見た。

「お優やさしかった食しき学がく博はか士せの朱西様を、わたしは……好きでした。でもわたしが好きだった朱西様は、死んでしまいました。鳳家当主に殺されてしまいました。わたしがお目にかかりたい朱西様は、どこにもいらっしゃいません。わたしは、そう思います。でも……、周宰相はどうなんでしょうか」

　ふと理美は、心配そうな顔をする。

「どう、とは？」

「朱西様を、愛していらっしゃるのに」

　一いつ瞬しゆん、答えに詰つまった。その反応を見た蓮佳が、ははっと笑う。

「あれが可愛かわいらしいと思えるのか？　考仁。青修とそっくりの顔をしているが、可愛げは半分もない。あれを我が子として、可愛いと？　鳳家当主が？」

　嘲ちよう笑しようの言葉にも、考仁は動どう揺ようすることなく己おのれの理性と心に訊いてみた。確かに未だ考仁は、朱西をどこか可愛いと思っている。理美のように、かつての朱西とまったく別人で、過去の朱西を殺して今の朱西が存在しているように思えない。

　それはなぜだろうか。

　しばらく考えて、すぐに答えが出る。

「あれの考えが読めない。だからこそ不可解で、不可解だからこそ、わたしが可愛いと思っていた朱西は消えたと思えない。あれの考えが明確にわかり、かつてのあれと別だと確証が持てないからだ」

「行動を見れば明確だ。かつてのお優しい食学博士とは、別物だ」

「その行動の理由がわからない」

「親ばかだね。最後の最後の一瞬まで、細い可能性の糸が切れるまで、子どもを愛する気持ちを捨てないんだからな」

　呆れたように言うと、蓮佳は理美の肩かたを抱いた。

「親ばかにつきあう必要はないよ、理美。その揚あげ菓が子し、向こうにいる許訓記にも持って行ってやろう」

　歩くように促うながされ、肩を抱かれながら歩み出した理美は、考仁に何か問いたげな目をしていた。ただ彼女自身、何を訊きたいのかわかっていなくて、戸と惑まどっている。そんな感じがした。

　歩み去る理美と蓮佳の後ろ姿から目を離はなし、考仁は城じよう壁へきの外で待機する鳳家の兵たちへ視線を向ける。

（朱西。国を安定させたいと言いながら、謀む反ほんを起こす。その、おまえの考えがどこから来るのか、わからない。わからないのは、ただわたしの目が親心で曇くもっているからなのだろうか。蓮佳が言うように）

　考仁自身には、わからなかった。
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　蓮佳とともに歩み出した理美は、背後をちらりと見て、考仁の横顔に胸が痛む。

（かつての朱西様がどこかにいるのだと、周宰相は信じたがっている。お父様だから）

　ぽつりと、蓮佳が呟つぶやく。

「考仁の思いは深いな。簡単には消えないか」
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　祥飛が戦いくさを決意したと知った日の翌日から、四し夫ふ人じんは北ほく嶺れい宮きゆうで圖ず書しよに埋うもれ、寝ねる間も惜おしんで文ぶん献けんを調べてくれていた。理美は日に何度も後宮に向かい、四夫人を労ねぎらい菓子を饗きようしたりする。今のところ、さしたる発見はない。

　そんな状じよう況きようが三日も続いていた。

　秋は急速に深まっているらしく、夕暮れ時の空気はひんやりしている。庭院にわの紅葉もみじが微かすかに色を変えている。

「いっそ、珠ちゃんが喋しやべってくれたら良いのになぁ」

　皇こう帝ていの居室の長なが椅い子すに座り、理美は膝ひざの上の珠ちゃんを撫なでていた。祥飛は、考仁たちと会議をするために執しつ務む室に行っている。

（成せい華か城じようのときみたいに、文字で意志を伝えるとかしてくれたらなぁ）

　そう思っていると、珠ちゃんがキュッ？　と鳴いて、青いまん丸な目で見上げてくる。「なぁに」と訊かれたようだった。

「珠ちゃん、おしゃべりしてみない？　成華城のときみたいに、文字で教えてくれても良いし」

　キュウ、と。珠ちゃんは困ったような声で鳴く。

　その様子を見て、珠ちゃんが文字を使ったり、言葉を伝えたりすることは、とんでもなく大変なのではないかと思えた。珠ちゃんとて、理美たちを困らせたいわけではないだろうから、おそらく、珠ちゃん自身もままならないことが多いのだ。成華城は神気の満ちる場所だった。ああいう場所でもない限り、迂う闊かつなことはできないのかもしれない。

『決した』という声も、珠ちゃん自身がその意味を理解しきれていないとしたら、やはり人が察するしかない。

「冴さえない顔をして、お疲つかれか？　理美。毎夜、陛下のお相手は大変だものなぁ」

　あきらかに理美をからかっている面おも白しろそうな表情で、丈鉄が室に入ってきた。

「妙みような言い方は止やめてください、丈鉄様」

　水すい祇し宮きゆうに帰れない理美は宮城に留とどまっているのだが、祥飛が求めるので、夜はずっと彼の寝しん台だいで眠ねむっている。とはいえ初日と同様、何が起こるわけでもない。ただひたすら、すこやかに眠っているだけなのだ。

　にやにやしながら、丈鉄は窓辺の定位置に行き窓まど枠わくに腰こしかけると、行ぎよう儀ぎ悪わるく片かた膝ひざを立てる。

「俺からしたら、信じられない奇き跡せきだぜ。何も起こらないってのがな」

「陛下は、はしたない真ま似ねはしないと仰おつしやいます」

「俺は駄だ目めだな。根っから、はしたない」

　胸を張るので、少し呆あきれる。

「威い張ばるところでしょうか？」

　しばらくすると居室に祥飛が戻もどってきた。居室に入ってくると、真っ直ぐ理美が座る長椅子にやってきて隣となりに腰を下ろした。大きく息を吐つきながら、背もたれにもたれて仰あおのき、天てん井じようを見つめる。

「お疲れですか？　お茶でも淹いれましょうか」

　問うと、祥飛は視線を理美に向ける。そして膝の上に丸まる珠ちゃんの背を、軽く撫でる。指先の動きが、少しぎこちない。

「疲れているわけではないが、体が怠だるい」

「冷えてきましたからね。火ひ鉢ばちを用意させましょうか」

　気をきかせた丈鉄が立ちあがり、すぐさま白磁の大きな火鉢を抱かかえて戻ってきた。何処どこかで燠おき火びをもらってきたらしく、長椅子の近くに置いた火鉢の中には赤い小さな火種が見える。

　丈鉄が火をかき起こす間に、理美は窓や出入り口の戸を閉めた。暫しばらくすると、室内はゆっくりと暖まってくる。そのおかげか、祥飛の表情も柔やわらかくなっていく。

　丈鉄は考えごとをするように、火鉢の傍かたわらに跪ひざまずいたまま身動きしなかった。

「どうした」

　その様子に不ふ審しんを覚えたらしく祥飛が声をかけると、丈鉄ははっと顔をあげる。

「いえね、ちょっと。思い出して」

「何を思い出した」

「ご覧にいれますよ。待っていてください」

　丈鉄は室を出て行った。程ほどなく帰ってきた彼の手には、片手で持てる取っ手のついた小さな土ど鍋なべと木べら、平たい皿があった。小さな土鍋は煎いり鍋だ。豆や胡ご麻まや松の実など、食材を煎るときに使う。煎り鍋の中には、透とう明めいな液体が三分の一ほど入っている。

　丈鉄は煎り鍋を火鉢にかける。しばらくすると、透明な液体の表面にぷくぷくと泡あわが立ちはじめたので、木べらでゆっくり搔かき回す。甘い香かおりが立ちのぼる。液体はとろみを増し、ほんのりと黄こ金がねに色づく。

　珠ちゃんが甘い香りに惹ひきつけられたように立ちあがり、理美の膝を下りて長椅子の手すりに移動し、そこから煎り鍋を覗のぞき込む。

「飴あめですね」

　理美の声は弾はずんだ。祥飛が呟く。

「昔、食べた。朱西がよく作った」

　朱西の名に、理美はびくりとして祥飛を見やる。彼はさしたる感かん慨がいもなさそうに、丈鉄の手元を見つめている。

「哥飴グウエイーですよ。覚えておいでですか？　お疲れだったとき、陛下はよくこれを食べたがっていたでしょう。ちょっと思い出したんで、作ってみようかと。もっと濃こい色がつけば、木の実を交ぜこんで皿に移して、冷ましてできあがりです。材料の配合も饗きよう応おう長がやってくれましたし、やり方もしっかり確かく認にんしてきましたよ」

　丈鉄は懐ふところから麻あさ袋ぶくろを取り出し、祥飛の掌てのひらにぽんと渡わたす。そこには木の実を煎って砕くだいたものが入っていた。祥飛は袋を手に長椅子から立ちあがり、丈鉄の隣に膝をつく。

「それを貸せ。余がやる」

「陛下がですか？」

「うまくやれる気がする。四夫人も料理を習い覚えているのだ。余も、やってみたい」

　丈鉄から木べらを受け取ると、祥飛は鍋なべ底ぞこから手早く混ぜる。鍋の中身は見る間に粘ねばりが増し、茶の色が濃くなる。祥飛は、木の実を鍋の中に入れた。さらにざっくり混ぜ合わせると、鍋を火鉢から離す。すると丈鉄がすかさず皿を差し出したので、その上へ鍋の中身を流し込む。

　香こうばしい木の実の香りと甘い香りが入り混じる。とろりとした飴が皿に落ちて、くたりと平たく広がっていく。一定の厚さに広がると、飴は冷えて固まった。

　理美も立ちあがり、卓たく子しに置かれた皿を覗き込む。

　黄金とも茶ともつかない輝かがやきの飴には、白や赤、茶や黒と、様々な木の実の色が散る。

「きれい。美味おいしそう」

　思わず漏もれた声に、祥飛は満足そうにふり返った。

「食べてみるか？」

「はい」と頷うなずくと、丈鉄が匙さじを取りだして祥飛に渡す。祥飛は匙で飴をすくおうとして、困こん惑わくした顔になる。飴は固まっていて、匙ではすくえないのだ。

「すくえぬ。なぜだ。失敗か」

　理美は皿に手を伸のばし、哥飴に触ふれてみた。ぽろりと皿から外れた。大きな飴の円えん盤ばんだ。琥こ珀はく色いろの光を通す、きれいなでき映ばえだった。

「これは砕いて、適当な大きさにして食べるもののような気がしますけど。丈鉄様は、饗応長に材料を配合してもらったんですよね。そして教えてもらった通りにやったとしたら、これで成功ではないですか？　大成功の美味しそうな飴に見えますけど」

　なぜ祥飛がこれを匙ですくおうとしたのか、かえって疑問だった。丈鉄もなぜか、匙を用意していた。祥飛と丈鉄が顔を見合わせた。

「ああ、なるほどな。朱西が陛下に食わせていたものが、失敗作だったってことか。あいつが作った哥飴は、これよりも色が濃くて、固まってなかった。匙に巻きつけるようにして食ってたからな。えらく固めの水みず飴あめのような感じだった」

　丈鉄が苦笑いした。朱西が作ったという飴の状態を聞いて、理美は答えた。

「きっと材料の配合が、どこかおかしかったんですね。固まりづらかったんだと思います。だからある程度の硬かたさにするために火にかけすぎて、色が濃くなったのではないですか？」

「なるほど、あちらが失敗か」

　祥飛は眉まゆをひそめる。

　哥飴を皿の上で適当な大きさに砕くと、祥飛と丈鉄に一欠片かけら手渡す。珠ちゃんも、いそいそと卓子に登ってきたので、大きな欠片を渡してあげた。珠ちゃんは喜んで齧かじりつく。

　理美も一かけ口に入れた。哥飴は、木の実の風味が際きわ立だち、甘すぎず食べやすい。

　祥飛は哥飴を口中で転がしていたが、すぐに嚙かみ砕いて微び妙みような表情になる。

「うまいことは、うまいが。もっと柔らかくて、香ばしいほうが良い」

「それじゃあ、朱西の作った失敗作になっちまいますよ」

　丈鉄が突つっこむ。

　朱西が作っていた失敗作らしい飴のほうが、祥飛の口には合うようだ。ただ理美はそのことが少し心配になって、遠えん慮りよがちに祥飛を見やる。

「陛下。あの……不ふ愉ゆ快かいではないのですか」

「何がだ」

「この飴です。これは鳳家当主が、昔作られたって。そのことを思い出すのが。もし不快な思いをされているのでしたら、この飴は」

　飴に罪はないが、祥飛が不快な思いをするようならば、彼の目の届かない所で誰だれかに食べてもらうのが良いかもしれない。

　祥飛は純白の皿の上で砕かれた、琥こ珀はくのような哥飴に目を落とす。

「今の朱西は、余が知っている朱西とは違ちがう。何かが変わってしまっている。朱西が余を憎にくんでいるわけではないことは、なんとなくわかる。奴やつは、自分の信念を貫つらぬき通すのに、余を邪じや魔まだと思っているだけだ。だから排はい除じよしたがっている。ただ、愚おろかしい信念に取り憑つかれている者に、帝てい位いは渡せない。だから戦う。朱西のことを思うのは、不愉快ではない。戦うべきだと思うのみだ」

　淡たん々たんとした言葉には、強がりが含ふくまれている気がした。

　幼い頃ころから信しん頼らいし傍そばに居た朱西と「戦うべきだ」と決断することは、どれほど痛みを伴ともなうだろうか。それを思うと哀かなしくなる。

「わたしは……鳳家当主に腹が立ちます。陛下にこんな思いをさせている、鳳家当主が」

　ふと祥飛は、意外そうな顔をした。

「朱西と、呼ばぬのだな。おまえはいつでも、朱西様と」

「陛下にこんな思いをさせているあの人は、わたしの知っている朱西様ではありません」

　ふいに視界が滲にじむ。

　祥飛はきっと、泣きたいほど哀しいはずだ。理美よりももっと長い時間を共に過ごし、信頼してきた朱西に裏切られた衝しよう撃げきは、計り知れない。それを見せられない、見せようとしない彼の心を思うと、切なくてたまらない。

　祥飛は、自分の胸の内を探さぐるような表情で沈ちん黙もくしたが、しばらくして口を開く。

「そうだな。初秋の庭では、斬きり捨ててやりたかった。今も、できるならば目の前に引きずり出して、余に謝罪をさせたい。だが哥飴を作っていたときの朱西を思い出すのは、腹が立たない。虚むなしくなるだけだ。理美の言うように、今の朱西は朱西ではない。余の知っている朱西は死んだのかもしれぬ。今の朱西は、あれの抜ぬけ殻がらに宿った、別の人間かもしれない。そう思えれば、楽だな」

　祥飛は苦笑し、理美の頰ほおに手を添そえる。

「おまえも、随ずい分ぶん辛つらいのだな。そうやって過去の朱西と今の朱西を、別人のように感じているのか。混乱しているようだな」

　そう言われた途と端たん、堪こらえきれなくなった涙なみだが溢あふれた。

（馬ば鹿かだ、わたしは。陛下もお辛いのに、かえって陛下に慰なぐさめてもらうことに）

「泣くな。余も泣きたいのに、おまえが泣くから泣きそびれるではないか」

「つい、すみません」

「余の代わりに、泣いてくれたのだな」

　優やさしい声に、理美は跪ひざまずきたいような気持ちに囚とらわれ、両掌で、頰に触れる祥飛の手に触れた。

（陛下はお優しい。このお方を、守りたい）

　信頼と感謝で、胸がいっぱいになる。この人の臣下として役に立てれば、これ以上の喜びはないだろうと思えた。

「それはそうと、余は哥飴を作ったのだぞ。褒ほめぬのか？」

　称しよう賛さんを要求する茶ちや目めっ気に、理美は噴ふき出す。

（こんなときに、笑えてる）

　宮城の周囲を敵兵に囲まれ、戦いくさが目前と思えるこの場所で笑えているのは、祥飛がここにいるからだろう。彼と一いつ緒しよにいられるからこそ、理美はこんな状じよう況きようでも笑えている。笑い合える誰かと一緒にいられるのは、とても大切なことなのだ。幸福なことなのだろう。

「そうですね。成功したんですから、お料理の腕うで前まえは、朱西様より陛下のほうが上のようです」

「そうであろう」

　満足そうに頷く。丈鉄が、哥飴を口に放ほうりこみ嚙み砕きながら、頷く。

「確かに。俺は出で来き損そこないよりも、こっちのほうが断然美味うまいと思いますね」

　珠ちゃんは、かりかり、かりかり、飴を齧っている。珠ちゃんが気に入ってくれたようなので、飴は適当な大きさに砕くだき、一つずつ小さな紙に包む。それを鉢はちに入れて、卓子の上に置いた。気が向いたときに、誰でも気軽に手を出せるようにしたのだ。

「失礼いたします、陛下。四し夫ふ人じんからの文ふみをお持ちしました」
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　戸の外から柔やわらかな声がした。「入れ」と祥飛が許すと、戸が開く。

「おや？　甘い香かおりがしますね」

　いつもの魅み惑わく的な微び笑しようで現れたのは、伯礼だった。

「哥飴グウエイーを作ったのだ。食べるか？」

　ゆらゆらと揺ゆれるような優ゆう雅がな足取りで、卓子の傍かたわらに立つ祥飛の所へ近づくと、伯礼は文を差し出して恭うやうやしく礼をした。それから紙に包まれた哥飴を、一つつまむ。

「懐なつかしいですね」

「伯礼様にも思い出があるんですか？」

　理美の問いに、伯礼は微笑する。

「多くの者に、あるだろうね。哥飴は火ひ鉢ばちで、子どもでも作れるから。だから哥飴というのだよ」

「ああ、哥の文字は兄を表すから」

「そう。兄が作ってやる飴というのが、語源だよ。わたしの乳う母ばも、時に作ってくれていた。子どもの頃の思い出だね。お茶でも淹いれましょうか、陛下」

「そうだな、頼たのむ」

　軽く礼をとった伯礼が衝つい立たての陰かげへ向かおうときびすを返したとき、祥飛も長なが椅い子すへ戻もどろうとしたのか体の向きを変え、一歩踏ふみ出す。するとふいに、つんのめった。

「陛下!?」

　すんでの所で理美が支えると、彼はすぐに姿勢を立て直す。

「すまぬ。躓つまずいた」

（こんな何もないところで？）

　違い和わ感かんを覚えた。祥飛が長椅子に戻ると、丈鉄が何気ない素そ振ぶりで理美に近寄ってきた。そして理美にだけ聞こえるように、耳元で囁ささやく。

「あんた、伯礼のことで何か気づいたことはないか？　理美」

「え？　さあ、特には」

　丈鉄は、伯礼がお茶を準備している衝立のほうを睨にらんでいる。

　哥飴を両手に持ち、卓たく子しの上でご機き嫌げんだった珠ちゃんが、ふいにぽとりと飴を落とす。そしてぶるぶるっと身み震ぶるいすると、聞きたくない音でも聞いたかのように、急いで卓子を下りて理美の裳もの中へ逃にげ込んだ。

　長椅子に戻った祥飛が、片方の掌てのひらを目に当てる。

「理美、丈鉄」

　沈しずんだ声で呼ばれ、二人は同時に長椅子のほうへふり返った。祥飛は目を押さえたまま、静かに言った。

「目が、おかしい。霞かすんで、よく見えぬ」

（え？）

　咄とつ嗟さに、祥飛が何を訴うつたえているのかのみ込み損ねた。丈鉄は長椅子の前に跪くと、祥飛の膝ひざを摑つかむ。

「どういうことですか陛下」

「言った通り、……目がよく見えぬ」

　丈鉄がきっと理美をふり返る。

「侍じ医いを呼べ、早く！」

　突つき飛ばされたように、理美は駆かけ出した。




　　　二




　皇こう帝ていの居室に侍医が呼ばれた。さらに知らせを聞いた考仁と蓮佳、景有も姿を見せた。祥飛が長椅子に腰こしかけ、侍医の診しん察さつを受けている間、丈鉄と理美は壁かべ際ぎわに控ひかえていた。伯礼もそのまま居室に留とどまり、衝立の近くに控えて事の成り行きを見守っていた。

　皆みなが心配げに見守る中で、侍医は脈を取り、目を覗のぞき込み、首に指を当てて触さわる。

「目が霞むと仰おつしやいますが、どの程度霞みますか？　わたしの顔はわかりますか？」

「おまえの顔はわかるが、輪りん郭かくが滲む。おまえよりも後ろにいる者たちは、ぼんやりと人だとわかる程度だ。手の届く範はん囲いは、滲んでいても見える。それ以上になると、霞かすみがひどくて視界が利きかない」

「その他ほかに症しよう状じようは」

「少し指先が痺しびれる」

「いつからですか」

「痺れは、三、四日前からあった。目は、突とつ然ぜんだ」

　侍医はうむと頷うなずくと立ちあがり、考仁と尚しよう書しよ二人に近づいていく。

「原因はなんだ」

　険しい表情で問う考仁に、侍医は首を横に振ふる。

「わかりません」

「はぁ？　わからない？　藪やぶかい、あんた」

　蓮佳が容よう赦しやなく失礼なことを言うので、侍医はむっとした顔になる。

「脈も正常、瞳ひとみに濁にごりもなく、大切な筋が腫はれてもいません。お体に病の兆候は見られない」

「じゃあ、何が原因だ。実際に陛下は、目が見えない、手が痺れると訴うつたえているけれど？」

　呆あきれたように景有は言うが、侍医は眉まゆ根ねを寄せるばかり。

「わかりません。本当にわからないのです」

「毒の可能性は？」

　淡たん々たんとした考仁の問いに、理美はぎょっとした。

（毒？　そんなことが）

　その瞬しゆん間かん、二度ほど目にした黒い小こ瓶びんが脳のう裏りに浮うかぶ。確か、二度とも伯礼の手元で見た。

（まさか。ありえない）

　すぐにその考えを自分の中で否定した。理美が崑国に来た頃ころこそ、伯礼は鬱うつ屈くつした思いを抱かかえていた。しかしここ最近は祥飛を皇帝として認める言動が多い。弟皇帝への労いたわりさえ感じる。彼が祥飛に毒を盛ることは考えられない。

「毒だとすれば一いつ般ぱんに知られていない、未知の毒でしょうが。確かなことは何も言えません。わたしも調べてみます」

　医師が退室すると、祥飛は怠だるそうに長椅子の肘ひじ掛かけによりかかった。

「考仁も、蓮佳も景有も、そう心配するな。目がかすむ以外は、さして問題はない。疲つかれているのかもしれぬ。一夜眠ねむれば、明日の朝には回復している可能性もあるだろう。すぐ休むことにする。それと」

　鋭するどい視線を全員へ向ける。

「余の体調が優すぐれぬこと、他言無用だ。城内を動どう揺ようさせたくない」

　釘くぎを刺さし、全員を退出させた。簡単な夕ゆう餉げをとって、祥飛は宣言通りすぐに寝しん室しつへ入った。

　夕餉は理美が自ら申し出て作り、饗きようした。祥飛自身はさして気にしていないようだが、考仁が毒の可能性を指し摘てきしたことで、理美のほうが神経質になっていた。理美自身が調理をすれば、その点心配がない。もし祥飛の身に起きている異変が毒だった場合、せっせと料理を作る理美も、怪あやしいと疑われるだろうが、自分の身の潔白は自分が知っている。疑われたとしても、確実に祥飛が口にするものに毒が入っていないと確信が持てるほうが、大切だった。

　祥飛に遅おくれて寝室に入り、寝しん台だいに上がると、祥飛が当然のように抱だきついてくる。ここ四日で多少慣れてはいたが、恥はずかしいのには変わりなく、眠ねむ気けが襲おそってくるまでの間は緊きん張ちようする。

「陛下。目は大だい丈じよう夫ぶですか」

「わからぬ」

　考仁たちを退出させたときと違ちがい、声に不安が滲にじんでいる気がした。思わず、祥飛の頭を撫なでる。

「眠ってください」

「おまえは優やさしい。不思議だ。こうしていても、おまえに何かしようという気が起きない。温かい綿の中に包まれているような心ここ地ちが、するばかりだ。眠くなる」

「それなら嬉うれしいです。眠ってください」

　小さく「うん」と答えた声が、闇やみの中で聞こえた。

（こんなときに、どうして陛下の身にこんなことが起こってしまうんだろうか）

　哀かなしくなって祥飛の頭を撫でた。するとふと、別の考えが浮かぶ。

（こんなときだからこそ、起こったのだとしたら？）

　目の前にちらつく黒い小瓶。

　丈鉄は居室で番をしている。小さな蠟ろう燭そくの灯りが、戸の隙すき間まから漏もれていた。珠ちゃんは今夜、寝台の真上の梁はりにいた。そこで丸まっている。何かを警けい戒かいするようだった。







　翌朝、祥飛の症状に変化はなかった。指先がわずかに痺れ、そして目は相変わらず霞がかかったようだと言う。

　丈鉄は祥飛の症状が改善していないことに眉まゆをひそめ、用事があると言って室を離はなれた。珠ちゃんは寝室の梁の上で、まだ丸まって眠っていた。

　理美の用意した朝あさ餉げを食べている祥飛の元へ、考仁がやって来た。

「陛下。お加減は如何いかがでしょう」

「加減は、さほど悪くはない。だが目の霞は変わらぬ」

　祥飛は粥かゆの匙さじを口に運ぼうとしたが、なんの前まえ触ぶれもなく、指から匙が滑すべり落ちた。茶を淹いれようとしていた理美はその音に反応してふり返った。彼は匙を取り落としたのに、自分で驚おどろいた顔をしていた。理美は匙を拾い、新しい匙を祥飛の前に置く。

　考仁は無表情に見つめていたが、意を決したように口を開く。

「陛下。強がってはなりません。陛下が倒たおれられたら、崑国はどうなりますか」

「余が病に臥ふしても、おまえが政まつりごとをすれば良いだけだ」

「わたしはただの官かん吏り。臣下や民たみの心を惹ひきつける中心となる、皇帝にはなりえません。皇帝陛下は必要です。臣の力を知り、認め、それを適切に使し役えきする皇帝が」

　そこで考仁は理美を見る。

「陛下の症状が病によるものか、あるいは毒によるものか、わかりません。侍医はあらゆる文ぶん献けんを調べて陛下の病の原因を究明しようとしていますが、これは待つしかありません。仮に毒の可能性もありますので、食事は全すべて雪理美に作らせ、口になさるがよろしかろうと思います」

「わかった、そうしよう。説教はそれだけか」

「もう一つ。陛下、お世よ継つぎ作りをお急ぎください」

　再び匙を手にしようとしていた祥飛は一いつ瞬しゆん動きを止め、目を見開く。

「戦いくさが始まろうかというこのときに、何を言っている。考仁」

「今だからこそです。陛下の御おん身みにもしものことがあれば、戦に勝ったとしても鳳家が帝てい位いにつくことになるのです。それでは戦をする意味がない。妃きさきの誰だれかがお世継ぎを宿していれば、万が一陛下が大変な怪け我がをされた、あるいは亡なくなった場合でも、妃の中に宿ったお世継ぎが帝位を継つげるのです。陛下は、わたしに政をせよと仰いました。もしお世継ぎがあれば、わたしは陛下に仕えるのと同様に、お世継ぎにも仕えられます」

　目の前にいる皇こう帝ていに対して、その身に何かがあった場合を説くのは不敬あるいは不ふ吉きつと、とられかねない。それをあえて考仁が口にしたのは、この状じよう況きように必要だからこそ。

　たじろいだように、祥飛は考仁から視線をそらした。

「しかし」

「必要なのは理解いただけますね」

　これも戦の準備の一つなのだろうと、傍かたわらで聞いている理美も理解した。

「陛下がここ暫しばらく、雪理美と寝台をともにしていると聞いて安心しておりました。しかし先さき程ほど、丈鉄から、お世継ぎを作るために雪理美を同どう衾きんさせているわけではないと知らされました。なぜそのようなことになっているか不可解ですが、早く世継ぎをお作りください」

（ああ、そうか。周宰さい相しようは勘かん違ちがいで、ここしばらく安心されていたのだわ。けれど実態がわかって、これでは駄だ目めだと思ったんだ。早くお世継ぎを作らないと……）

　そこまで考えて血の気が引く。

（周宰相が、お世継ぎを作れとせっついているってことは）

　理美を掛かけ布ふ代わりに抱だきしめて眠るだけでは足りないと、祥飛に発破をかけているのだ。

「世継ぎのことは考えねばならないと、わかっている。だが、まだ」

「陛下。わたしは不要な要求はいたしません。戦だけであれば、まだここまで強きよう硬こうに要求いたしません。戦に加えて今、陛下の身に異変が現れています。わたしの不安も、理解していただけるでしょうか」

　祥飛は思案するように黙だまっていたが、暫くすると頷うなずく。

「わかった。今夜からでも、おまえの不安を解消するために努める」

「お願いいたします」

　深い礼をとり、考仁が立ち去った。彼が去ると沈ちん黙もくが落ちた。妙みようにどぎまぎしてしまい、まともに祥飛の顔を見られない。

（陛下は、承知してしまわれた……ということは）

　立后式の途と中ちゆうとはいえ、理美は皇后候補だ。拒きよ絶ぜつできる立場ではない。しかもこの状況で拒絶するのは、戦の準備を拒きよ否ひするようなもの。

「理美」

　呼ばれて、びくりとした。

「は、はい」

　躊躇ためらいがちに顔をあげると、祥飛の視線とぶつかる。

「今夜も、余とともに眠れ。しかし余は……おまえに世継ぎを産ませようと思えぬ」

　意外な言葉に、理美は目を見開く。

「眠るのはおまえとだ。だが、世継ぎを作ることは別に考える。内ない侍じ監かんの伯礼に相談する」

「どういうことですか、陛下」

「言葉通り。毎夜、おまえを抱きしめて眠ねむりたい。だから今までと同じよう、ともに夜を過ごして欲しい。だが世継ぎ作りは別だ」

　啞あ然ぜんとして、理美は祥飛を見つめた。

（どういう意味なんだろう？）

　彼は匙を手にすると、静かに粥を口に運びはじめた。祥飛が何を考えているのか、今一つ理解できなかった。

「理美、伯礼をここに呼べ。世継ぎのことで相談があると伝えよ。行ってくれるか」

「はい」

　疑問を抱かかえながらも、理美は祥飛に命じられるまま後宮へと向かった。
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（考仁の心配は、もっともだ）

　世継ぎを作るのに、早いに越こしたことはない。毎夜、皇后候補と一いつ緒しよに眠っているのだから、祥飛さえ望めば良いだけのこと。それで一つの安心材料を得られる。

　それは理解した。そこまでは良かったが、そこでちらりと理美を見て違い和わ感かんを覚えたのだ。目をまん丸にして立ちつくしている彼女は、世継ぎ作りの相手だ。自分が望んで手に入れたのだ。

　しかしこの瞬しゆん間かん、毎夜寝しん台だいで抱きしめて眠る以上のことを、理美に対してしたいと思えなかった。そのことに自分でも戸と惑まどった。一緒に眠る以上のことをしてしまえば、祥飛が最も欲ほつしているものを、自らの手で壊こわすような気すらした。

　祥飛が理美に求めているのは、世継ぎを産むことではない。色情でもない。もっと柔やわらかくて、心ここ地ちの好よい、穏おだやかなもの。

（愛情……だろうか……）

　ふと、そんな気がした。

　揺ゆらぐこともぶれることもない愛情を、求めているのかもしれない。だとしたら、祥飛が理美を皇后に欲した熱は、彼女の中に柔らかく、温かく、ぶれることのない愛情を持ちえる心があると察したからか。しかしそれは皇后や妃の役割と似ていても、微び妙みようにずれてしまうものを求めたのかもしれない。

　理美は素す直なおに伯礼を呼びに行ったが、ひどく不可解そうな顔をしていた。当然だろう。祥飛自身、戸惑っていた。

　程なくして、理美とともに伯礼が居室にやって来た。理美をさがらせ、祥飛は伯礼と二人きりになる。恭うやうやしく礼をとり、卓たく子しに近づいてきた伯礼は、苦笑いの表情を浮うかべていた。

「理美から聞きました。お世継ぎ作りを、お考えと？」

　匙さじを置き、口元を手しゆ巾きんで拭ぬぐいながら頷く。

「そうだ。余の体調が優すぐれないものだから、考仁が不安がっている。不安は解消してやらねばなるまい。おまえはどう思う、伯礼」

「そうなさるべきかと。ただ近ちか頃ごろは、理美と夜をともにしていると聞いていたのですが。それならば既すでに」

「ただ、寝ねているだけだ。何もない」

「だとしても同衾しているのですから、理美を」

「理美は駄目だ。他ほかの者が良い」

　言葉を遮さえぎる勢いで、祥飛は答えた。伯礼は不思議そうな顔をする。

「では、どうするのですか」

「それを訊ききたい。どうすればいい、伯礼。おまえは誰が適任だと思う」

　薄うす茶ちやの瞳ひとみが、思案するように足元を見つめる。暫くして彼は視線を祥飛に戻もどす。

「心当たりがあります。陛下さえ承知してくださるなら、わたしが、あの方を口説きましょう」
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　乾かわいた秋風は、心地好よい。熒惑は宮城正面、大門の上にある物見台に座り、陣じんを構えた千の軍を見下ろしていた。

（朱西が陛下の決断を迫せまりにくるのが、五日後。県軍からの知らせが今日まで来ていないところを見ると、到とう着ちやくは開戦に間に合わないと見るのが妥だ当とう）

　面おも白しろくなって、熒惑は声を殺して笑う。

（伯礼も上手うまく動いた。五日後、陛下の容態はさらに悪化しているはず）

　戦いくさが始まり、弱り切った皇帝を抱え、皇帝派は右往左往するだろう。県軍が来ないと焦あせり苛いら立だち、いきり立つ。追い詰つめられた彼らはどんな表情をするだろうか。伯礼はどんな顔で、それを見つめているだろうか。

　見るべきものが多そうだ。熒惑は楽しくてたまらなかった。




　　　三




　太たい白はく宮きゆうに戻ると、鳳徳とく妃ひは長なが椅い子すに体を投げ出して目を閉じた。

「流石さすがに、大変な作業だわね」

　目の奥が重く怠だるいのは、酷こく使ししたためだ。この数日、五ご龍りゆうのことを調べるために、四し夫ふ人じんは北ほく嶺れい宮きゆうに籠こもって大量の圖ず書しよを読む作業に没ぼつ頭とうしていた。疲つかれれば、こうやって各おの々おの自分の宮きゆう殿でんに戻って休みを取るが、ほぼ昼夜関係なく圖書に向かっている。余淑しゆく妃ひはすぐに圖書を放ほうり出し、他の三人にお茶を運んだり、圖書を整理したりと、そんなことばかりしている。最も集中力があり熱心なのは温賢けん妃ひで、黙もく々もくと読み続けている。その粘ねばり強さには舌を巻く。

　鳳徳妃と宋貴き妃ひは、温賢妃ほどの我が慢まん強づよさもなく、頻ひん繁ぱんに休きゆう憩けいを取った。それでも、疲ひ労ろうはかなりのものだ。

　何しろ読まなければならない圖書は、祠し部ぶの古文書だ。祭礼にのみ用いられるような特とく殊しゆな単語が多くあり、ややこしい。

（少し休んだら、また北嶺宮に戻らなければ）

　理美が紅唐で聞いたという、五龍の声。その意味がわかれば、祥飛の命運がおおよそ占うらなえるはず。瑞ずい兆ちようであって欲しいと願う。若き皇こう帝ていは四夫人たちにとっては、これ以上ないほど望ましい存在に思える。四夫人たちを臣と認め意思を尊重してくれるし、時には頼たよりにさえしてくれる。主あるじとしての彼を失いたくない。

　秋の午後。涼すずしい風が戸口から吹ふきこみ、裳も裾すそから足首のあたりに忍しのびこむ。

「徳妃様。内侍監がおみえですが、如何いかがいたしましょう」

　出入り口に跪ひざまずき、侍じ女じよが告げた。どきりとして、鳳徳妃は身を起こした。

（伯礼!?）

　成せい華か城じようで侮ぶ辱じよくされ、彼のことを心の底から嫌けん悪おしていた。しかし祥飛のために鳳家を探さぐろうと約束した彼の決意や表情から、鳳徳妃は察するものがあった。伯礼の高潔な心は、昔と変わっていない。

　成華城での彼の振ふる舞まいは、思いを堪こらえきれなくなった鳳徳妃の告白を、卑いやしい者を演じることでうやむやにし、彼女を守るためだったのではないか。そう思うと、彼を罵ののしり冷たく遇ぐうした自分の振る舞いが恥はずかしく、自分に腹が立つ。

「通しなさい」

　鏡を覗のぞき込んで後おくれ毛を整え、襦じゆ裙くんの乱れを直し、長椅子に座り直す。すぐに伯礼が出入り口に現れ、きれいな礼をとった。

「突とつ然ぜんに申し訳ありません、鳳徳妃様。陛下の使いで参りました」

「かまいません。お入りなさい。けれど陛下の使い？　わたしにだけ？　四夫人にではなく」

「はい。あなた様にです」

　静かに入室してくると、伯礼は鳳徳妃の前に立ち淡たん々たんと告げた。

「今夜、陛下は鳳徳妃様の宮殿へ参られます。お支し度たくを、お願いいたします」

「わたしの宮殿へ？　なぜ……」

　そこで鳳徳妃は、はっとし、驚おどろき、伯礼を見上げた。

「まさか。突然に、なぜ。雪宝ほう林りんがいるのに!?」

　伯礼は腰こしをかがめ、鳳徳妃の耳元にそっと唇くちびるを寄せた。

「必要なのです、あなたが」
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　伯礼を祥飛の元へと案内した後、理美は席を外せと祥飛に命じられた。

　これ幸いにと、理美は厨ちゆう房ぼうへ向かい、昼ひる餉げと夕ゆう餉げの仕込みを済ませた。さらに四夫人を労ねぎらおうと思い立ち、黒糖を練り込んだ蒸むし菓が子しを作って後宮へ行く。

　寝ね起おきの珠ちゃんは、理美が厨房へ向かうと察したのか、寝しん室しつから走り出てきて肩かたに乗っていた。ほかほかと甘い香かおりの湯気を上げる蒸し菓子の皿を抱かかえて歩いている間も、珠ちゃんは、期待に満ちた目で肩の上から皿を覗き込んでいる。

「お菓子は、北嶺宮で四夫人と一いつ緒しよに食べようね、珠ちゃん。四夫人は珠ちゃんのことを、調べてくれているから」

　珠ちゃんが、こくこくと頷うなずく。意思の疎そ通つうがこれほどできるのに、たった一言の意味がわからないのは困ったことだ。

（それにしても陛下はなぜ、わたしに世よ継つぎを産ませようと思わないと仰おつしやったんだろう）

　皇后として求めたのであれば、世継ぎを期待されてしかるべきだろう。期待されていないことに安心もしたが、同時に後ろめたくもあった。自分が負うべき役割を、果たせていないかもしれない不安がある。

　理美の中にはまだ、朱西との思い出が燻くすぶっている。おっとり優やさしい食しき学がく博士はかせが、未いまだに愛いとしい。ただ今の朱西は、かつての彼とは別人。朱西という存在はあるにしても、かつて理美が愛しいと思った人は死んだのだ。いなくなった人を偲しのび、悼いたみ、恋こいしがる気持ちは強いが、それだけだ。もはや、どうなるものでもないと知っている。だからこそ覚かく悟ごを決めて、皇后の務めを果たすべきなのだ。

（でも、世継ぎを望まれていないとしたら。皇后としての、わたしの務めはなんだろう）

　北嶺宮に入り、圖書に埋うまっている広間へと足を踏ふみ入れた途と端たんだった。

「なんですって！」

　悲鳴のような宋貴妃の声が響ひびき、思わず足が止まる。声に驚いたらしく、珠ちゃんがぴょこんと飛びあがり、急いで理美の裳もの中へと逃にげ込んだ。

　広間の卓たく子しの席に着いた鳳徳妃の周りに、宋貴妃、余淑妃、温賢妃が集まっている。鳳徳妃は申し訳なさそうな顔をしている。

「わたしにも、わからない。なぜ、わたしなのか」

　そこで鳳徳妃は理美に気がついたらしく、目が合うと、困ったように微び笑しようする。

「雪宝林。丁度良かった」

「お邪じや魔まします、四夫人。お菓子をお持ちしたのですが、何かあったんですか」

　卓子に近づくと蒸し菓子の皿を置く。菓子を見たら、いつもならいそいそと席に着くはずの余淑妃も、宋貴妃も、温賢妃も、驚いた表情のまま鳳徳妃を見つめているばかり。

「さっき伯礼が、太白宮に来てわたしに伝えたのよ。今夜、陛下が太白宮におみえになるから準備をするようにと」

「じゃあ。陛下は鳳徳妃様の元へ行かれると決められたってことですね」

　落ち着いた理美の反応に、宋貴妃が眉まゆをつりあげた。

「『決められたってことですね』、ではないわよ、雪宝林！　あなた皇后候補でしょうに」

「ええ、でも。今朝陛下から直接、わたしには世継ぎを期待していないと言われたので」

「どういうことですの、それは」

　温賢妃が、動どう揺ようしたように問う。

「わたしにも、わからないんです。でも陛下は、きっぱりそう仰って」

「えー、そんなことあるんですか」

　余淑妃が不満そうな声をあげる。

「わたしも不可解に思う。陛下が戦を前に、世継ぎのことを考えられたのは当然かもしれない。けれどなぜ雪宝林ではないのか、と。わたしが選ばれたのは、おそらく鳳家の血を引いているからだろうと思う。鳳家の血筋であれば、いざ戦となったときに見み逃のがされる可能性があるからだろうけれど」

　鳳徳とく妃ひの戸惑いの表情に、理美も首を傾かしげて答えるしかない。

「陛下のお考えがあるのだと思います。それよりも、お菓子を召めし上がりませんか？　黒糖を使った蒸し菓子です。珠ちゃんも、一緒にいいですか？」

　その言葉に反応したのか、裳裾からちょろりと珠ちゃんが顔を出す。余淑妃が手を叩たたいて飛びあがる。

「わっ、五ご龍りゆうだわ！　鼠ねずみと思っていたときにはなんとも感じませんでしたけど、五龍だと思って見ると感かん慨がい深いですね。おいで、おいで。お菓子、あるわよ」

　余淑妃が手招きすると、珠ちゃんは警けい戒かいした様子ながらも裳から這はい出て卓子に登った。

「あなたは、それでいいのかしらねぇ、雪宝林」

　にこにこして珠ちゃんを見守っていると、宋貴妃が呆あきれたような声を出す。

「え、何がですか？」

「皇后候補のわたしをさしおいて、四し夫ふ人じんが選ばれるなんて！　と、腹が立たないの」

「そうですねぇ。もし、皇后候補のわたしが陛下のお役に立てないのであれば、それは申し訳ないです。ただ申し訳ないだけで、腹は立ちません」

　祥飛がなぜ理美に世継ぎを求めないのか、不思議には思う。だがそれが不安や腹立ちに繫つながらないのは、祥飛に対する信しん頼らいが揺ゆるぎないから。祥飛は理美を哀かなしませたり、絶望させたりすることはしない。彼に必要なことをしているだけで、それならばかえって安あん堵どするくらいだ。

「こだわりがないのですね、雪宝林」

　温賢けん妃ひが微笑する。

「あなたは、陛下を独どく占せんしたいと思わないのね」

　宋貴き妃ひが不思議そうに言うので、理美は首を傾げる。

「陛下は、国を治める方で、誰だれかが独占できる存在ではないと思いますから。宋貴妃様は、陛下を独占したいと思われるんですか？」

「後宮にあがった頃ころは、思っていたわ。わたしこそが陛下の最もお気に入りの妃きさきになり、ゆくゆくは皇后になり、陛下の愛を独占したいと」

「わー、野心満々」

　混ぜっ返す余淑しゆく妃ひの頰ほおを、宋貴妃は軽く引っ張る。

「お馬ば鹿かさん。そう思わない後宮の女は、あなたくらいだったはずよ。ねぇ、温賢妃様、鳳徳妃様」

「そうだね。そのように教育されていたから」

　鳳徳妃は苦く笑しようし、温賢妃も、過去の自分に呆れるような顔をする。

「ええ、陛下の愛を独占できれば、ずっと後宮にいられる、と考えました。自分こそはと、思い込んで。けれどそれがいかに馬鹿馬鹿しいか、今はよくわかっています」

　余淑妃が、むぅっと腕うで組ぐみした。

「わたしたちは、陛下を独占したいと思わないですけど。じゃあ、陛下は誰かを独占したいと思わないのかしら。わたしは、陛下はお姉様を独占したいから、皇后にしようと決めたのだと思ってました」

「あら、そんなこともわかりませんの？　余淑妃様」

　小馬鹿にするように、宋貴妃がつんと澄すました顔をする。余淑妃はもちろん、鳳徳妃と温賢妃、理美も、興きよう味み津しん々しんで乗り出す。

「え!?　宋貴妃様は、陛下のお考えがおわかりなんですか」

「どういうことだい、宋貴妃様」

「教えてくださいませ」

「なんですか？　なんですか？　どういう意味なんですかぁ」

　ほほほっと笑うと、宋貴妃は自信たっぷりに答えた。

「陛下は、わたしたち全員を、独占しようとなさっているだけだわ。皇こう帝ていなのですもの。誰か一人なんて、せせこましいことはお考えではないわ。こだわりはないのよ」

　確かにそうかもしれないと、全員が顔を見合わせた。そこで理美は、ふと気がついて口を開く。

「でも、四夫人方も陛下と同じですよね？　鳳徳妃様が選ばれた、腹が立つ！　って、誰も思われていないご様子です。誰が選ばれても、一緒と思っていらっしゃるようなので」

　指し摘てきされ、宋貴妃がぷっと噴ふき出す。

「そうですわね。わたしたちも、別にこだわりがないようだわ。陛下と同じね」

　くすぐったいようなおかしさがこみあげて、理美と四夫人は互たがいに顔を見合わせ、くすくすと、笑ってしまった。

　珠ちゃんが、蒸むし菓が子しを皿から引っ張り出すと、両手で器用に支えて、大きな口で齧かじりはじめる。それを珍めずらしそうに見ていた余淑妃が、「あっ」と何かを思い出したような声をあげ、卓子の上に置いてあった一枚の書きつけを手に取り、理美に差し出す。

「そうだ、お姉様。わたし以外の皆みな様さまが、今朝までに調べたことをまとめたんです。そのなかで、役に立ちそうな記述がありましたよ。五龍の質について、という項こう目もくで。温賢妃様が見つけられたんです」

「どんなことですか」

　問うと、温賢妃が口を開く。

「五龍は皇帝とともにあるときは、その神しん龍りゆうとしての質が現れていない、というものです。神龍としての質を現してしまえば、人とともにいることが困難だからと」

　理美は首を傾げた。意味が吞み込めない。宋貴妃が、嚙かんで含ふくめるように説明してくれる。

「要するに、五龍の今の姿は仮の姿であり、本当の姿ではないということですわ。こうやって愛あい玩がん動物のような姿をしているのは、人と一いつ緒しよに過ごすためだというの」

「じゃあ、珠ちゃんの真の姿って、どんなものですか？」

「その記述はまだ、見つからない。けれどね」

　鳳徳妃が残念そうに答えたが、続けた言葉に力強さがあった。

「雪宝ほう林りんが耳にした声を、五龍自身が自覚していないとしたら、それは仮の姿の五龍には意識できなかったものということになる。となるとその声は、神龍の真の姿、神龍の本質から出てきた言葉かもしれない。天意を受けた言葉だ」

　天意。

　その言葉の重さに、ぞくりとした。天は何を決したのだろうか、と。







　四夫人と珠ちゃんと一緒に蒸し菓子とお茶を楽しみ、後宮を後にした。

　祥飛は考仁たちと話し合いをするために、ほとんど居室にはいない。しかし昼ひる餉げの時間は帰ってきた。そのときは丈鉄の肩かたに手をかけて、先導させていた。目がよく見えないために、そうしているらしい。不安を覚えて容態を訊きいたが、本人は「大事ない」と言うだけ。

　祥飛のために昼餉を整え給きゆう仕じするときも、彼はいつもと変わらない様子で理美と接したが、すぐにまた考仁たちと合議があると言って出て行った。彼が再び戻もどってきたのは夕暮れ。

　夕ゆう餉げを済ませるのを見計らったように、伯礼が現れた。

　窓辺にいた丈鉄は、伯礼が現れると胡う散さん臭くさそうに眉をひそめた。

　祥飛が夕餉を食べる卓たく子しに登って、夕餉を一緒に食べていた珠ちゃんが、ふいと顔をあげる。

「お迎むかえにあがりました、陛下」

　恭うやうやしく礼をとる伯礼に頷うなずき返し、祥飛は席を立った。室を出で際ぎわにふり返ると、

「理美は、先に休んでいて良い」

　と言い残し、伯礼の肩に手を添そえ、先導されながら歩き去る。

（鳳徳妃様の元へ行かれるんだ、陛下。お体は、大だい丈じよう夫ぶなのかな）

　祥飛の視力の回復は、芳かんばしくない。本人は悪化していないと言い張っているが、室から室へと移動するときには、必ず誰かの肩に手を添えるようになっていた。匙さじや箸はしを取り落とす回数も、茶器をひっくり返す回数も増えている。手の震ふるえも悪くなっているようなのは、気のせいだろうか。

　ぼんやり祥飛の去った歩ほ廊ろうを見つめていると、両肩を背後から叩かれる。丈鉄だった。彼は理美の両肩に手を置き、背後から囁ささやく。

「陛下が行っちまって寂さびしいか、理美。慰なぐさめてやろうか、俺が」

「寂しいというよりは、心配です」

「強がるなよ」

　珍しく丈鉄が甘い声を出すが、理美は不可解に感じてふり返る。

「鼻声ですよ、丈鉄様。お風邪かぜを召めされましたか？　朝夕は冷えるから」

　丈鉄が、がっくりと肩を落とす。

「楽しめるかと思ったが、通用しねぇのか」

「何がですか？」

「ああ、いいさ。気にするな。それよりも、あんたは平気そうだな、理美。陛下が鳳徳とく妃ひの元へ行っても」

「気にはなります。陛下のご様子が、今朝よりもすこし悪くなっている気もして」

　夕餉の最中に、祥飛は二度も箸を取り落としたのだ。丈鉄の目が鋭するどくなる。

「確かに何か妙みようだ。全すべてにおいて」

　そのとき、ふいに珠ちゃんがぶるぶるっと身み震ぶるいをした。四し肢しを突つっ張ぱり、ざわりと背中の毛皮が逆立つ。その様子は、紅唐で『決した』の声を聞いた直前に似ていて、ぎょっとした。

「珠ちゃん！」

　丈鉄が身構える。

　駆かけ寄ろうかと、理美は一歩卓子のほうへ踏ふみ出した。しかし珠ちゃんが全身から発する、ぴりぴりとした気配にたじろぐ。珠ちゃんは目を閉じ、何か堪こらえるようにクゥと小さく鳴いた。すると徐じよ々じよに逆立った毛皮が落ち着いてきて、四肢の突っ張りもなくなる。

　珠ちゃんは目を開くと、きょときょと周りを見回す。

「珠ちゃん、大丈夫？」

　卓子に近づき手を差し出すと、珠ちゃんは喜んでぴょんと飛び乗ってきた。小さな角の間を指で撫なで、背中を撫でてやると、嬉うれしそうに目を細める。

「五ご龍りゆうの、今のはなんだ？　よくあるのか、こんな様子が」

　丈鉄の問いに、首を横に振ふる。

「いいえ。二度目です。紅唐のとき以来です、こんなこと。珠ちゃんの身に、何も起こらなければ良いのですけど」

　異変は、ほんの数すう瞬しゆん。しかし不安を覚えるのには充じゆう分ぶんだった。

（何かに耐たえるようだった。珠ちゃんの身に、何が起こっている？）

　祥飛が戦いくさを決意し、開戦の時が刻々と迫せまっていることと無関係に思えなかった。
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　太たい白はく宮きゆうに入ると、甘い香こうが薫かおった。皇帝を迎えるのに相応ふさわしい香が焚たかれているのだろう。

　庭院にわに面した室の出入り口に来ると、伯礼はそこで礼をとり、中へ入ることなく立ち去った。

　祥飛は気持ちを整え、一いつ拍ぱく置いてから、中へ足を踏み入れる。

　室には朱しゆ色いろの蠟ろう燭そくが灯ともされ、揺ゆらめいていた。一いち隅ぐうには、萩はぎと女郎花おみなえし、尾お花ばなが一つの壺つぼに生けられ、秋の夜の風ふ情ぜいに色を添えている。趣しゆ味みの良い黒こく檀たんの家具類。それらのしつらえを認めた祥飛は、さすがに鳳家の姫ひめだと感心した。全てが品良く趣おもむき深い。

　奥に、鳳徳妃が佇たたずんでいた。揺らめく蠟燭の灯りの中、肌はだが透すける絹の襦じゆ裙くんを身に纏まとったその姿は、ほっそりとして、精せい緻ちに描えがかれた絵のようだった。

「美しいな」

　思わず声が出た。鳳徳妃は礼をとる。

「お褒ほめにあずかり、嬉しゅうございます。陛下」

　近づくと、祥飛は静かな声で訊く。

「伯礼から話は聞いているのだろう。良いか？　鳳徳妃」

　艶えん然ぜんと、鳳徳妃は微笑ほほえむ。

「はい。全て承知の上でございます」

（余にとっての初夜が、こんな形になろうとは）

　祥飛は鳳徳妃の手を取り、寝しん室しつへ向かった。
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　戸こ部ぶ尚しよう書しよ登利範からの知らせは、その後も届かなかった。

　祥飛はもとより、考仁も蓮佳も景有も、事情を知る全ての者が気を揉もんだ。

　鳳徳妃の元へ祥飛が渡わたったその翌日も、知らせはない。この時点で、朱西が最後の決断を迫りに来るまで残り四日。考仁はしびれを切らし、衛え士じの一人を安県へと走らせたが、その衛士は二日経たっても戻って来なかった。もとより県軍の到とう着ちやくも、開戦ぎりぎりになるだろうと予想はしていたのだが、それでも不安は大きくなる。







　そしてさらに一日が過ぎ、明日が期限の日となった。







　その日早朝から、考仁が尚書たちを集め、陛下の最終決断を伺うかがいたいと言ってきた。祥飛は丈鉄を先に歩かせ、その肩に手を添えて執しつ務む室へ向かう。「弱った視力を補うためにそうせよ」と命じたのだが、歩き出すとすぐに丈鉄は、どの程度見えるのかと、しきりに質問してきた。

　適当に誤ご魔ま化かしたが、丈鉄は不満そうだった。

　丈鉄は訓練された密みつ探たんだ。祥飛の身ごなしを見れば、いくら誤魔化そうとも、どの程度の視力があるのか推測できるのかもしれない。だからこそ、しきりに問うのだろう。

　歩きながら、居室に残してきた理美の顔を思い出す。彼女もひどく不安そうな顔をして、膝ひざに抱だいた五龍を撫で回していた。

（不安は、当然であろう。余も不安だ）

　利範からも、県軍からも、はては考仁が走らせた衛士からも、なんの音おと沙さ汰たもないのだから、当然だ。明日の県軍到着は、ほぼ絶望的だろう。

　この状じよう況きようで明日、朱西はやって来る。

　執務室に入ると、考仁をはじめ尚書たちが恭しく礼をとった。祥飛は丈鉄に導かれる形で室の奥へと向かい、並ぶ彼らと相対する。考仁が一歩、進み出る。

「陛下。お聞き及およびとは思いますが、県軍が動いたという知らせは、まだありません」

「情報が遅おくれているだけで、実際には動いている可能性はないか？」

「四万の兵が動けば、嫌いやでも情報は伝わって参ります。しかしそのような知らせはありません」

　蓮佳の憂ゆう鬱うつそうな声に、祥飛はただ頷うなずくしかない。考仁が、重々しく問う。

「この状況でも、陛下のお心は揺らぎませんか」

「変わらぬ」

　即そく座ざに頷く。

「もとより、間に合わない可能性もあった。しかし間に合わずとも数日間もちこたえれば、援えん軍ぐんが来る。そのような戦になることも覚かく悟ごしていた。退位するほうが、よほど簡単だと知っている。鳳家に恭きよう順じゆんの意を示せば、命が助かる可能性も大いにあるだろう。だが、今まで積み重ねてきた努力を全て壊こわし、払はらわれた犠ぎ牲せいを無む駄だにするような真ま似ねはしたくない。権力を得るために、こうして争乱を厭いとわぬ鳳家に支配される民たみが、今より幸福になるとは思えない」

　祥飛は、辛しん酸さんをなめた関朝雲からも呂蓮佳からも、恨うらみの声を直接聞いた。退位するということは、それを聞いたにもかかわらず無視するのと同じ。

　静けさが満ちた。丸形の窓の外に、紅葉もみじの影かげがちらちらと揺れる。

「承知しました、陛下」

　考仁がゆっくりと頷く。

「明日、朱西が……鳳家当主が来るそのときに、どのように我々は対するべきか、既すでに考えております。お話ししましょう」

　考仁の真っ直すぐな視線を受けとめ、祥飛は頷く。考仁は戦うつもりだ。降参する気は微み塵じんもない。ただ最終確かく認にんとして、祥飛の意志を訊きいてくれたのだ。

「聞こう、考仁」
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　とうとう明日が、約束の十日目だ。祥飛は早朝から考仁に呼ばれて執務室に入り、それきり出てこない。宮城内は落ち着きがない。様々な命令が出ているらしく、官かん吏りも衛士も、下働きも侍じ女じよも、立ち止まる暇いとまも惜おしそうに、緊きん張ちようした面おも持もちで右往左往している。

　理美は皇こう帝ていの居室で珠ちゃんを撫なでながら、祥飛の帰りを待っていた。珠ちゃんはあれ以来、おかしな様子を見せることはない。ただよく寝ねているような気はする。

　夕暮れ。ようやく祥飛は室に戻もどってきたが、夕ゆう餉げを済ませるとすぐに太白宮へと向かった。祥飛は毎夜、太白宮へ渡っていた。今夜もその日課を変える気はないらしい。

　いつも祥飛は太白宮で二刻ほど過ごすと私室に戻り、理美のいる寝しん台だいに入りともに眠ねむる。今夜も同じように、理美が寝台で眠っていると、戻ってきた祥飛が隣となりに滑すべり込んできた。

　祥飛の髪かみからは、太白宮で焚かれているらしい甘い香かおりがする。

　祥飛が抱きついてくるので、理美は甘い香りのする頭を抱かかえる。

（なんだか、妙みような感じがするなぁ）

　閉め忘れたらしく、細く開いた窓から漏もれ入る一筋の月光を、横になったまま見つめる。別の女性と時を過ごし、その直後にこうやって理美を抱だきしめてすやすや眠る祥飛は、何を思っているのだろうか。不満ではないが、不思議なのだ。

　宋貴き妃ひが言っていたように、祥飛は四し夫ふ人じんも理美も、同等に独どく占せんし、一つの存在としてとらえているのかもしれない。それが皇帝ならではの感覚だろうか。

（今夜で、九日目の夜が終わる）

　静かなこの時間に浸ひたっていると、明日が期限の日だと思えない。いつもと同じように、この穏おだやかな夜がずっと続きそうな気がする。

　しかし現実は過か酷こくだ。朱西が鳳家当主として、祥飛に退位を決断したか否いなかを問いにやって来る。祥飛の答えは、とうに決まっていた。その結果に関しては不安しかない。

　明日の朝が来れば、理美は後宮へ避ひ難なんすることになっていた。後宮は、城じよう壁へきに囲われた宮城内の北辺に接し、さらに塀へいに囲われているので、最も安全な場所と言えた。北辺に接しているため、北側にそびえる眉山の麓ふもとへ脱だつ出しゆつもできる。敵が待ち伏ぶせている可能性はあるが、立ちはだかる眉山のおかげで、大軍が押し寄せるには不向きな地形だ。

（援軍はいつ来るのかな）

　県軍が動いたとも、近づいたとも、知らせがないのは理美の耳にも入っていた。

　月明かりで祥飛の寝ね顔がおを見つめていると、ふと違い和わ感かんを覚える。寝込んでいるときの彼とは、あきらかに表情が違う。眠ったふりをしているように見えた。

「陛下？」

　囁ささやいてみるが、彼は動かない。それも逆に不自然だった。眠りこんでいるときに声をかけると、うるさそうに瞼まぶたをぴくぴくさせるのが常だ。

「起きてますか？」

　問うと、ふいにぎゅっと強く抱きしめられる。黙だまって抱いていて欲しいと請こうような仕草に思えた。

　明日のことを考えれば、祥飛が眠れるはずはない。不安と焦あせりが次々吹ふき出し、叫さけび出したいほどだろう。こうやって温ぬくもりに触ふれることで、自らを宥なだめようとしているのだ。

（陛下。何があろうと、わたしたちは陛下をお守りし、お仕えします）

　珠ちゃんは、寝しん室しつの梁はりの上に丸まって眠っている。







　翌朝、夜明けとともに祥飛は寝台を下りた。明け方うとうとしていた理美も、眠い目を擦こすりながら寝台を出た。祥飛が身なりを整えるのを手伝っていると、彼は静かに口を開く。

「おまえがいて、良かった。おまえとともにいたことで、昨夜は静かに過ごせた」

「お役に立てたのなら、嬉うれしいです」

「今から五ご龍りゆうを連れ、後宮へ行け。余は考仁たちとともに動く。鳳家から、夜が明けてから来ると知らせが来ている。もうすぐ来るだろう。待ち受けねばならぬ」

「はい。お気をつけて、陛下。後宮でお待ちしています」

　答えると、祥飛は微笑ほほえむ。身み繕づくろいして準備が整うと、丈鉄がやって来た。祥飛は丈鉄の肩かたに手を添そえて、室を出て行った。

「さあ、わたしも後宮へ行かなくちゃ。珠ちゃん」

　呼んでみるが、反応がない。おやと思い寝室へ行き、珠ちゃんが寝ていたはずの梁の上を見上げた。珠ちゃんは梁の上にちょこんと座って、どことなく不ふ機き嫌げんそうに、尻しつ尾ぽをゆらゆら揺ゆらしている。

　理美は両手を上へ向けて差し出す。

「珠ちゃん、下りてきて。後宮へ行っておけと、陛下のご命令なの。一いつ緒しよに来て」

　珠ちゃんは、まだ躊躇ためらう様子だ。

「珠ちゃん。どうしたの？」

　辛しん抱ぼう強づよく待っていると、珠ちゃんはようやく梁を下りて理美の肩に乗ってくれた。それでも、珠ちゃんがひどく神経質になっているような気がした。

（戦いくさが始まるんですものね。その気配を察しているのかも）

　後宮に向かいながら、珠ちゃんの喉のどをくすぐり、静かに語りかける。

「ごめんね、珠ちゃん。なんだか珠ちゃんを、落ち着かなくさせてしまっていて」

　理美のせいではない、というように、珠ちゃんはふるふる首を振ふる。

　後宮の大門へ近づいたとき、突とつ然ぜんだった。珠ちゃんがびくりと、体を震ふるわせた。思わず立ち止まり肩の上を見ると、珠ちゃんの背中の毛がざわざわと逆立っている。ぐっと四し肢しを突つっ張ぱる。

（まただ！）

　咄とつ嗟さに、珠ちゃんを抱だこうと肩に手を伸のばす。しかしその手を、珠ちゃんはすり抜ぬけた。

「珠ちゃん！」

　飛び下りると、珠ちゃんは近くにあった泰たい山さん木ぼくに駆かけのぼり、さらに隣の泰山木へと飛び移り、歩ほ廊ろうの屋根へと飛ぶ。何か目的でもあるかのように、屋根の上を駆けだしていく。

「珠ちゃん、待って！　どこへ行くの!?」

　様子がおかしかった。見失ってはならない。こんなときに珠ちゃん───五龍を失ったとしたら、祥飛の落らく胆たんは計り知れないだろう。

　裳も裾すそを持ち上げ、理美は必死に珠ちゃんを追った。

（どこへ向かっているの？）

　珠ちゃんは南へ向かって走っている。

（珠ちゃん!?）
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　ぼんやりと窓の外が明るくなり、朱西は目覚めた。顔を洗い口をすすぐ。そうしていると、禁軍将軍や刑けい部ぶ尚しよう書しよから使いが何度か来て、現状を知らせた。

　禁軍将軍からの知らせによれば、宮城の門は、昨日から固く閉とざされたまま。出入りは一いつ切さいできない状態になっているらしい。

　刑部尚書からの知らせは、鳳家の私財で集めた兵たちが守る、街かい道どうの様子についてだった。

　安寧へ続くどの街道にも、万を超こす大軍は見あたらない。街道を逸それた山道や荒こう野やにしても、そのような大軍の影かげはないということ。

（県軍は間に合わなかったか）

　逆に、鳳家の準備は万ばん全ぜんと言って良いほど整っていた。

　帯を締しめながら、朱西は考えを巡めぐらす。

（陛下に対面し、返答を聞いてすぐ、攻こう撃げきに出るのがいいだろう。宮城前に一万の兵がある。その一万の兵に攻撃をさせつつ、郊こう外がいにいる予備の兵を、宮城の東西へ向かわせる）

　三方からの攻撃が最も効率的だと思えた。

（宮城北側には眉山がある。眉山を回り込むにしても、眉山の山やま肌はだを下りるにしても、兵は分散せざるを得ない。しかも眉山の背後が開けすぎている。背後から、県軍が来る可能性はある。もしものことを考こう慮りよして、北側からの攻撃は避さけるべきだ。しかも、そこをひらいておけば、追い詰つめられた陛下は北側から脱出を試みるしかない）

　当然、少数精せい鋭えいの兵を北側に忍しのばせておき、待ち伏せをするべきだ。県軍が来て待ち伏せ隊が追い詰められたとしても、少数兵であればこちらの被ひ害がいは少なくて済む。

（圧あつ倒とう的に有利だ）

　勝負にならないほど、兵力が違ちがう。ただこの圧倒的に有利な状じよう況きようは、内部に油断を生む可能性が高い。

（それを、なんとかすれば）

　暗い色の深しん衣いを身につけ、身なりを整えた朱西は寧孫の室へと向かった。寧孫は既すでに起きだしており、文ふ机づくえについて書き物をしている。

「お祖父じい様。陛下のご決断を聞きに参ります。もし退位を良しとされない場合、戦となります。ご承知おきください」

「うむ。かまわぬ」

　軽く答えると、寧孫は余よ裕ゆうの笑えみを見せた。

「これを見よ、朱西。今から鳳家へ恭きよう順じゆんの挨あい拶さつに来たいと、多くの官かん吏りから文ふみが届いておる。おまえの元へも届いているのだろう」

　自じ慢まんらしく文机の箱に積まれた文に向かって顎あごをしゃくる寧孫は、満足そうだった。

　無論、朱西の元へも似たような文の山は届いていた。どれもこれも、挨拶に来たい、我が娘むすめを差しあげたい、家宝の玉を献けん上じようしたいと、へつらうようなものばかり。位い列れつ文ぶん件けんに名を連ねた官吏たちは、戦に参加するわけではない。状況を見守っているだけなのだから、その隙すきにこうやって、戦の後の栄達を望んで工作を始めているというわけだ。

（腐ふ敗はい体質の政まつりごとは、こうやって組織が組み上がる前からその芽があるということだ）

　朱西は冷めた目で、それらの動きを眺ながめていた。

（ただ、これらは、どうでもいいこと）

　今一度、朱西はきれいに礼をとる。

「行って参ります。戦になった場合はお許しください。これは鳳青修の子として、俺がやらねばならないことです」

「戦が終われば、祝しゆく杯はいを上げよう」

　寧孫の声を背に聞いてから、朱西は歩き出す。

　馬車に乗り宮城へ向かうと、宮城前の広場で降りた。そこに張られていた天幕や煮に炊たきの痕こん跡せきはなくなり、兵士たちは武装して既に整列していた。朱西を出で迎むかえた禁軍将軍も甲かつ冑ちゆうを身につけていた。一緒にいた刑部尚書はいつもの身なりの上に、埃ほこり除よけを纏まとっている。

「いよいよですな、鳳家ご当主」

　髭ひげ面づらを嬉しげにくしゃくしゃにして、禁軍将軍が礼をとる。彼はこの十日間、この場に釘くぎ付づけになっているのに、苛いら々いらしっぱなしだった。ようやく時が来たと、張りきっているのだ。刑部尚書はさすがに、緊きん張ちようした面おも持もちだ。

「宮城はどんな様子ですか」

「ずっと変わらずです。全すべての門を閉ざし、静かなものです」

　朱西の問いに答えた刑部尚書に頷うなずき返し、気負いなく一歩踏ふみ出す。

「では、参りましょうか」

　整列した兵士たちの中央を、左右に禁軍将軍と刑部尚書をしたがえて進む。

　夜が明けるとともに、こうやって兵を整列させたのは圧力をかけるのが目的。先頭の兵たちは、黄色に染めた布に「鳳」の文字が書かれた、鳳家の旗印を掲かかげている。

　大門の前に来ると、立ちはだかる巨きよ大だいな扉とびらを見上げる。石造りの巨大な扉には龍りゆうが浮うき彫ぼりにされ、石の眼まなこで朱西を睨にらみ下ろしている。片方の扉を開閉するだけで、百人がかりの大扉だ。めったに開かれることはない。普ふ段だん使われるのは大扉の左右にある、左門、右門。鉄の扉が取りつけられているが、これも閉じていた。

　正門の城じよう壁へき上の望ぼう楼ろうには、見張りの衛え士じが二人立っていた。

　禁軍将軍が大声で告げた。

「鳳家ご当主、鳳朱西様が参られた。開門せよ」

　すると、望楼に一つの影が立つ。

　日ひ射ざしを背にして立った姿を、朱西は目を細めて見上げる。

　そこに立ったのは崑国五代皇こう帝てい、龍祥飛。黒と見まごう深い紫むらさきの上衣には銀糸で龍が縫ぬい込まれ、日射しを受けて浮きたつ。胸に輝かがやく朱の珠を連ねた首くび飾かざりも、冠かんむりに揺れる玉も、皇帝の威い信しんを見せつけるような、堂々たる姿だった。

　追従し、彼の背後に周考仁、呂蓮佳、迅景有の姿も現れる。

「鳳家ご当主、鳳朱西様が見えられた。開門願います。約束の、陛下との対面に参られたのですぞ」

　刑部尚書が声を張ると、祥飛の傍かたわらに考仁が進み出た。

「対面は、こちらで充じゆう分ぶん。それで何をしに参られた、鳳家ご当主」

「惚とぼけおって。しかも望楼から見下ろして対面とは。こちらを侮あなどりすぎているではないか」

　禁軍将軍は唸うなるが、朱西は苦く笑しようしてそれを押しとどめる。

「まあ、良いでしょう。こちらは粛しゆく々しゆくと、問うべきことを問い、やるべきことをやるだけです」

　朱西は真っ直すぐ、祥飛を見つめる。祥飛も視線をそらすことなく、こちらを見ていた。

「決断はできましたか？　陛下。お返事を伺うかがいたい」

　声を張ると、祥飛が薄うつすら笑う。

「返事か」

　言うと、祥飛は片手を背後へ差し出し、何かを握にぎったようだった。

　下から見上げる全員が、よく見ようと目をすがめたとき、祥飛の手に弓と矢が握られているのを認めた。既に弓に矢をつがえ、その鏃やじりは朱西に向いていた。

「危ない！」

　刑部尚書が声をあげるのと同時に、矢が放たれる。朱西が咄嗟に身をかわすと、その足元の石いし畳だたみの隙すき間まに矢が突つき刺ささり、空気を震ふるわせる音を立てた。

「これが返事だ。朱西」

　それを合図に、大門の左右に張り出した城壁の上に、弓に矢をつがえた兵士たちが一いつ斉せいに姿を見せた。城壁の上に伏ふせていたのだろう。彼らの鏃は、朱西たちを狙ねらっている。

（しまった）

　周囲の兵が朱西を守るように、盾たてを構えて前に出る。

　そのとき、

「待って！　そっちは駄だ目め！」

　少女の甲かん高だかい、悲鳴のような声が響ひびく。聞き覚えのある声に、朱西は目を見開く。

（理美!?　なぜこのような場所に）

　望楼の祥飛も、目を見開き背後をふり返る。
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　珠ちゃんは、宮城の大門へと向かっている。

　そのことにようやく気がつき、理美は焦あせった。

　朱西を宮城に入れることなく、門前で追い返し宣戦布告すると、丈鉄に聞いていたからだ。

　大門は今、祥飛と朱西が向き合っている最中に違いない。

　城壁に近づくと、衛士や兵士たちが大勢集まっていた。彼らは鎖くさり帷子かたびらを身につけ、槍やりを手に整列している。

　城壁の上には、弓と矢を携たずさえた衛士たちが膝ひざをつき、身を潜ひそめている様子が見て取れた。

　珠ちゃんは兵士たちの足元を、器用にちょろちょろと駆かけ抜ぬけていく。理美は必死に「ごめんなさい」「通して」と声をあげながら、追っていく。衛士や兵士たちは、突とつ然ぜん現れた女によ官かんに目を丸くし、身をかわすようにして道をあけてくれる。

　珠ちゃんが、城壁へ上る石の階段を駆けあがる。理美も石の階段に足をかけたが、そのときに背後から呼ばれた。

「理美様!?　なぜこのような場所に！」

　許訓記だった。焦ったように近づいてくるが、立ち止まってはいられない。

「珠ちゃんが、変なんです！」

　駆けあがりながら、ちらっとだけ背後をふり返り答えた。

「珠!?　あの鼠ねずみ!?　それにしても今は駄目です。引き返してください。城壁に上らないでください」

「放ほうっておけないんです！　どうしても！」

　後ろも見ずに駆けあがる。珠ちゃんは既に、城壁の上に到とう達たつしている。数すう拍はく遅おくれで、理美も城壁の上に出た。しかし走り続けた胸は破は裂れつしそうに苦しくて、息もままならない。

　珠ちゃんは一直線に望楼へと駆けていく。そこに、考仁たちと一いつ緒しよにいる、祥飛の後ろ姿が見えた。彼の手には弓がある。矢を放った直後らしく、弦つるが揺ゆれていた。

「待って！　そっちは駄目！」

　その声に、祥飛がふり返る。考仁たちも一斉にふり返る。必死に駆け寄る理美が真っ先に目に入ったらしい祥飛は「理美」と呟つぶやき目を見開く。

「陛下、あれを！」

　考仁が鋭するどく声を出し、駆ける珠ちゃんを指さす。それで祥飛も珠ちゃんに気がつき、顔色を変える。

　背後に控ひかえていた丈鉄が、疾しつ走そうする珠ちゃんを捕つかまえようと飛び出した。

　珠ちゃんは、その丈鉄の手をすり抜け、欄らん干かんの手すりに立つ。祥飛は慌あわて、手を伸のばしながら欄干へと駆ける。

　ぐっと首をあげ、珠ちゃんは空を睨む。

（飛ぶ！）

　そう悟さとった。珠ちゃんは飛ぼうとしている。

「珠ちゃん、行ってしまうの!?　お別れなの!?」

　その声に一いつ瞬しゆん、珠ちゃんはふり返り、微かすかに首を横に振ふった。青い瞳ひとみは理美を見ていた。

「待て！」

　思い切り伸ばした祥飛の手を、珠ちゃんはすり抜けて欄干を蹴けった。真っ白くて、きらきらと光を弾はじき、銀にも見える毛皮をくねらせ、珠ちゃんが宙に身を躍おどらせた。

　その瞬しゆん間かん強い風が城壁の上を吹ふき抜け、城門前広場のあちこちから、竜たつ巻まきのような激しい風の柱が吹きあがった。広場に兵士たちの動どう揺ようする声が響き、城壁の上でも混乱した声があがる。

　理美は欄干に駆け寄ると身を乗り出し、手を伸ばし、叫さけんだ。

「珠ちゃん！」

　届かない。強い風が長い髪かみと、襦じゆ裙くんの袖そでをめちゃくちゃに乱す。ぐらりと体が揺れ、欄干から滑すべり落ちそうになる。その腰こしを祥飛が抱だき留とめた。

「理美、止やめよ！」

「でも陛下！」
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　祥飛に抱き留められながら、理美は珠ちゃんの姿を探した。

　宙に身を躍らせた珠ちゃんは、落下するように真下へ向かったが、朱西の目の前で空を蹴る仕草をして、見えない階段を上るように一気に上じよう昇しようした。

　朱西がいた。強い風の中で、彼も呆ぼう然ぜんと珠ちゃんの姿を見上げている。珠ちゃんは空に駆けあがり、その姿が小さくなり、銀の点になり、あっという間に見えなくなる。

　それとともに、吹き荒あれていた風が止んだ。

　力が抜け、理美は祥飛の胸にすがりつく。

「陛下……珠ちゃんが」

　理美を抱かかえたまま、祥飛も空の一点を見つめていた。悔くやしげに唇くちびるを嚙かむ。

「なぜだ……なぜ」

　考仁も丈鉄も、呆然としている。蓮佳と景有は、珠ちゃんが五ご龍りゆうとは知らないまでも、あれが普ふ通つうの生き物ではないと察したらしく、目を見開いていた。

「あれは……五龍か!?」

　城じよう壁へきの下から野太い声が響く。欄干の間から見ると、朱西の隣となりにいる禁軍将軍が、目を輝かがやかせて大声を上げていた。

「兵たちよ、今の生き物を見たか！　小さくはあるが、空を駆けるその様子はまさに龍。あれは崑国皇こう帝ていに国を治める力を与あたえる、五龍に違ちがいない。矢をもって鳳家ご当主に答えた皇帝の元から、五龍が去った。ということは、皇帝は天から見放されたということ。我らに天意があるぞ」

　おおっと、どよめきが起こる。

　禁軍将軍は、信じられないような顔をして空を見つめる朱西に向き直り、促うながす。

「鳳家ご当主。開戦を」

　朱西ははっとしたように、こちらを見た。祥飛は奥歯を嚙みしめ、朱西を睨にらむ。朱西は祥飛を見つめながら、ゆっくりと片手をあげる。

「開戦です」

　禁軍将軍が吠ほえ、槍を持った手を突つき上げる。それに呼応して兵たちが鬨ときの声をあげ、千の兵の背後から、銅ど鑼らと太たい鼓この大きな音が響く。

「余の声を聞け、惑まどわされるな！」

　祥飛は、城壁の左右に並んだ衛え士じたちに向かって声をあげた。

「あれは五龍にあらず！　あれは宮城にある悪運が飛び去った瑞ずい兆ちよう！　天意は余にある！」

　その声に応じ、城壁の衛士たちが声をあげた。

「矢を放て！　一人も城壁を上らせるな」

　考仁の命令一下、城壁から一斉に矢が放たれる。

　城壁にあがってきた許訓記が「理美様」と、一直線に駆け寄った。祥飛は理美を、訓記のほうへと押し出す。

「訓記。理美を後宮へ連れて行け」

「承知しました。行きましょう、理美様」

「でも、陛下！」

　混乱した理美は、祥飛と離はなれがたかった。珠ちゃんを逃にがしてしまった自分が、どうやって責任を取れば良いかわからない。祥飛は、ふり返って微笑ほほえむ。

「おまえは待っていれば良い、後宮で」

　この場にいては邪じや魔まになる。それもわかっていたから、ここにいますと強きよう硬こうに主張もできなかった。悔しくて情けなくて、申し訳なくて、涙なみだが出てきた。訓記に支えられながら理美は城壁を下り、後宮へ向かった。

（珠ちゃん、なんで？）

　動揺して混乱し、まともに頭が働かない。ただ、ただ、どうしてと疑問ばかりが生まれる。

（珠ちゃんは陛下を、見捨ててしまったの？）

　その可能性が最も怖こわかった。

　天意を受けた五龍が祥飛の元を去ったとしたら、彼の行く末は絶望的だ。おそらく祥飛自身も、そのことは感じている。しかしそれを少しも顔に出さず、衛士たちを鼓こ舞ぶした。そして理美には、笑ってみせてくれた。

　理美は祥飛を信じている。良き皇帝となると確信していると言ってもいい。

　それなのになぜ、珠ちゃんは祥飛を見捨てたのか。







　後宮の大門で、理美は訓記から伯礼へと身み柄がらを渡わたされた。訓記は手短に、起こったことを説明し、自らは戦うために城門へと駆かけ戻もどっていく。

　涙が止まらない理美の肩かたを抱いて、伯礼は歩き出す。

「五龍が逃げたの？」

　涙を流しながら理美は頷うなずく。ひくひくとしゃくりあげながら、答える。

「止められませんでした。様子が変だと、気がついていたのに……。銀の籠かごに……籠に入って欲しいって、珠ちゃんにお願いしておけば、良かった……。そうしたら」

　伯礼は力なく首を振る。

「五龍は、自由を楽しんでいる様子だった。籠に入ることは嫌いやがったはず。無理に押しこめることはできたかもしれないけれど、それでは五龍が怒おこるね。五龍を怒らせれば、加護は望めないだろう。どのみち同じだったよ」

　後宮にも、城壁で始まった戦いの音は聞こえていた。遠くはあるが、無数の人の声が束になって沸わきあがる独特の響ひびきは、否いや応おうなく不安を煽あおる。宮きゆう殿でんの門にしがみつくようにして、不安そうに肩を寄せ合い、遠く轟とどろく声を聞いている侍じ女じよの姿が、通路のあちこちに見えた。

　伯礼に伴ともなわれ北ほく嶺れい宮きゆうへ向かうと、四し夫ふ人じんが不安そうな表情ながらも、圖ず書しよを手にして作業をしていた。響く戦いくさの声を聞きながらも、いつもの通りのことをして落ち着こうとしているのだろう。彼女たちは泣きじゃくる理美に仰ぎよう天てんし、長なが椅い子すに座らせると、取り囲んで何があったのかと訊きいてくれた。

　声が詰つまり上手うまく説明できない理美に代わり、伯礼が事情を伝えた。

　珠ちゃんが消えたと知らされた四夫人は、絶望的な表情をした。珠ちゃんが去った事実から、祥飛の行く末に暗い影かげを感じるのは当然だった。

　宋貴き妃ひは理美の隣に座って手を握にぎってくれていたが、不安が増したようにその手に力をこめる。温賢けん妃ひは立ちつくして俯うつむき、鳳徳とく妃ひは近くの椅子に腰を下ろした。余淑しゆく妃ひは、長椅子の背に手をかけて、泣いている理美を覗のぞき込む。

「泣かないでお姉様。五龍は、去ったのじゃないかもしれないでしょう？　ちょっと、出かけてみたとか、その可能性だって」

「そんな能天気なことがある？」

　鳳徳妃が疲つかれたように笑うが、宋貴妃は強気な眼まな差ざしで理美を見つめる。

「あの鼠ねずみ……ではなかった、五龍は、雪宝ほう林りんにとても懐なついていたじゃない。そうよ。あなたを無視して、逃げ出すものですか。そんなの変ですわ」

　すると、何かに気がついたように温賢妃が顔をあげた。

「今読んでいた『五ご龍りゆう五ご韻いん伝でん書しよ』に、五龍は人の感情に触ふれて疲ひ労ろうするとありました。だからこそ保護のために、銀の籠に入れると」

　それは以前、朱西も見つけた記述だ。温賢妃は、さらに続ける。

「その先にこのような記述もありました。五龍は人の感情に耐たえられなくなれば、身を処すと。要するに疲労から身を守る行動をとると。戦となれば、人の感情は乱れ、また大勢の思いが集まってしまいます。戦場となる宮城に、五龍はいられなくなったのでは？」

「それがなんだというの」

　鳳徳妃の投げやりな問いに、温賢妃は冷静な瞳ひとみで答える。

「五龍は陛下を見捨てたのではなく、戦を嫌って一時、宮城を離れた可能性もあると思います。雪宝林、五龍は本当に、なんの未練もなさそうに飛び去ったのですか？」

　問われて、理美は涙に濡ぬれた顔をあげる。

　そう訊かれても、珠ちゃんがふいに走り出し、それを必死に追いかけた場面しか思い出せない。待って欲しいと懇こん願がんする理美を一いつ顧こだにせず、珠ちゃんは走り続けて城壁まで駆けのぼった。そして欄らん干かんに飛び乗った。首を伸のばして、空を見上げ、まさに飛ぼうとした瞬しゆん間かんまで、理美は珠ちゃんに声をかけた。

「……あ……」

　その場面が瞼まぶたに蘇よみがえる。

　理美が叫さけんだ瞬間、一いつ瞬しゆん珠ちゃんと目が合った。青い瞳と、確かに視線がぶつかった。そのとき珠ちゃんは、微かすかに首を横に振ふったような気がする。

　あのとき、理美はなんと言ったのだったか。

「珠ちゃんが飛び立とうとする直前に、わたし。珠ちゃんに声をかけて。珠ちゃんは一瞬ふり返ってくれました。そして首を振ったような」

「なんと声をかけたの」

　宋貴妃が身を乗り出す。

「『珠ちゃん、行ってしまうの!?　お別れなの!?』と言った気がします」

　それに対して、珠ちゃんは首を横に振ったかもしれない。

「その五ご龍りゆうの態度って、どういう意味なんですか？」

　余淑妃が訝いぶかしげに問う。

　四夫人が顔を見合わせていると、壁かべ際ぎわで控ひかえていた伯礼の声が静かに響く。

「また会える、という意思表示ではないでしょうか。別れなのかと訊いた理美の声に、首を振ったとしたならば、おそらくそうではないかと」

　理美は伯礼をふり返った。

「また会えるということは、宮城に戻ってきてくれるんでしょうか」

「君の問いに、また会えると知らせたのだとしたら、宮城に戻ってくるとは断言できないね。君には、会える。だがどんな状じよう況きようで、どこで、かまではわからない。となると、そもそも五龍がなぜ君に懐いていたのかという問題にも繫つながってくる。君の存在が、崑国の皇こう帝ていにとって、どんな意味があるのか」

「わたしに懐いたのは、ご飯をあげたからで」

「神しん龍りゆうが、そんなことで人に懐くと本気で思ってるの？　理美」

「ええー、だって。餌えづけは、何に対しても一番効きますよ」

　余淑妃が不満そうな声を出すと、伯礼が窘たしなめる。

「あの見た目では仕方ないですが、愛あい玩がん動物扱いはどうでしょうか。見た目はどうあれ、支配者が変わり国の名が変われども、大陸を統治する者に力を与あたえ続けている存在なのですよ。天意を携たずさえ、支配者とともにある存在と言って良いのですから」

　鳳徳妃が立ちあがり、手近にあった圖書に手を伸ばす。

「そうだわ、伯礼の言う通り。五龍が今まで雪宝林と一いつ緒しよにいた意味、そして『決した』と告げた意味、それらがわかれば、五龍が姿を消した意味もわかるかもしれない。調べなければいけないわね、早く」

「そうですわ。陛下に天意がないと、決まったわけではないのですもの。意味さえ読み解ければ、陛下を勇気づけることもできるわ」

　宋貴妃も立ちあがり、圖書が重ねられている卓たく子しへと移る。温賢妃も頷くと、自分の席へと戻る。彼女たちが、天意の中に必死に活路を見み出いだそうとしている焦あせりが手に取るようにわかる。

　そして希望を捨てずにいようとする、強い心も感じる。

（泣いているだけじゃ、駄だ目めだ。きっと）

　頰ほおの涙なみだを手の甲こうで拭ぬぐう。余淑妃が、理美の頰に頰を寄せ、にっこりと笑う。

「お姉様は、お休みになっていて。圖書の整理はわたしだけで充じゆう分ぶんですもの」

　それから、おねだりするような声を出す。

「ねぇ、伯礼。伯礼も一緒に圖書を調べてくれない？　わたしの代わりに。伯礼なら、きっと手早く色々なものを発見できると思うのだけど」

「ああ、そうね。お願いできないかしら」

　宋貴妃が顔をあげると、温賢妃も「そうですわね」と同意する。しかし伯礼は首を横に振る。

「そうしたいのはやまやまですが、わたしには他ほかに務めがあります」

「これ以上に大切な務めが、あるのですか？」

　温賢妃は内心の焦りのためか、わずかに責める口調になったが、鳳徳妃が宥なだめる。

「まあ、伯礼にもいろいろあるのでしょうよ。わたしたちだけで充分だわ」

　戦の声は、絶え間なく響く。四夫人は圖書の文字を追っていた。彼女たちの姿をぼうっと見つめていた理美は、唇くちびるを嚙かむ。

（わたしも、今、できることをしなくちゃ。何ができるだろう）

　理美には圖書は読み解けない。戦の場に出かけても、戦力にはならない。ならば何ができるだろうか。理美が得意で自信があるのは、ただ料理だけ。

（料理ができても、戦の足しには……）

　そう思いかけて、祥飛の笑え顔がおを思い出す。理美の料理を、おいしいと言ってくれる、その笑顔。はっとした。

（食料！）

　籠ろう城じよう戦になると聞いている。おそらく兵の食事は、饗きよう応おう長たちが考え統制しているはず。

　しかし後宮にもわずかばかりの蓄たくわえがある。援えん軍ぐんがいつ来るかわからない今、後宮の食べ物だけで、どの程度の人数で何日もたせられるか、計算しておく必要がある。そしてその場合、限られた食料で、どう工く夫ふうして食事を出すか。兵士に饗きようするならば、ごくわずかな量でも満足が得られる工夫が必要だ。

　尚しよう食しよくの女によ官かんたちも今、必死にその算段をしているはず。

　理美は立ちあがった。

「四夫人方。わたし、尚食の建物へ行ってきます」

　不思議そうにこちらを見た彼女たちに、告げた。

「尚食の女官たちは、今とても忙いそがしいと思います。尚食の仕事なら、わたしも役に立てます」

　伯礼が困こん惑わく顔になる。

「皇后候補が、尚食の務めに？」

「今は、すこしでもできることがあれば、やりたいです」

　必死に食いつくと、宋貴き妃ひが呆あきれながらも、仕方がないと認める笑顔を見せた。

「ええ、そうですわね。よろしいのじゃないかしら。ついでにそこでちょろちょろしている、余淑しゆく妃ひもお連れになったら？　小麦の袋ふくろを数えるくらいは、できるのじゃないかしら」

　余淑妃は手を打つ。

「それが良いわ！　圖ず書しよの埃ほこり臭くささは、うんざりだから。小麦のほうが、ずっと好き」

　伯礼が「仕方ありませんね」と苦く笑しようする。理美と余淑妃は、尚食の建物へと向かった。




　　　三




（なんという数だ。落としても落としても、やってくる）

　祥飛は焦りを覚えていた。望ぼう楼ろうに立ち戦せん況きようを眺ながめていると恐きよう怖ふが膨ふくらむ。

　頰に矢が貫かん通つうし、転げ落ちる敵兵。取り憑つかれたように必死に矢を射続ける、城じよう壁へきの上の衛え士じたち。城壁の下でも上でも、混乱し興奮した喚わめき声が束になって、その場を満たしている。

　朱西の開戦の宣言とともに、禁軍将軍率いる千の兵士が一いつ斉せいに城壁に取りついた。

　彼らは用意していたらしい長い梯はし子ごを幾いく本ほんも持ち出し、城壁に立てかけ、それをよじ登ってくる。城壁の上から衛士たちは矢を射かけ、それらを射落とす。だが射落としても射落としても、次々と上ってくる。

　かけられる梯子の数が多い。油断すると、城壁の上に敵兵の手をかけられる箇か所しよも出る。近くにいる者が即そく座ざに剣けんを抜ぬいて斬きり結ぶ。それに手こずっている間に、さらに二人、三人と上ってきて、その箇所が乱戦状態となる。

　乱戦と見ると、訓記や丈鉄のような剣けん戟げきに慣れた者が加勢し、なんとか制す。

　そうやって乱戦状態になる箇所が、時間が経たつごとに増える。

　原因は兵の疲ひ労ろうだ。休みなく上ってくる圧あつ倒とう的多数を、わずかな兵力で射落とそうとしているのだ。休む暇いとまがない。

　籠城する相手を攻せめるのは、三倍の兵力が必要と言われる。

　しかし相手の兵力は三万。三倍どころではない。宮城前には千の兵しか配置されていなかったが、後から後から兵が都に流れ込んでくる。失った兵の数だけ、新たな兵を投入している。相手は無傷と一緒だ。

「西……」

　遠くで、悲痛な声があがっている。その声が近づく。

「城壁西側にも敵兵が集結しています！　上ってくる。弓矢隊を回せ」

　切せつ迫ぱくした声に、別の声が重なる。

「東も来た！　こちらにも必要だ」

　考仁が、祥飛の傍かたわらで指示する。

「弓矢隊、三隊ずつ東西へ走れ！　控ひかえの兵二隊ずつ、剣を持って東西へ配置させよ。景有は東、蓮佳は西へ行け。場を把は握あくし、指揮せよ」

　望楼の近くで「あそこへ走れ」「ここへ走れ」と、衛士たちに命じていた景有と蓮佳は、考仁の声に頷うなずくと、それぞれ東西へと走った。

　文官である礼れい部ぶ尚しよう書しよと吏部尚書が、戦場の指揮を執とるのは難しいはず。経験もなければ訓練も受けていないのだから、当然だ。だが現状では、衛士を指揮できる武官が圧倒的に不足している。判断力があり、位官の高い尚書が、武官の真ま似ね事ごとをするしかない。文官武官と、言っていられる状じよう況きようではない。

　唇を嚙み、祥飛は、はるか安寧の都の外れへと視線を向ける。

　近きん郊こうの城じよ砦うさいから鳳家側の兵が列を成し、都にぞろぞろ入って来るのが見える。蟻ありの群れが、弱った蟋こお蟀ろぎに襲おそいかかる様子を連想させた。

（県軍は姿もない）

　無む謀ぼうだったのかと、後こう悔かいが胸をよぎりかける。

（五ご龍りゆうも去った）

　目の前で空に駆かけあがった五龍を見たときの絶望感は、悲鳴をあげたいほどだった。祥飛は天意に見放されたのかもしれない。

（しかし、決意してしまったのだ。皇こう帝ていでいることを。帝てい位いは渡わたせぬと。そして余を信じ付き従ってくれる者たちがいる）

　矢を放つ衛士たちの、歯を食いしばる横顔や、訓記が肩かたで息をしながら、血でぬめる剣を引っさげて走る姿が目の端はしに映る。

　ここで、天は自分を見放したと泣いてしまったら、自分を皇帝にと望んでくれた彼らには、絶望しか与あたえない。だからこそ五龍が去ったあのとき、瑞ずい兆ちようだと苦し紛まぎれの声をあげた。それで味方を鼓こ舞ぶできた。

　援軍が来るまでもたせられれば、勝つ可能性はある。

　ただ五龍が消えたのは、その希望を打ち砕くだく、嘲ちよう笑しようめいた行こう為いにも思えた。

（五龍が去った）

　今一度心の中で繰くり返し、天を睨にらむ。

（しかし、だから、なんだというのだ！）

　何百年も支配者たちは五龍をありがたがっているし、自分も五龍を手放したくないと必死だった。しかし普ふ段だんの五龍は、理美の作る料理を機き嫌げん良よく食べるだけの可愛かわいい生き物で、大陸を支配する力を人に与えるほど大層な存在に思えなかった。

（あんな存在に頼たよらずとも、余は余に仕える臣を頼ればいい。あんな存在を信じずとも、余を信ずる者を信じればいい！）

　怒いかりに似たものが吹ふきあがり、負けてはならないという思いがわきあがる。

　太陽は中天を過ぎた。城壁の上の衛士たちの動きが鈍にぶくなり、疲労が見て取れる。正面と、東西の城壁の上へ、敵兵が到とう達たつする回数が増えていた。それを叩たたき落とす乱戦を強しいられるごとに、さらに疲労は増している。

　また、正門の一角に敵兵が上ってきた。

　一斉にそこへ押し寄せて叩き落とそうと乱戦になるが、その中から、胸当てを着けた軽装の敵兵が一人、飛び出した。血ち脂あぶらで汚よごれた剣を構え、望楼の祥飛に向かって一直線に駆けてくる。

　祥飛は腰こしの太刀たちの柄つかに手をかけたが、それを抜く前に、傍らにいた考仁が祥飛を庇かばうように前に出る。

「考仁！」

　兵士の獣けもののようにぎらつく、正気とは思えない眼めをはっきりと認めた瞬しゆん間かん、その兵士は突とつ然ぜん「ぎゃっ」と悲鳴をあげ、背後に倒たおれ、石の階段を転げ落ちた。背後から兵士を斬り伏ふせたのは、丈鉄だった。頰ほおに血しぶきを浴びた彼は、階段を駆けあがってくると怒ど鳴なった。

「陛下！　危険が増してる。城壁からお下りください！」

　考仁も頷く。

「ここは、わたしが指揮をしています。どうか、避ひ難なんを」

「出来ぬ。今、余が城壁を下りれば、疲労しきった者たちの気力がもたぬ。皇帝が逃にげたのだから、もう城壁が落ちるのは時間の問題だと思うはずだ」

　祥飛は頑かたくなに首を横に振ふった。

「だからといって陛下に何事かあっちゃ、お終しまいなんですよ」

　焦あせる様子で一歩、祥飛に近づこうとする丈鉄を睨みつつ、祥飛は剣を抜く。

「近寄るな丈鉄。おまえのことだ。余を殴なぐりつけてでも、城壁から引きずり下ろすつもりだろう」

　図星を指されたのか顔をしかめた丈鉄に、祥飛は強い声で命じた。

「余に何事もなきように、おまえが守れ」

「しかし」

「ぎりぎりまで、ここにいる。それから逃げ出すとなったとしても、おまえがいれば逃げ切れると信じる。余の信しん頼らいに応こたえよ」

　考仁が、祥飛と丈鉄を見比べると、意を決したように口を開く。

「丈鉄。やれるか」

　考仁も、この場から祥飛が避難することによって生じる、士気の変化を危あやぶんではいるのだろう。祥飛の決意が揺ゆるがないのであれば、と、危険を冒おかす決断をしたらしい。

　丈鉄は舌打ちした。

「陛下といい、宰さい相しよう殿どのといい、無む茶ちやを言いやがる」

　吐はき捨てると、こちらに背を向けて剣を構えた。

「わかりました。やってみましょう」

　祥飛は微笑ほほえむ。

「頼たのむ」

　望ぼう楼ろうの間近を、松たい明まつを掲かかげた衛え士じが五人ほど、訓記を先頭に駆けていく。そちらを見やると、城じよう壁へきの際きわに油あぶら壺つぼが積まれている。傍らに蓮佳がいて、油壺の配置を指示していた。

　蓮佳がこちらに向けて大きく手を振り、指先で何やら合図を送ってくる。考仁は頷く。

「火を使うか」

　祥飛の問いに、考仁はふり返った。

「日にち没ぼつ後までは、使わないつもりでしたが。出し惜おしみしている余よ裕ゆうはありません」

「良いだろう」

　考仁が手をあげる。

　城壁のぐるりには、薪たきぎが敷しきつめてあった。祥飛が戦いくさを決意した日から、衛士たちの手によってひそかに運び上げられた薪だ。油壺の油が、その薪の上へとまき散らされる。松明を持った衛士たちが、次々と火を薪に移していく。

　城壁の際が燃えあがり、梯はし子ごを上ってきた敵兵が動どう揺ようし暴れた拍ひよう子しに、梯子ごと広場へと倒れていく。梯子もろとも広場に落下した兵士たちの巻き添ぞえになり、広場に押し寄せていた兵士も倒れる。

　城壁の際が、どんどん燃えあがっていく。隙すきなく燃えあがる炎ほのおが、熱風を巻き起こして祥飛の頰を殴りつけるように吹きすぎる。

（暫しばらく、衛士たちは防ぼう御ぎよの手を緩ゆるめられる。しかし日没直後には、薪も燃え尽つきるだろう）

　敵は炎が立っていようが、遮しや二に無む二に上ってくる。炎に阻はばまれ立ち往生するところを、衛士たちは弓で射た。それがわかっていても上ってきて、わずかな隙を見つけて、炎を突つき抜ぬけようとする。

（火が消えたら、どうなるか）

　そのときのことを思い、祥飛は唇くちびるを嚙かむ。再び衛士たちは全力で防御に当たらなければならないが、彼らにその体力が残っているだろうか。

　相手の数は圧あつ倒とう的だ。次々と、疲ひ労ろうしていない新しい兵が来るのだ。

　陽ひが傾かたむいてくる。

　城壁の炎の向こうに見える安寧の街並みが、夕陽を受けて橙だいだい色いろに染まっていた。見る見る色をなくし、夜の闇やみが山の端はの向こうから滲にじみ出る。

　時の経過とともに、防御の炎が衰おとろえ、再び城壁の上へと上ってくる兵の数が増えた。応戦する衛士たちの動きは、やはり鈍い。それを見て取った丈鉄が、ふり返る。

「陛下。避難を」

「まだ引かぬ」

　丈鉄は眉まゆをつりあげる。

「限界です！　一発、食くらわせてお連れします」

　一歩、丈鉄が祥飛の所へ向かおうと階段を上ったとき。

　遠く、太たい鼓この音が響ひびいた。微かすかな地鳴りのように、地面すれすれを響き渡わたってくるような音に、祥飛も考仁も、丈鉄も、目を見開く。

「何事だ」

　考仁が色をなくす。音は宮城の北側、眉山の左右から響き渡っている。

　太鼓は、兵士を鼓舞する音。
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　尚しよう食しよくの倉庫で、余淑しゆく妃ひとともに小麦の袋ふくろの数を検あらためていた理美は、突とつ然ぜん響き渡った太鼓の音に、手にしていた筆を取り落とした。余淑妃は「ひゃっ」と声をあげ、理美にしがみつく。

　太鼓の音は近い。宮城のすぐ北側で鳴り響いている。

「なんでしょう、お姉様」

「わかりません。けれど、これは。戦のときに、兵を鼓舞する太鼓の音」

　互たがいに顔を見合わせて、青ざめた。

「お、お姉様。北側から聞こえます。近いです。もしかして、敵兵が北側に」

「確かめましょう！　ご一いつ緒しよに、余淑妃様」

　余淑妃の手を取ると、倉庫から駆かけ出る。

　女によ官かんたちは怯おびえ、太鼓の音に縛しばられたように立ちつくしている。

　理美は尚食の建物を出ると、北ほく嶺れい宮きゆうの東側にある望楼へと向かう。庭園の中の望楼で、庭園を上から楽しむために造られたらしいのだが、宮城の北側を覗のぞき見ることができる。

　いつの間にか陽が傾いていた。菊きくや萩はぎが目立つ秋めく庭園は、斜しや陽ように照らされて輝かがやいている。望楼の、木製の狭せまい階段を駆けあがり、円形の三層目に到とう着ちやくすると、ぶつかるような勢いで欄らん干かんに駆け寄り、北に視線を向けた。

　目の前に立ちはだかる眉山が、西陽に照らされて半分明るく輝き、半分暗い影かげになっている。

　眉山の西側から太鼓の音は響き、そこに軍旗を掲げた兵の一団が見えた。彼らは隊列を組み、駆け足で、宮城北側の門へ向かって来る。

　ぞっとした。余淑妃が理美に抱だきつく。

「兵士が！　お姉様」

　宮城内の兵力は南と東西に振り分けてあり、北側は無防備。衛士の小隊が数個、残されているだけだ。

　北側からの攻こう撃げきは、背後から襲しゆう撃げきされる懸け念ねんがあるため、攻せめる敵も危険を伴ともなう。兵力も分散してしまう。そのため朱西は北側からの攻撃はしかけてこないだろうと、考仁は読んでいた。

　そう読んだとしても一定の備えはするものだ。だが圧倒的に兵力が少ない皇こう帝てい側は、備えをする余力がなかったのだ。

　真っ赤な斜陽に照らされて駆けてくる兵たちは、荒あれ野を走る野火のようだった。

　砂すな埃ぼこりを蹴け立たてて近づいてくるそれを見つめて、頭が真っ白になる。

（打つ手がない）

　走る兵士たちの先頭には数騎きの騎き馬ば。その背後に従う兵は、旗を掲げている。

　旗印は、赤、青、白、緑、黒の五色。絶望感で無感覚に近くなった頭に、ふと疑問が湧わく。

（なぜ五色？）

　敵であれば、鳳家の旗印一色でなければならない。よく見れば、それぞれの旗には、安、廷、重、文、境の文字。それに気がついた途と端たん、口元を覆おおう。喜びの涙なみだが盛りあがる。

「県軍！」

　余淑妃が目を見開く。

　北側の通用門に到とう達たつした騎馬の一団が、大声で叫さけんだのが聞こえた。

「戸こ部ぶ尚しよう書しよ、登利範だ！　開門せよ！　県軍が入る！」

　守りについていた衛士たちが門を開くと、赤く照らされた兵たちが宮城に雪崩なだれこむ。彼らは先頭の騎馬に導かれ、後宮の脇わきを駆け抜け、真っ直すぐ南へ向かう。攻撃され続けている城壁の防御に、加勢するに違ちがいない。

　余淑妃が欄干から身を乗り出し、歓かん喜きの声をあげる。

「県軍が来たわ！　お姉様！」
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　何が起こっているのかわからないまま、祥飛は身構え、北側を睨にらんでいた。すると宮城内の塀へいや建物の間を埋うずめるように、兵が城じよう壁へきへ向け駆けてくる。それは水の流れのように北側から一気に押し寄せた。その先頭には数騎の騎馬があり、そこに見覚えのある男がいた。

　祥飛は息を吞のみ、考仁が思わずのように弾はずんだ声をあげた。

「利範！」

　真っ先に城壁に到達した利範は、石段を駆けあがる。背後から、隊長に率いられた兵が次々に上ってくる。あらかじめ戦せん況きようを予想していたのか、兵たちは城壁に沿って散開し、上ってくる敵へ向かって矢を射かけはじめる。

　望ぼう楼ろうへ、利範が駆けあがってきた。すぐさま祥飛の足元に跪ひざまずく。

「遅おそくなりました、陛下。県軍、参りました」

　顔をあげた利範の頰ほおには無ぶ精しよう髭ひげが生え、髷まげは乱れ、身につけた埃ほこり除よけは砂埃で真っ白だ。

「県軍、総数は」

　咳せきこむように考仁が問う。

「五県の県軍が全て動き、総数四万三千です。ただし今日駆けつけたのは、安あん県、廷てい県、重じゆう県と、文ぶん県と境きよう県の少数の先発隊の三万。残りは文県、境県の主力軍ですが、遠方から来るため遅おくれています。しかしあとから必ず参ります」

　東側と西側の城壁で、それぞれ指揮に当たっていた蓮佳と景有が、ほぼ同時に望楼へ戻もどってきた。二人とも、突とつ然ぜん出現した県軍の兵士に驚おどろき慌あわてたらしい。ただ、よく言い含ふくめられていたらしい県軍の隊長たちは、疲つかれきった衛え士じたちに代わり、すぐに応戦を始めた。そこで彼らに指揮を任せ、状じよう況きようを把は握あくするために急ぎ戻ってきたようだった。

　利範の姿を認めると、二人とも肩かたの力が抜けたような、惚ほうけたような顔になった。

「県軍が、どうやってここに」

　景有が、ぽかんとしている。

「これほどの数の兵が動けば、どこからか県軍が動いていると情報が入る。けれど、そんな情報はなかったのに。どうやってこの数の兵を連れて来たんだ、利範」

　無精髭が生え、汚よごれた身なりの利範は、にやりと笑う。そうすると右目の下の古傷と身なりがあいまって、山さん賊ぞくの頭かしらにしか見えなかった。

「関朝雲の助言を受け容いれた」

「鄙ひなの仁じん者しやがどんな入れ知ぢ恵えを？」

　蓮佳が面おも白しろそうに問う。

「敵も陛下が県軍に支し援えんを求めることは、予想し、警けい戒かいする。街かい道どうの要所にそれらを警戒した兵を配置している可能性が高いので、街道は行かず山中を行軍すべきだと。予定よりも時間がかかったのは、そのためです」

「だとしても、万の単位の兵が動けば」

　景有の言葉に、利範は首を横に振ふる。

「さらに関朝雲は、兵をできる限り小隊で移動させるように指示した。おおよそ数十人に分かれ、ばらばらの道を辿たどり、宮城北を目指せと。集合の日時と場所だけを指定し、兵を自由に移動させた。そして、今日、兵たちが集合した。集合にも半日かかり、夕暮れになってしまったがな」

　祥飛には喜びよりも、安あん堵どが大きかった。敵兵の総数は三万。こちらも三万。互ご角かくであれば防ぼう御ぎよは容易たやすく、またさらに一万三千の援えん軍ぐんが来る。

（勝てる……かもしれない）

　鳳家が三万以上の兵力を有していなければ、勝てるはず。

　城壁の上の活気は、開戦直後の勢い以上だった。

　敵兵はどんどん突つき落とされ、城壁にかけられた梯はし子ごも、次々と倒たおされている。突然の援軍に敵が混乱している。

　ひときわ大きく、城門前の広場の奥から銅ど鑼らが響ひびく。長い一打の後に、連続して八つ打ち鳴らされる。退たい却きやくの合図だ。

　それを察した城壁上の衛士や、県軍兵士たちが、片手を空に突き上げて雄お叫たけびをあげた。

　太陽が山の向こうへ隠かくれ、空は既すでに薄うす闇やみが支配している。もうすぐ真の暗くら闇やみとなり、視界が利きかなくなるのは、下から攻せめあげるには不利だ。

　援軍が来るのと同時に日が落ちる僥ぎよう倖こうが、攻撃の継けい続ぞくを諦あきらめさせたようだ。

　敵はおそらく今夜のうちに策を練り、朝あさ陽ひが昇のぼれば再び攻こう撃げきをしかけてくるはずだが、宮城はようやく息をつける。

　歓喜に沸わく衛士と兵の声を聞きながら、極度の緊きん張ちようから解放されたためか、祥飛の視界はぐらぐら揺ゆれる。

「よく、やってくれた。利範……感謝する……」

　それだけ言うと、頭のほうからすっと血の気が引くのがわかった。まずいと思ったが、直後に視界が真っ白になり、意識が途と絶だえた。
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　望楼から県軍が入城するのを見届けた理美と余淑しゆく妃ひは、すぐに北ほく嶺れい宮きゆうへ帰り、他ほかの四し夫ふ人じんに知らせた。彼女たちは抱だき合って喜んだ。

　県軍来たるの報が後宮を隈くまなく駆かけ巡めぐると、程ほどなく陽が沈しずみ、敵の攻撃の声が止やんだ。

　皆みながほっとしたのもつかの間、今度は伯礼が険しい表情で四夫人たちに許しを求めに来た。

　宰さい相しようの周考仁が、後宮の一部を開放し、官かん吏りや県軍の武官たちの休息場所として提供するようにと要よう請せいしてきたという。入城した兵の数は多く、籠ろう城じようしている状況で、後宮だけを別格とできないという。四夫人はそれに応じた。

　大門が開かれ、官吏の一部と県軍の上級武官が後宮の一角に入った。

　それと同時に馬車に乗せられた祥飛が、北嶺宮の門前まで運ばれてきた。馬車で到とう着ちやくした彼は意識がなく、急いで整えられた寝しん室しつの一つに、丈鉄の手で運びこまれた。それを追うように、宦かん官がんに導かれた侍じ医いが、寝室の中へと消えた。

　理美も四夫人も蒼そう白はくになって、閉じられた寝室の戸を、歩ほ廊ろうから見つめているしかなかった。

　祥飛が運びこまれたのは、四つある北嶺宮の寝室の中で最も広く、隣りん室しつに控ひかえの間が付属した格式の高い室。宮きゆう殿でんの中央庭院に面した風通しの良い室だ。牡ぼ丹たんを浮うき彫ぼりにした戸を開けば、石と木を配した、落ち着いた庭院にわの眺ながめを楽しめるはず。桔き梗きようが盛りで、庭院のあちこちで紫むらさきの花が揺れている。

　だが戸はずっと閉じられたまま。蠟ろう燭そくの灯あかりが戸の下から漏もれているのみ。

　時々戸の向こうを誰だれかの影かげが横切り、蠟燭の微かすかな灯りが揺れる。

「陛下の身に、何が」

　温賢けん妃ひは涙なみだ目めだ。

　祥飛は、怪け我がをしているようには見えなかった。突とつ然ぜん倒たおれたとしたら、ずっと続いている体の不調が原因としか思えなかった。目がかすみ、手が痺しびれる、あの不可解な症しよう状じようが続いている状態で戦いくさに挑いどんだのだ。急激に悪化してもおかしくない。

　宮城内の士気を慮おもんぱかり、祥飛の症状については四夫人にも伏ふせられている。しかし彼が倒れてしまった今となっては、隠し通すことは困難だ。

「五日ほど前からですが。陛下は体調が優すぐれなかったんです。目がかすんで、よく見えないと仰おつしやって。手指も痺れていらっしゃるようで。けれど陛下が、このことは他言しないようにきつく申しつけられていたので」

　宋貴き妃ひが目を見開く。

「そのようなことになっていましたの？　それで原因は？」

「原因はわからないと、侍医も首を傾かしげていました」

「で……倒れてしまわれたんですか？　そんな」

　いつもは陽気な余淑妃も、さすがに怯おびえたように声が震ふるえた。宋貴妃が重々しく頷うなずく。

「戦の前とはいえ、陛下が突然、お世よ継つぎのことを考えられたのが、不思議でしたのよ。こういう理由があったのね。鳳徳とく妃ひ様は、一いつ緒しよに過ごされていて気がつかなかったんですの？　陛下のご様子がおかしいのに」

「さほど長い時間を、ともにしたわけではないから。しかも夜だ。気がつかなかった」

　戸が開く。理美と四夫人が同時にそちらをふり返ると、侍医を伴ともなって周考仁が出てきた所だった。侍医と何事か会話すると、侍医は礼をとって去って行く。

「周宰相。陛下のご様子はどうなのですか!?」

　耐たえきれなくなったようで、温賢妃が鋭するどく問いかけた。苦い表情のままだった考仁は四夫人たちの存在にようやく気がついたようで、一礼し、近づいてきた。

「お見えでしたか、四夫人。ご無ぶ沙さ汰たしております」

　礼を失しない挨あい拶さつだったが、逆にそれをまどろっこしく感じたのか、宋貴妃が早口で問う。

「そんなことよりも、陛下のご様子はどうなのですか」

「まだ目を覚まされません。……昏こん睡すい状態です」

　考仁はあえてそうしているような無表情で、淡たん々たんと口にした。

　衝しよう撃げきに、理美は息を吞のむ。

（昏睡？　まさか）

　余淑妃の膝ひざの力が抜ぬけ、へたり込みそうになる。それを理美が慌あわてて抱き留とめた。他の四夫人たちも蒼白だ。それとほぼ同時に丈鉄と伯礼が出てきた。伯礼はいち早く四夫人と理美たちの存在に気がついたようで、彼女らに向かって礼をとった。

　伯礼の傍かたわらから丈鉄が離はなれ、早足に考仁の背後に寄る。

「陛下の看病には、伯礼がつくと言っています」

　囁ささやく丈鉄の声に、考仁は眉まゆをひそめてふり返る。

「伯礼。おまえが陛下の看病につくと？」

「ええ。わたしは陛下付きの内ない侍じです。当然でございましょう？」

「看病ならば、わたしたちがいたします！　陛下の妃きさきである、わたしたちが」

　温賢妃が声をあげた。伯礼は、優やさしげな薄うす茶ちやの瞳ひとみで四夫人を見やる。

「いいえ。四夫人にお世話は無理でしょう。意識のない者を看病するのは、力が必要なときもある。意識のない、重い男性の体を支えることができますか？」

「それは、誰かの手を借りれば」

　宋貴妃が加勢するが、伯礼は首を横に振る。

「喉のどを詰つまらせたり、転げ落ちたりするときは、人を呼んでいては間に合いません。看病する者が対処しなければ」

　言われてみればもっともだが、四夫人の思いもわかる。ただ彼女たちは冷静なので、感情的に反はん抗こうすることもできず、ぐっと言葉を吞みこむ。理美に支えられていた余淑妃が、震える膝に力をこめようとしながら、涙一いつ杯ぱいの瞳で伯礼を見つめる。

「看病は、できないのね。でも陛下にはお目にかかりたいわ。今、どんなご様子か」

「それもご遠えん慮りよいただきましょう。騒さわがしいのは、良くないでしょうから」

「騒がしくなんかしないわ」

　余淑妃が嚙かみつくも、伯礼は動じない。

「人の気配そのものが、負担になりかねないと申し上げています。ご遠慮いただきます」

　つと一歩、伯礼が足を引き、寝室の戸口の前に立ちはだかるようにした。彼はその場にいる四夫人はもちろん、理美も考仁も丈鉄も、全員をゆっくりと見回す。

「陛下には、わたしがつきます。面会は暫しばらく受け付けません。よろしいでしょうか」

　言いきる強さに驚おどろいた理美は、同時に違い和わ感かんを覚える。

（変だ。伯礼様。伯礼様らしくない）

　看病を強ごう引いんなほど買って出るのは、弟への愛着かと思えなくもなかった。しかし面会を拒きよ絶ぜつする発言は、独断に過ぎる。丈鉄は胡う散さん臭くさそうな表情になり、考仁が眉をひそめた。

「室の周りも、お静かに願います」

　念を押す言葉は「さっさと、ここから離れろ」という意味だろうか。伯礼はぞんざいに一礼すると、室の中へと消えた。

　衝撃がまだ体の中を駆け巡り、祥飛が昏睡状態だという事実すら受けとめきれない。さらに伯礼の頑かたくなな態度が、理美の不安を大きくする。

（何かが、変。絶対に変だ）

　その瞬しゆん間かんに思い出したのは、伯礼の手元で二度目にした、小さな黒い瓶びんのこと。

（そんなことは、あるはずない。けれどもし、あれが……）

　違和感に端たんを発はつし、嫌いやな予感が膨ふくれあがる。

　ひやりとする湿しめった風が吹ふき、暗い空からぽつり、ぽつりと、雨あま粒つぶが落ちてきた。
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　県軍が入城したのと同時に陽ひが傾かたむき、敵の攻こう撃げきが止んだ。

（僥ぎよう倖こうとしか言えない）

　後宮の小さな宮殿の一つが、考仁と尚しよう書しよたちが休む場所として割り当てられた。そこに入った途と端たんに、呂蓮佳は長なが椅い子すに腰こしを下ろして、ぐったりと背もたれにもたれ掛かかる。

　景有と利範も、めいめい椅子に腰かけ、卓たく子しに突つっ伏ぷして言葉少なだ。特に利範は、長旅のあとだけあって疲つかれきっているらしく、突っ伏した卓子から顔をあげない。

　開かれた出入り口や窓から、湿った冷たい風が吹きこんでくる。さっきから雨が降り出していた。雨に打たれ、濡ぬれた土の臭においが強く漂ただよう。

　煙草たばこが欲しくて、蓮佳はそわそわと指をもみ合わせながら、考えを巡めぐらせていた。

　祥飛が開戦を宣言した途端、鳳家は攻撃を開始した。祥飛が大人しく退位しない可能性を考こう慮りよして備えていたなら、それは当然。だが敵の攻撃の方法が気になった。敵はいきなり、総力戦と思えるほど南と東西から襲おそってきた。圧あつ倒とう的に数で勝まさる彼らが、そこまでする必要があるだろうか。皇こう帝てい側は籠ろう城じよう策なのだから、いずれ食料や矢が尽つきるまで、じっくり待てば犠ぎ牲せいも少なく、難なく攻こう略りやくできる。

（しかしそれをせず、短期決戦の構えだった。犠牲が大きくなるのを承知で、それを望んでいた。しかも短期決戦ならば、北側からも攻せめるほうが有効だ）

　四方から押し包めば有利なはずなのに、あえて北側からは攻めなかった。

　考仁は、皇帝側に援えん軍ぐんがあった場合、背後から襲われる危険性があるから、朱西は積極的に北側から攻めないはずだと読んだ。南と東西であれば、都の街並みが防ぼう御ぎよ壁へきになり、背後から攻撃されにくい。

　しかしそこまで慎しん重ちような男が、犠牲が大きくなる短期決戦を望むというのも不可解。

　短期決戦を望み、さらに北側を警けい戒かいしていたとなると、考えられるのは一つ。

（我々が戦う決意だということと、援軍を待っていることが、確実に知られていたんだ）

　そうとしか考えられない。

　だからこそ朱西は、援軍が到とう着ちやくする前に宮城を攻め落としたいと、確信を持って短期決戦を望んだ。さらに援軍が現れた場合に備え、背後から襲われやすい北からの攻撃だけは避さけた。

　予測だけで策を立てたとしたら、もっと他ほかにも戦い方はあったはず。あそこまで確信のある攻め方はできない。

（だとすると、宮城に鳳家の内通者がいる。間ま違ちがいない）

　県軍と西沙国へ使いが走ったことは、ごく限られた者たちしか知らない。

（誰だれだ）

　鋭く天てん井じようを睨にらんでいると、考仁が入ってきた。彼は倒たおれた祥飛に付き添そって、後宮の奥の北ほく嶺れい宮きゆうへ行っていたはずだ。彼の帰き還かんに、思わずのように景有が立ちあがった。

「周宰さい相しよう。陛下のご様子はどうでしょうか」

　その声に、利範も顔をあげた。考仁は険しい表情のまま告げる。

「昏睡状態だ」

　衝撃に、暫しばし蓮佳は言葉が出なかった。真っ先に思ったのが、「こんなときに、なぜ」ということだった。明日の日の出とともに、再び攻撃が始まるのは必定。皇帝が先頭にいなければ、戦う者の士気は上がらない。しかし祥飛の体の異変は、戦いくさの前から始まっていたことだ。今いま更さら何を言っても仕方がないが、現状だけでも、自分の目で確かめたかった。

「昏睡か。そこまで陛下の容態は悪化していたのか。我らも見み舞まいに行きたいが」

　蓮佳の言葉に、考仁は首を横に振ふる。

「行っても無む駄だだ。看病についた内ない侍じ監かん、蔡さい伯礼が誰の面会も許さないと、強きよう硬こうに言い張っている」

　ちっと、誰かが舌打ちしたのが聞こえた。

「なぜ伯礼が？　奴やつにそんな権限はないでしょう」

　不満げな利範が、声を尖とがらせる。疲ひ労ろうのために苛いら立だっているのがわかる。

「陛下付きの内侍で、ここは後宮だ。そういう意味であろうな。仕方ないやもしれぬ。あれは陛下の実じつ兄けいなのだから。ただ陛下にお目にかかろうが、かかるまいが、昏睡は変わらない。それよりも明日の対策を考えねばならない。陛下が不在の今、どうするべきか」

　淡たん々たんと考仁は言うと、卓子に近寄った。そこに広げられた宮城内の見取り図に視線を落とす。

　蓮佳は長椅子から立ち、室を出て行こうとした。考仁が、じろりと横目で睨む。

「何処どこへ行く、蓮佳」

「煙草を探してくる。後宮であれば、誰か持っているだろう。すぐに戻もどる」

「このような非常時に、控ひかえろ」

「非常時だからこそ、ないと困る」

　苦々しげな考仁の視線を背に受けつつ、室を出た。

　煙草を探すためというのは無論、噓うそだ。蓮佳が探しているのは、祥飛の護衛を務める青年。確か名は、秦しん丈鉄。見るからに密みつ探たんらしい身ごなしと油断ならない目つきの男で、ある意味頼たのもしい。祥飛の近くにいるだろうと当たりを付けると、真っ直すぐ北側に向かうつもりで宮きゆう殿でんを出た。

　門を出て驚いた。門からかなり距きよ離りはあるが、通路を北側へと向かって歩く丈鉄の後ろ姿を、けぶる雨の向こうに見つけたのだ。

「秦丈鉄！」

　呼ぶと彼は立ち止まり、ふり返り、蓮佳を認めて不思議そうな顔をした。それでも彼女が近づくまで、その場で待っていてくれた。

　手を廂ひさしのようにして雨を除よけながら、蓮佳は彼に早足で近づく。

「どうしてこのような場所にいる、君は。君は陛下の護衛ではなかったか？」

「陛下の護衛だからこそ、周宰さい相しよう殿どのに、ちょっとご意見を訊きいていたんですよ。陛下をお守りするために、どうすれば良いかってね」

「なるほどな。ところで、陛下の看病に伯礼がつくと聞いたが？」

「そうです」

「君は、伯礼を信用できるか？」

　単刀直入に問うと、丈鉄は薄うつすら笑う。

「どういう意味でしょうかね」

「彼は鳳家の血筋であり、本来ならば皇帝になれた立場だ。陛下の治世を覆くつがえそうと目もく論ろむことも、考えられないか？」

「今のあいつは、どうなんでしょうか。狐きつねの心の内なんざ、俺にはわかりませんけど」

　はぐらかそうとする言葉を聞き、時間の無駄だと感じた。こういう男には、駆かけ引きなく斬きりこむべきだ。

「宮城内に、しかも陛下のごく身近に内通者がいる」

「へぇ、どうしてそう断言するんですか」

　丈鉄は目を細めて、ふてぶてしく腕うで組ぐみする。態度の悪い奴だと思ったが、態度の悪さでは人のことは言えない。

「敵の攻撃は、こちらに援軍が来ると知っている戦い方だ。そこまで確証を持って挑いどむということは、内通者からの情報あってこそだろう」

「さすが、周考仁が認めるだけはあるってことですかね、吏部尚書」

　丈鉄の目が鋭するどく光る。

「どういう意味だ」

「内通者は確実にいます。それを知らせてくれた者がいる。そいつの情報は信しん頼らいできます。間違いない」

「相手方にも、こちらの内通者がいるのか。誰だ」

「それは言えませんが。信頼できます」

（敵方へこちらの内通者？　この男が、そんなものを放っているのか？　にしては、さほど詳くわしく情報を得ている節はないが）

　なんにしても、蓮佳の読みは当たっているのだろう。

「とにかく、内通者がいるということだろう。それが伯礼である可能性はないか？　陛下への面会を望む者を拒きよ否ひし、自ら看病を買って出る、強硬な態度がおかしいと思わないか？　わたしは、昏睡状態の陛下の身に何事か起こらないかと、危あやぶんでいる。だから頼みたい丈鉄。陛下の様子を見守って欲しい」

　自分にしては珍めずらしいほど、真しん摯しに真っ直ぐ、目の前の青年に頼みこんだ。暫しばらく見つめ合った後、丈鉄は口の端はしをつりあげた。

「あんたは、やっぱり、周考仁の友人なんだな。言うことが似てますね」

「なに？」

「周宰相は俺に、陛下の室を見張り、伯礼の様子を観察せよと命じましたよ。俺も、ここしばらく伯礼の様子は妙みようだと思っていました。それが、あんたたちの思う妙とは、違ちがうかもしれませんが。見張る必要はあるとは思っています。これから参りますよ」

「そうか」

　安あん堵どし、蓮佳はほっと息をつく。額に垂れてくる雨あま粒つぶを手で拭ぬぐう。

「今、皇こう帝ていであるのに最も適任だと思われる方だ。しっかりと守ってくれ」

「言われずとも」

　丈鉄がにやりとした。狼おおかみが笑ったような印象だった。




　　　二




　祥飛の看病には内侍監の蔡伯礼が当たり、誰も面会できない。

　それを聞いた熒惑は、思わず舌打ちした。熒惑とともに見舞いを希望した同どう輩はいも不満そうだったので、彼の舌打ちは当然と受けとめられたらしく、咎とがめられることはなかった。

　城じよう壁へきの上の望ぼう楼ろうで、祥飛が崩くずれるように倒れこんだのを見た瞬しゆん間かん、快感に似た喜びがわきあがり、ぞくぞくと体の芯しんを駆け抜ぬけた。その後、祥飛はすぐに北嶺宮に運ばれたが、意識不明のままだという。青白い顔で、死の声を聞きながら眠ねむる若き皇帝の顔を見たい欲よつ求きゆうがつきあがっていた。しかし面会を申し入れる全すべての者を、伯礼は追い返しているらしい。

（昏睡状態であれば、長くもって二、三日。そうでなくとも、明日の朝あさ陽ひが昇のぼれば戦が始まる。皇帝不在となれば士気が落ち、一気に攻せめ込まれる可能性がある。どのみち、今夜で皇帝の命運は尽つきる）

　命運尽きようとしているのに、目を開くこともできずに眠る顔が見たい。

（その顔は、さぞ美しいだろう）

　想像するだけで陶とう然ぜんとなった。誰だれかの、そんな顔を見たいがために、熒惑はあれこれと面めん倒どうなことをして噓うそ偽いつわりを重ねているのだから。欲求は抑おさえがたかった。

　見たい、見たい、見たいと、だだっ子のように、そればかりが頭の中を巡めぐる。

　どうしてこれほど欲求が強いのかと、元来明めい敏びんな性質の彼は考える。

　きっとこれは、歪ゆがんだ快感を得るためなのだろう。少年の頃ころ、恋こいした少女が泣き叫さけぶ姿を見たことがあまりに深く心に刻まれすぎていて、彼女のことを思い出すきっかけは、あのときの彼女のように追い詰つめられて、逃にげ場も希望もなくなった者の表情を見るときなのだ。

　だから、見たい。絶望する人の顔を見ると、それが恋しい者のように思える。そして目の前に恋しい者が存在することに、えもいわれぬ喜びを見み出いだす。

　だから、見たい。

　熒惑は、そろりと立ちあがった。
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　後宮女によ官かんたちは門が開かれたことに戸と惑まどい、男がうろつくことに最初は大おお騒さわぎをしたが、数刻で非常事態に慣れたらしい。彼らのために水をくみ、食べ物を配り歩く務めに励はげんだ。

　降り出した雨は強くなることはなかったが、絶え間なく降り続けている。

　萩はぎの葉先に溜たまった水すい滴てきは、ぽつりぽつりと地面に垂れる。兵士たちは建物の陰かげに入り、雨をしのぐ。あちこちの宮殿の軒のき先さきで焚たき火をおこし、県軍の隊長たちは暖をとっていた。木の燃える臭においが、雨に濡ぬれる後宮を満たしている。低い話し声や、時には静かな笑い声がする。

　後宮の夜にはありえない、人の気配の多さだ。

　それでも四し夫ふ人じんの宮殿である太たい麗れい宮きゆう、太たい曜よう宮きゆう、太たい高こう宮きゆう、太たい白はく宮きゆうと、皇后の宮殿である北ほく嶺れい宮きゆうのある最北の周囲だけは、いつもと変わらず静かな様子を保っていた。

　祥飛の看病を引き受け、誰だれの面会も拒否すると宣言した伯礼の行動に、考仁も不ふ審しんげだった。しかし意識のない祥飛にだけ付き従っているわけにもいかないらしく、その場を離はなれた。

　四夫人たちも、しばらくの間は閉とざされた寝しん室しつの戸を見つめていた。しかし鳳徳とく妃ひが「こんなことをしていても、埒らちがあきません。わたしたちは、わたしたちの仕事をしましょう」と提案したのに他ほかの三人は渋しぶ々しぶ頷うなずき、不安を口にしながらも広間へと帰った。

　ただし彼女たちは理美に、寝室の近くにいて、中の気配を見張ってくれるようにと頼んだ。理美はもちろん引き受けた。頼まれなくとも、その場を離れることは考えられなかった。

　伯礼の態度に覚える違い和わ感かんと、彼の手元に見た黒い小こ瓶びんを結びつけて考えると、嫌いやな想像ばかりが大きくなる。

（なんとか、陛下のご様子を覗のぞき見できないかしら）

　考仁と丈鉄が去り、四夫人が去ると、寝室の周囲は静せい寂じやくに包まれた。

　先刻まで、秋の虫が庭院にわの石の陰でコロコロと鳴いていた。その声は、暗い空から落ちる雨粒に脅おびやかされたように、いつの間にか止やんでいた。雨あま脚あしは強くならないものの、しとしとと降っている。

　しばらくして伯礼が、戸から顔を覗かせる。

　理美ははっとして、歩ほ廊ろうの柱の陰に身を潜ひそめた。彼は周囲を見回し、誰もいないことを確かく認にんしたらしく、再び室の中に消える。それは人目を憚はばかる行動に思え、余計に不安になる。

　裳も裾すそを持ち上げると沓くつを脱ぬぎ、ひやりとする歩廊の石いし床ゆかに裸足はだしで立った。

　そろりそろりと、足音と呼吸を殺し、室へと近づく。覗き見できる戸の隙すき間まや、窓はない。どうしようかと歩廊の左右に目を向けると、寝室に隣りん接せつした控ひかえの間の出入り口が目につく。

　戸に手をかけると、幸運なことに音もなく開いてくれる。

　戸の隙間から滑すべり込むと、中は薄うす暗ぐらく、奥へ細長い狭せまい室だった。

　窓がないのに室内がほの明るいのは、隣となりの寝室から光が漏もれ入ってくるおかげ。

　装そう飾しよくが施ほどこされた板が数枚、隣りん室しつとの間に嵌はめこまれ板いた壁かべとなり、室を分けている。それは取り外しが可能な造りになっていた。必要なときには板を外し、控えの間と寝室の間を行き来するのだろう。

　板壁の隙間に目を押し当てれば、隣を覗き見られるはず。

　目をあてると、隣室の全体が見えた。

　寝室は予想以上に広い。祥飛が横たわる寝しん台だいは、人が三人余よ裕ゆうで寝ねられるほどの大きさ。理美から最も離れた壁かべ際ぎわに置かれていた。ここからの距きよ離りは、二十歩以上もあるだろう。そのため祥飛の姿は確認できないが、掛かけ布ふがもりあがっているのはわかる。ぴくりとも動かない。

　伯礼は寝台の傍かたわらに座り、時折、寝台へかがみ込む。祥飛の呼吸を確認している仕草に見えた。

　寝台の傍らには小ぶりの卓たく子しが置かれている。その上に、小さな黒い瓶びん。

（あれは、まさか）

　よく見ようと目をこらしたとき、背後から伸のびてきた手に口を塞ふさがれた。息が止まるほどに驚おどろき、咄とつ嗟さに抵てい抗こうしようと腕うでを摑つかむが、耳元で細い声が囁ささやいた。

「何やってんだ、理美」

　聞き覚えのある声にふり返ると、見慣れた丈鉄の顔があった。彼は手ぶりで静かにするようにと伝えてきたので、こくこく頷うなずく。丈鉄はゆっくりと手を離してくれた。

　どうして丈鉄がここに来たのかと驚き、瞬まばたきを繰くり返す理美の思いを察してくれたのか、彼が再び理美の耳元に唇くちびるを寄せて囁く。

「周考仁から、陛下の身辺に気を配れと命じられた。陛下の身近に内通者がいる。吏り部ぶ尚しよう書しよもそれを疑っている。いるのは間ま違ちがいない。教えてくれた奴やつがいる。鳳家内部からもたらされた情報だから、信しん頼らい度どは高い」

「誰がそんなことを教えてくれたんですか」

「信用できる奴で、情報は正確だ」

（鳳家に、丈鉄様のような密みつ探たんが紛まぎれこんで？）

　そこまで考えた理美は、ふと妙みような考えが浮うかんで丈鉄を見つめた。

「なんだ」

「え、いえ。なんでもありません」

　馬ば鹿かな考えを打ち消す。

「しかも、ここに来て伯礼の様子がおかしいだろう。俺も前々から気になっていた。あんたは？」

　理美は板壁の向こうを指さし、彼と同じように囁く。

「思い出してみると、気になることがありました。卓子の小さな瓶。伯礼様が二度ほど、手にしていたのを見ました。しかも、さっきの伯礼様の態度が変で」

　丈鉄はぽんと理美の頭を叩たたくと、任せろというように頷く。彼は伯礼がおかしな動きをすれば、板壁を蹴け破やぶって、隣室に躍おどり込むだろう。

（丈鉄様がいてくれたら、きっと大だい丈じよう夫ぶ）

　自らを元気づけるように、言い聞かせた。

　昏こん睡すい状態だろうが、きっと祥飛は目を覚ましてくれる。珠ちゃんが去った今でも、理美は祥飛に天意があると信じたい。熱意があり、柔じゆう軟なんで、己おのれを知り、正しいことをしたいと願う若き皇帝は、一度は彼の元を去った考仁を、連れ戻もどすことすらできたのだから。

　しばらくの間、何事もなく過ぎた。祥飛は相変わらず動かず、伯礼は椅い子すに座ったまま、時折、祥飛の様子をうかがうように身をかがめるだけ。

　ことりと、寝室の戸が動いた。入室を請こう声もなく戸が開いたので、伯礼も驚いたように立ちあがった。覗き見していた理美と丈鉄は、互たがいに顔を見合わせた。

　室に入ってきた人物は、異様な身なりだった。

　白い深しん衣いを埃ほこり除よけのように身に纏まとい、下に着ているものを隠かくしている。さらに頭には布を被かぶり、顔には、真っ白い面。笑いの形に切り込みを入れた目と、頰ほおに引かれた朱しゆ色いろの線が禍まが々まがしい。芝しば居いがかった身なりだが、そこに不ふ吉きつなものを感じる。

　伯礼は異様な人物を認めると、薄うす茶ちやの瞳ひとみに嬉うれしそうな光を浮かべて薄うつすら笑う。

（あれは誰？　伯礼様はご存知みたいに迎むかえてる。しかも誰も室には入れないと仰おつしやったのに、伯礼様はあの人が入ってきたことを、咎とがめない）

　緊きん張ちようのあまり、こめかみが脈打つのを強く感じる。裸足のせいなのか、全身が薄うすら寒くなってぶるりと震ふるえた。

「わたしのあげた魔ま法ほうの薬を、上手に使えたようだね、伯礼」

　仮面の声はくぐもっていて、聞き取りづらい。男の声だとわかる程度だ。

「ええ、熒惑。魔法の薬は、とても役に立ちました。ご覧ください」

　丈鉄が、ぐっと体に力を入れて身構えたのが気配で察せられた。何かがあれば即そく座ざに飛び出せる準備をしている。理美は彼から数歩離れ、できるだけ邪じや魔まにならないようにしながら、隣室の様子を見つめ続ける。

　仮面の男は寝台に近づきながら袂たもとを探さぐり、黒い小瓶を取り出す。伯礼の近くへ来ると、彼にそれを差し出した。

「まだ、息はあるのでしょう？　念のためもうすこし差しあげたら？　前に渡わたしたものは、ほぼ使い切っただろう？」

「ええ」

　小瓶を伯礼が受け取ると、仮面の男はゆっくりと寝台の傍らへ寄る。そして、くぐもった、嬉しくてたまらないような笑い声を漏らす。

「陛下」

　仮面の男は、猫ねこなで声で呼ぶ。

「そのお顔を拝見したくて、来ましたよ、陛下」

　身をかがめ、嬉しげに仮面の男が囁いた。伯礼が、すっと数歩後あと退ずさる。

「お顔を、見せてください」

　仮面の男が、祥飛の顔をよく見ようとしたらしく、掛布を引っ張ろうとした瞬しゆん間かんだった。

　掛布の中から伸びた手が、仮面の男の手を摑む。

　仮面の男が、ぎょっと跳はね上がるように身を起こすのと同時に、涼すずやかで張りのある声が聞こえた。

「余の顔が見たいと？」

　仮面の男が後退ろうともがくが、手はしっかりと彼の手首を摑んでいた。

　理美は息を吞のむ。丈鉄も目を見開く。

（まさか）

　掛布がはらりと落ち、寝台の上に祥飛が起きあがった。仮面の男を摑む腕に弱々しさはなく、さらに瞳には鋭するどい輝かがやきがある。

（陛下！）

　驚きと喜びが全身を駆かけ巡めぐり、かっと頭が熱くなる。

（陛下、陛下！）

　力ちから一いつ杯ぱい叫さけびたかったが、驚きと喜びが大きすぎて声も出ず、口元に両手を当てて震えるだけ。

　祥飛は冠かんむりも付けておらず、衫さん一枚の病人のような姿であったが、片かた膝ひざを立て仮面の男を摑むその姿には、弱々しさは微み塵じんもなかった。あまつさえ左手には、鞘さやに入った剣けんを握にぎっている。寝台の中に持ち込んでいたらしい。

「よく、見せてやろう。どうだ？」

　それを合図にしたように、仮面の男は摑まれていないほうの手を大きく振ふりあげ、祥飛に殴なぐりかかろうとした。伯礼が背後から組みつく。

　丈鉄は驚きから覚めたらしく、板いた壁かべを蹴破り、隣りん室しつへ飛び込んだ。

　伯礼が、仮面の男の肘ひじ打うちで背後に吹ふき飛び壁に激げき突とつし、呻うめく。

　祥飛は摑んでいた相手の手首を離はなし、剣の柄つかに手をかけた。

　仮面の男は出入り口へ向けて駆けるが、丈鉄が立ちふさがり、腰こしのあたりへ体当たりした。その勢いで仮面の男と丈鉄は、床ゆかに転がった。祥飛が寝しん台だいから飛び出す。

　丈鉄と仮面の男は、互いに上になり下になり、床を転がって組み合っていた。丈鉄が一発、相手の腹に蹴けりを入れる。仮面の男は呻き、体を縮めた。その隙すきに丈鉄は相手の両手首を捕とらえ、胸の上に馬乗りになるとその場に釘くぎ付づけにした。乱らん闘とうの最中に、頭に被っていた布も、羽織っていた白い深衣も床に落ちていた。

　仮面の男の冠と深衣に、見覚えがある。

（あれは）

　理美はそれに気がつき、啞あ然ぜんとした。まさかと思った。

　壁によりかかっていた伯礼が、咳せきこむように苦しげな声で鋭く叫さけぶ。

「陛下！　彼の───熒惑の仮面を取ってください。彼の正体を」

「丈鉄、そのままでいろ！」

　もがく仮面の男の頭のあたりに跪ひざまずいた祥飛は、仮面に手をかけた。

「顔を見せろ」

　祥飛が剝はぎ取り床に放ほうり投げた、仮面が転がる。押さえつけられていた彼の抵てい抗こうがぴたりと止やむ。肩かたで息をしながら、彼は祥飛と丈鉄を見上げる。

「これは、これは。お元気そうで、何よりです。陛下」

　軽口を叩く彼に、祥飛は静かに言う。

「おまえが、鳳家と通じていたとはな……景有」







　軽けい薄はくな笑えみでその声に応こたえたのは、礼れい部ぶ尚しよう書しよ迅景有だった。







　壁によりかかっていた伯礼が、痛みを覚えたように眉まゆ根ねを寄せて天てん井じようを仰あおぐ。

「彼が、熒惑……災わざわい星」

　伯礼の声は掠かすれていた。祥飛は景有を睨にらみつけながら、淡たん々たんと問う。

「いつから鳳家に荷か担たんしていた」
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「いつから？　そうですねぇ、鳳寧孫が失しつ脚きやくしたときですかね。あの老人が打ちひしがれて宮城を去る姿を見たときに、どうしようもなくあの老人に関かかわりたいと思ってしまいましてね。絶望の香かおりがたまらなかった」

「そんな前からかよ」

　丈鉄は乱暴に景有を引き起こすと、両りよう腕うでを後ろ手にねじり上げた。それから腰の袋ふくろを探り縄なわを取り出し、手て際ぎわよく縛しばり上げる。

「なぜ鳳家と通じるような真ま似ねを。それほど、先せん帝ていや余の治世に不満があったのか」

「不満？　まさか、とんでもない。周宰さい相しようが就任してからの世は、歴史的に見れば、実に優すぐれた治世だと思っていますよ」

　悔くやしげな祥飛と対照的に、景有は朗ほがらかでさえあった。裏切りが露ろ見けんし、咎められている者の表情ではない。いつもの軽薄な礼部尚書だ。だがその変わらない様子に、ぞっとした。彼がまるで悪気がなさそうなのが、異様だ。

「ではなぜ、鳳家に肩かた入いれした」

「治世が優れていることは素す晴ばらしい。けれど、面おも白しろくない」

　ふっと景有の表情が消える。そして空白になった表情の下から、今まで見たことのないような、心の底からこみあげる笑いをこらえるような、笑顔が現れる。

「世が乱れれば乱れるほど、面白いものが見られるでしょう」

　丈鉄が嫌けん悪おの表情を浮うかべ、祥飛は眉まゆをひそめた。

「世が乱れれば、面白いものが見られるだと？」

「ええ。追い詰つめられ、苦く悩のうし、絶望する陛下のお顔が見たかったのですが。残念です」

「こいつと、まともに相手する必要はなさそうですよ、陛下」

　うんざりしたように丈鉄が言うと、景有は顔を伏ふせ、くっくと笑う。

「ひどいなぁ、丈鉄」

　控ひかえの間の暗がりで、壁にしがみついていた理美は、瞬まばたきもできずに景有を見つめていた。

（こんなお方だったの？　こんなお方が、いるの？）

　景有の言葉の全すべてが、理解できない。魔ま界かいの生き物の、不ふ愉ゆ快かいで恐おそろしい呻きを聞いているようだった。

「戦いくさが終われば、ゆっくりと罪に問う。まずは牢ろうに入ってもらう」

　立ちあがった祥飛は、後ろ手に縛られ跪く景有を見下ろす。景有は不敵に笑う。

「戦が終わったとき、陛下の命があればご存分に」

「その減らず口は、閉じていてくださいよ。礼部尚書」

　脅おどしつけるように丈鉄が言い、腕うでを捻ねじる。景有は痛みを堪こらえるように歯を食いしばった。丈鉄はそのまま、景有を立たせる。

「こいつを、宰相と尚書方に引き渡してきます」

　丈鉄は乱暴に景有を引き立てて、室を出た。

　室内は悲ひ惨さんな状態だ。寝台は乱れ、椅い子すが倒たおされ、しかも蹴け破やぶられた板壁の破は片へんが散乱している。その中に佇たたずむ祥飛と、壁にもたれかかって座る伯礼。嵐あらしのような出来事のあとで、二人とも放心しているようだ。

　控えの間の暗がりから、理美はふらりと歩み出る。

（礼部尚書が、鳳家と……。ああ、でも。だったら、あの理由もわかる）

　考仁が職を辞すと宣言して宮城を出たとき、朱西はいち早くその情報を知っていた。考仁が去ったあのとき、あの場にいたのは限られた者たちだけ。彼ら全員に口止めをしたにもかかわらず、朱西がすぐに情報を知り得たのは、景有が告げたからに違ちがいない。

　理美の出現に、祥飛は驚おどろいたように目を見開く。

「理美」

　呼ばれると視界が滲にじむ。昏こん睡すい状態と聞いて、不安と心配に苛さいなまれていた心が一気に解放されて、安あん堵どのために泣けてくる。

「陛下……ご無事で」

「心配をかけるのは、わかっていた。しかし、こうしなければ内通者をあぶり出すことができなかった。すまぬ」

　祥飛の瞳ひとみはきれいに濁にごりなく澄すんでいて、真っ直すぐ理美を見つめている。そしてふらつくこともなく、理美のほうへと歩いてくる。

「陛下。目が」

　今朝まで祥飛は、丈鉄や伯礼の肩に手を添そえなければ、目がかすんで歩けない様子だった。しかし今、彼は、誰だれの助けも借りずに真っ直ぐ歩いている。近づいてきた彼は、理美の右手を摑つかみ、両りよう掌てのひらで包むようにした。温かい手に包まれる。その両手指には、震ふるえの兆候もない。

「指も……」

　祥飛は首を横に振る。

「悪かった。目のことも指のことも全て芝しば居いだ。さすがに、戦の直後に城じよう壁へきの上で倒れたのは、疲ひ労ろうと緊きん張ちようのためで、本当だったが。ここに運びこまれて目覚めたときに伯礼が、これは良い機会だと言って、余が昏睡状態だということにしたのだ。明日の決戦の前に内通者をあぶり出しておかなければ、何が起こるかわからぬと」

「芝居？　全部」

　目が見えない、指が痺しびれると訴うつたえた祥飛を診しん察さつした侍じ医いは、首を傾かしげていた。原因がまったくわからないと。それはそうだろう。彼の体に変調などなかったのだ。芝居だったのだから。

「内通者をあぶり出すために、伯礼が策を練ったのだ。宮城に帰った日の夜、ひそかに伯礼が余の元にきて策をうちあけられた」

　それを聞いて思い出すのは、宮城に帰き還かんした日の明け方近く、祥飛が寝台を抜ぬけ出していたことだ。あのとき、祥飛は伯礼に呼び出されたのだろう。

「そして伯礼の指示のもと、余が毒を盛られているように見せかけたのだ。たださすがに、丈鉄には不ふ審しんがられていた。目がかすむと言って肩を借りると『どの程度見えるのか』としきりに問われた。だが、うまく内通者をあぶり出すことができた。伯礼の手て柄がらだ」

　祥飛が伯礼のほうへ顔を振ふり向け、理美もその視線を追った。壁かべにもたれて座りこんだ伯礼は、天井を仰いだままぐったり目を閉じていた。顔色が紙のように白い。

「伯礼様!?」

「伯礼!?」

　理美と祥飛は、伯礼に駆かけ寄った。祥飛が彼の傍かたわらに膝ひざをつき、肩を揺ゆする。

「伯礼！」

　がくりと伯礼の首が折れ、祥飛にもたれかかった。伯礼の体を抱だき、祥飛は焦あせった様子で理美に命じた。

「すぐに侍医を呼ぶのだ、早く。伯礼の様子がおかしい」

　声に弾はじかれ、理美は室を飛び出した。




　　　三




　火ひ鉢ばちで暖められた室に、ひやりと湿しめった冷たい空気が流れ込んだ。

　卓たく子しに突つっ伏ぷし、うたた寝ねしていた戸部尚書登利範は、はっと顔をあげた。

　室の出入り口が開かれ、そこに景有の姿があった。姿を見せないと思っていたら、何処どこへ行っていたのかと、ぼんやりと考えた。この非常時にも不ふ真ま面じ目めさを発揮して、おおかた女によ官かんを口説きにでも行ったのだろうと思っていたが──なぜか景有は後ろ手に縄をかけられていた。彼の背後には、ひどく険しい表情をした丈鉄の姿がある。

　さすがに目が覚めた。

「何事だ、それは」

　立ちあがった利範の気配に、長なが椅い子すで寝ていた蓮佳も起きあがり、目を見開く。窓辺に立って思案を続けていたらしい考仁は、苦いものを吞のみこんだような表情だ。

　丈鉄が、景有の背を突き飛ばしてその場に跪ひざまずかせた。

「こいつは、鳳家の内通者です。熒惑と名乗っていたらしいですが」

　蓮佳が、呆あきれたように肩かたをすくめて天てん井じようを仰あおぐ。

「陛下に近い者だとは予測していたが……これぞ獅し子し身中の虫だな」

　考仁はじっと黙もくしたまま、景有を見つめている。利範は眉をひそめた。

「何を言っている、秦丈鉄。内通者？　景有が？　馬ば鹿かなことを。景有、おまえもまた、何をしでかしてそのような誤解を受けた」

　景有を見やると、彼はいつものにやにや笑いで利範を見上げる。

「誤解か。誤解ねぇ」

　すると考仁が、静かに口を開く。

「誤解ではないのだな、景有」

　利範は驚き、考仁にふり返った。

「周宰さい相しようまで、何を」

「疑うなら、陛下や伯礼、理美に訊きいてみるといいでしょうよ。俺は陛下の元へすぐに帰ります。こいつのせいで、陛下も理美も不安に違いない。俺が、傍そばに居る必要がある」

　丈鉄はじろりと蓮佳を睨にらむ。

「これが、あんたの疑っていた内通者だ。信じられない気持ちはわかるが、誰にも縄なわを解かせないでくださいよ」

「ああ、わかった。縄は解かない」

　丈鉄は鋭するどく景有の背中を睨みつけると、きびすを返して暗くら闇やみへと消える。

「まったく、おまえは何をしているんだ。馬鹿か」

　利範は急いで景有の前へ跪き、縄に手をかけようとした。

「縄には触ふれるな、利範！」

　考仁の鋭い声が飛ぶ。利範はふり返った。

「なぜですか。景有が内通者であるなどと、馬鹿なことはありえないでしょう」

「そうかな？　礼れい部ぶ尚しよう書しよは、一言も否定の言葉を口にしていないぞ」

　蓮佳が、冷えた声で言う。はっとして、利範は景有を見つめる。いつものにやにや笑いを続けているが──この場の雰ふん囲い気きは、笑って茶ちや化かしていられる状じよう況きようではない。それがわからない景有でもないだろうに、笑い続けている。

「景有？」

　何かが妙みようだ。利範はようやく、それを悟さとった。

「まさか、本当なのか。おまえが内通者だというのは」

　そんなはずはない、と思った。家いえ柄がらに恵めぐまれ、皇こう帝ていに重用され、彼が現状に不満を抱いだく要素などない。その彼が内通者になるうまみなど、ないだろう。祥飛や考仁に恨うらみを抱く要素もない。鳳家に恩があるわけでもないはずだ。だが。

（実益や、憎ぞう悪おや恩や。わかりやすいそれら以外に、動機は存在しないのか？）

　ふと、利範を戸部尚書にまでさせた理性が告げる。利範は景有を見つめた。

（景有は修しゆ羅ら場ばを笑うような、不可解な感覚を書生の頃ころから持っていた）

　自害しようとする仲間と、それを必死で止めようとする仲間たち。書生の頃、景有はそれを見て、我が慢まんできなくなったように大声で笑ったのだ。面おも白しろい、と。

（面白いと。景有のその感覚を、ただ始末に悪いとしか思っていなかった。しかし）

　にやにやする景有を見て、利範は慄りつ然ぜんとし、身を強こわ張ばらせた。
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　理美が侍医を連れてくるのと、丈鉄が景有を、考仁たちに引き渡わたして戻もどってくるのと、ほぼ同時だった。

　祥飛は伯礼を寝しん台だいに寝かせるようにと命じ、丈鉄が抱き上げて寝台へ乗せた。

　侍医は伯礼の脈を測り、瞳ひとみを覗のぞき込む。そうしていると伯礼が、目を覚ました。彼は瞬まばたきして侍医の顔を見つめ、それから寝台の周囲へと目を向ける。

「わたしは、気を失っていましたか。失礼を」

　弱々しく呟つぶやき起き上がろうとするその肩を、侍医が押さえた。

「横になっていたほうがよろしい、内ない侍じ監かん。お体が辛つらいでしょう。この症しよう状じようは、毒のように思えますが」

　毒の単語に、祥飛がぎくりと表情を変える。伯礼は誤ご魔ま化かすような苦笑いをする。

「そのことは、またあとでゆっくりお話しします。今は……」

「聞かせるのだ！　毒とは、なんのことだ」

　祥飛が侍医に詰つめ寄る。伯礼が片手をあげ、「話してはならない」というように、侍医を押しとどめる仕草をした。しかし侍医は祥飛に睨まれ、困った顔をする。伯礼と祥飛を見比べた彼は、祥飛の圧力に負けたらしい。仕方ないというように小さく首を振って口を開く。

「内侍監の症状は、おそらく毒によるものです。ご本人に確かく認にんしなければわかりませんが、瞳の動きから、視力が極きよく端たんに落ちているように思えます。しかも指先に微かすかな震ふるえがあります。壁に体を打ちつけられたあとに、失神されたと聞いております。全身に衝しよう撃げきを与あたえられることで、神経が負ふ荷かに耐たえきれずに痙けい攣れんに似た症状を起こしたと思われます。これは、神経に影えい響きようを及およぼす毒でしょう」

　祥飛が、呆ぼう然ぜんと伯礼を見下ろす。

「目がかすみ見えづらくなり……、指先が痺しびれ、匙さじや箸はしを取り落とす。伯礼、おまえは余に、そのように振る舞まえと言ったな？　そのような毒が盛られているように、内通者に見せかける必要があると。それによって、おまえが余に対して毒を使ったように、内通者に見せかけられると」

　声が震えている。

「なぜその毒の症状が、おまえに出ている」

「そのことについては、戦いくさが終わったあかつきにまた、陛下にお話をいたします。それまで」

「今、言え！」

　祥飛は、起き上がりかけている伯礼の胸むなぐらを摑つかむ。侍じ医いが慌あわてて制止しようとしたが、邪じや険けんに払はらいのける。

「言え伯礼！　なぜおまえに、毒の症状が出るのだ！」

「それは、また」

「言えと命じているのだ！」

　激しい言葉にさらされ観念したように、伯礼は溜ため息いきとともに目を伏ふせた。

「自分で飲みました。毒を」

　衝撃のあまり、理美は呆然とした。それはその場の全員がそうだったようで、侍医すらもぽかんと口を開く。丈鉄は痛ましげに顔を歪ゆがめ、祥飛は表情を凍こおりつかせた。

「毒を、なぜ。自分で」

　切れ切れに問う祥飛に、伯礼は事もなげに答える。

「わたしが熒惑───礼部尚書に渡された毒の種類が、わからなかったからです。誰だれかに飲ませてその症状を観察すれば、その毒を使ったときに出る症状を真ま似ねでき、熒惑に、わたしが陛下に毒を使ったと思い込ませることができます」

　そこで伯礼は薄うすく笑う。

「熒惑は毒の種類を告げないことで、わたしが確実に陛下に毒を盛った確信を得ようとした。それを逆手に取りました。彼は己おのれの計略に足をすくわれたのですよ」

「だからといって、なぜ自ら毒を飲む必要があったのだ」

　祥飛は目をつりあげるが、伯礼は動じない。

「死し刑けい囚しゆうに毒を飲ませて、観察することも考えました。しかし実験台に相応ふさわしいほどの非道を犯おかした死刑囚を探す時間は、ありません。しかも、そのような動きをすれば熒惑に知られます。彼が宮城内、さらに陛下の側そば近くにいる誰かだということだけは見当がついていたので。だから自ら毒を飲み、その症状を自らの体で知るしかなかったのです。熒惑の口ぶりから、即そつ効こう性の毒ではないとわかっていましたから、それが可能でした」

　丈鉄が、呻うめく。

「あんたの体の動きが妙だと、ずっと思っていた。そういうことか」

　彼の一言で、理美ははっとする。

（丈鉄様は、伯礼様が妙だとしきりに仰おつしやってた）

　それは視力が衰おとろえ、体に痺れがある彼の動きに、違い和わ感かんを感じたためだったのだろう。密みつ探たんならではの観察眼の鋭さで、伯礼の動きの不自然さに気がついたのだ。

（そうだ。圖ず書しよを調べて欲しいって、伯礼様にお願いしたときも）

　伯礼は圖書を調べる作業を求められると、様々に理由を作って手を付けなかった。衰えた視力では、圖書が読めなかったからなのだろう。

　あのとき、彼の体は既すでに毒に冒おかされていた。

　伯礼は言い訳するように言う。

「ただ、必要以上に飲んではいません。症状がわかれば毒の種類もわかりますから。一定の症状が出た時点で、毒を飲むのは止やめました」

　胸ぐらを摑む祥飛の拳こぶしが、怒いかりを堪こらえるかのように震えている。それを見つめる伯礼の瞳は、どこか焦しよう点てんが定まっていない。彼の状態を知らされて初めて気がつくほどに、誤魔化し方が上手うまい。公子から内侍になり、様々な苦痛を味わった彼だからこそ、人の目を欺あざむく術すべを身につけ得たのだろうか。

「神経に作用する毒によって引き起こされた症状は、回復しませんぞ内侍監」

　侍医の責めるような厳しい声に、伯礼は頷うなずく。

「知っています。服毒を止めたので、これ以上の悪化はないでしょう。けれど、わたしの体はこのままでしょう」

「ご存知で、されたとは……」

　深い溜息をつき侍医は深く礼をとる。

「陛下。わたしにできることは、ございません。ただ、お体に負担をかけないように、内侍監を休ませるのがよろしいかと存じます」

　全すべてを知って服毒した伯礼の行動に、呆あきれたとも感服したともとれる一いち瞥べつをくれ、侍医は室を出て行った。

　丈鉄は壁かべにもたれると、腕うで組ぐみする。

「この計略は、俺にも知らされなかったわけだな」

「秘密を知る者は、少ないに越こしたことはないでしょう？」

　丈鉄の声のほうへ向けて、伯礼は流し目をくれる。視力はかなり衰えているはずなのに、こういった仕草を自然とできるところが、驚きよう嘆たんすべきことだった。

「ただ周宰さい相しようが世よ継つぎのことを言い出したのには、少々困こん惑わくしました。強きよう硬こうに拒きよ絶ぜつすると、かえって怪あやしまれるために、鳳徳とく妃ひにだけは協力を求めました。陛下の体調不良の真相を明かし、陛下はまだ、お世継ぎを考えてはおられないが、一夜を過ごすふりをしてほしいと。失礼な願い事でしたが、彼女は受け入れてくれました。理美には無理でしょう？　すぐ顔に出る」

　理美は自分の頰ほおに手を触ふれる。祥飛の体調不良が芝しば居いだと知ったら、安心してそれが顔に出るのは間ま違ちがいない。確かに自分は、こういったことに不向き。

　四し夫ふ人じんの中でそういった感情を隠かくすのが最も上手そうなのは、鳳徳妃だ。

（鳳徳妃様は、ご存知で）

　妃ひ嬪ひんにとって皇こう帝ていの訪おとずれを受けることは名めい誉よだが、それはただ、言い訳を作るためだけの噓うそだった。屈くつ辱じよく的ですらあるはずのその役目を、鳳徳妃は受け入れてくれたということ。全ては皇帝のため、と。おそらく太たい白はく宮きゆうを訪れ寝しん室しつに入った祥飛は、鳳徳妃とお茶でも飲んで過ごしただけなのだろう。

「はっ！　そうかよ。その計画は、自分が毒を飲むような馬ば鹿かな真似の上に成り立っていたってわけか。それを陛下にすら知らせなかったのか。こんな馬鹿なことを、考えましたと言えなかったのか。言えないはずだよな。陛下が許すはずがないからな。こんな企くわだてを。噓つきの狐きつねめ」

　丈鉄の語気が強くなる。伯礼が自分の身を危険にさらしたことに、腹を立てているようだった。

　伯礼の胸ぐらを摑つかんだまま、祥飛は今にも喚わめき散らしそうな怒りの表情で、唇くちびるを嚙かんでいる。

　祥飛の怒りの気配に気がついたのか、伯礼は取り繕つくろうように言う。

「噓はついていません。お知らせしなかったことは、ありますが」

「それは、おまえが得意な詭き弁べんだ！　愚おろか者が」

　祥飛の責める声に、伯礼の表情が鋭するどくなる。

「お言葉ですが、愚かな行いだとは思っていません。こうして内通者を、確実にあぶり出せたのです。陛下の身近にいる内通者は危険すぎます。長年、周囲の目を欺いてきた人物を特定するのは、容易たやすくできることではありません。内通者がいればこちらの策が漏もれ、戦の勝敗にも関かかわります。戦に勝利したあとでも、陛下の治世を脅おびやかす存在になります。絶対に排はい除じよしなければならない存在なのですから」

　これだけは譲ゆずれないというような、断固とした声。それに煽あおられたのか、かっとしたようにさらに祥飛の声が高くなる。

「だからといって、なぜ毒まで飲める！」

「陛下をお守りするため以外に、何がありますか」

「おまえは……！」

　怒りが頂点に達したのか、祥飛は言葉を詰つまらせ、摑んでいた手に力をこめる。伯礼の上体が前に傾かしぐ。その頰を祥飛が殴なぐりそうに見え、理美は一歩踏ふみ出しかけた。

「陛下……！」

　制止しようとする理美の声とほぼ同時に、祥飛は、伯礼の胸むな元もとに自分の頭を押しつけた。

　一歩踏み出したまま、理美は息を吞のんで動けなくなる。

　祥飛はそのまま動かない。伯礼は驚おどろいたように、自分の胸に頭を付けた祥飛を見下ろす。

「おまえは……馬鹿者だ……」

　湿しめった雨音にかき消されるような、細く震ふるえる祥飛の声。

「なぜだ。おまえが、余のためにいつも犠ぎ牲せいになっている。天はなぜそのようなことをする」

　薄うす茶ちやの瞳ひとみに優やさしい色を浮うかべ、伯礼は穏おだやかに微笑ほほえむ。

「天を怨うらむのはお門かど違ちがいです、陛下。これは天の行いではなく、わたしが自ら望んだこと。そして天から定められた運命ではなく、自ら望んだことに誇ほこりを持っています」

「なぜ望めるのだ。そのようなことを」

「お怒りを買うかもしれませんが」

　伯礼の柔やわらかい声が告げる。

「陛下は、わたしの弟ですから」

　祥飛の背を、伯礼の指が軽く撫なでた。その指先は毒の影えい響きようで微かすかに震えている。今まで気づかれないように、指先を極力袖そでの中に隠していたのだろうが、もはや隠す必要もない。

　理美の目には、祥飛が小さな男の子のように見えた。甘えているようだ。

　母親に愛されず、後宮でひとりぼっちでいた男の子が、優しい兄公子にやっと再会できたのかもしれない。

　雨音と湿った秋の夜の空気が周囲に満ちる。

　祥飛の肩かたが震えていた。伯礼がその耳元に唇を寄せて、何か囁ささやく。唇の形を読むと、

　───泣かないで。

　そう、言ったようだった。

　祥飛は、いやいやするように首を横に振ふる。伯礼は困った表情になるが、どこか嬉うれしそうだった。理美の耳には微かに「兄上」という祥飛の声が聞こえた。

　丈鉄はわざとらしく彼らから視線をそらし、開きっぱなしになっている出入り口の向こうの闇やみに目を向けている。理美も同じように、軒のきから滴したたる雨あま粒つぶに目を向けた。

　雨に濡ぬれ、そっと花弁を閉じている桔き梗きようの紫むらさきは、室から漏れる光で闇の中に浮かんで見える。穏やかな雨に身を任せて濡れるほっそりとした姿が、美しい。
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　伯礼は、丈鉄や理美の気き遣づかいを静せい寂じやくの中に感じたのだろう。嗚お咽えつを漏らす弟の体を、抱だきしめた。泣き虫の弟を、仕方がないなと、あやすように。
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　暫しばらくして、伯礼が休んでいる寝しん室しつに、考仁と蓮佳、利範がやってきた。

　伯礼は寝しん台だいに座っていたが、落ち着かない様子だった。彼の感覚からすれば、主あるじの寝台を臣下が占せん拠きよしているのは憚はばかられるのだろう。回復したと言って寝台から出ようとした彼を、祥飛が強ごう引いんに押しとどめているのだ。とにかく祥飛は伯礼の体が心配らしい。

　祥飛は寝台の傍かたわらに座り続けていたが、理美と丈鉄が手伝って、身なりを整え食事も終わらせていたので、随ずい分ぶんと落ち着いた様子だった。

　そこにやってきた考仁と蓮佳、利範は、表情が暗かった。

　考仁の片かた腕うでと言われ、利範の書生時代からの友人である迅景有が内通者であった事実に、衝しよう撃げきを受けたのだろう。しかしさすがは崑国宰相と尚しよう書しよたちで、衝撃を受けてはいるものの動どう揺ようした様子はなく、冷静な目をしていた。

「申し訳ありません、陛下。礼部尚書の暗あん躍やくに気がつかなかったのは、我々の落ち度です」

　室に入るなり、考仁と二人の尚書は跪ひざまずく。

「詫わびる必要はない。皆みな、立て。元から景有がそういう男だったというだけのこと。しかも目的があれの口にした通り『面おも白しろいものを見るため』だとすれば、考仁たちが考える内通者の動きとは、まったく違ちがうことばかりしていたのだろうから、見み抜ぬくことは難しかっただろう」

「面白いものを？　やはり景有は、そう言いましたか」

　利範が顔をあげた。

「そう言っていた」

「あいつは……」

　利範は呻うめく。心の底から理解に苦しむような、苦く悩のうする表情だった。

「それで、景有はどうした」

　祥飛の問いに、蓮佳が吐はき捨てるように答える。

「後宮の仮かり牢ろうに入れましたよ。大人しくしていますが、一言も口をききません。ただ、いつものようににやにやしているばかりで」

　立ちあがった利範が顔を歪ゆがめる。

「書生の頃ころから一いつ緒しよだったのに、あいつが考えていたことを、わたしは何も知りませんでした」

「さっきも言ったように、奴やつの心を測るのは困難だろう。気にすることはない」

　考仁が寝台に近づいてくると、気配を察した伯礼は寝台を下りようとした。

「大人しくしていよ、伯礼」

「そうは言われましても」

　鋭く祥飛に制止され、伯礼は戸と惑まどっているらしい。考仁は、「陛下の仰おつしやる通りにせよ、伯礼」と告げると、寝台の傍らに立つ。

「内ない侍じ監かんの働きに、感謝と敬意を表する」

　そう言うと考仁は、礼をとった。本来ならば自分が内通者の存在に気がつき、対処しなければならなかったのだと、自分を責めているのだろう。己おのれの不ふ甲が斐いなさと、伯礼への感謝が、その横顔には入り混じっている。伯礼は暫く考仁のほうに視線を向けていたが、ようやく相手が礼をとっているとわかったらしい。驚いたような表情になる。

「謝辞をいただけるとは、勿もつ体たいないことです。当然のことなのですから」

　細い声で返すと、微笑む。考仁は顔をあげ、伯礼の焦しよう点てんの合わない美しい瞳を見つめる。

　祥飛は、大きく息をつくと椅い子すから立ちあがった。

「景有のことは、まず片が付いたのは喜ばしい。それよりも明日の策を練らねばならない。敵はどう出るのか、我々はどうすべきか」

「県軍が宮城内に入った今、四方から攻せめ立てられる公算が大きいですね。彼らはさらなる援えん軍ぐんを予想するのが、困難でしょうから」

　蓮佳が淡たん々たんと分ぶん析せきする。祥飛は天てん井じようを仰あおぐ。

「期待できる援軍は、文県と境県の県軍。あとは西沙国か。どちらにしても、明日の朝には間に合わぬだろうからな」

　文県と境県は他ほかの三県よりも随分遠く、県境を越こえるのに高い山や深い川を渡わたる必要がある。今日到とう着ちやくした県軍とたった一日遅おくれとはいかない。到着には数日が必要。

　そしてそれは西沙国についても同様で、早くても西沙国の支し援えんが来るのは、数日後。

　宮城に籠ろう城じようした三万強の兵。数が増えたために防ぼう御ぎよは容易たやすいが、それによって大きな問題が生じる。理美は、そこが心配だった。彼女と同じことを真っ先に気にしたのは、考仁だ。

「利範。宮城の食料の備えはいくらほどもつ」

「おそらく、二日が限界かと」

「後宮の備び蓄ちくは？　内侍監？　把は握あくしているか」

　寝台の上から、伯礼が答える。

「わたしの見立てでは、おおよそ二千人が一晩過ごせるだけかと思います。それで違いない？　理美。君は尚しよう食しよくに手伝いに行っていたよね」

「はい。伯礼様のお見立てで、間ま違ちがいないと思います」

　理美の答えを聞き、丈鉄が渋しぶい顔をする。

「こちらも短期決戦を挑いどまねばならない、てことだな」

「籠城は大量の援軍が来る見込みがあってこそ成り立つが、我らがこれから見込める援軍は、多くて一万数千。宮城を包囲する敵を、外側から撃げき破はできる数ではない。それ以上の援軍も見込めないのに籠城すれば、袋ふくろの鼠ねずみ。じわじわ攻こう略りやくされるのみだ」

　腕うで組ぐみをした蓮佳が、きっぱりと言う。考仁が、それに付け加える。

「もとより、籠城は戦術としては良策ではない。最初から籠城は考えていない。だからこそ、戦いくさが始まるまでの十日間で、食料を大量に運びこみもしなかった。それよりも防御を固めることを優先した」

「打って出るということか？」

　祥飛の問いに、考仁が頷うなずく。

「もともと兵力三万程度だった相手は、今日の攻こう城じよう戦で多くの兵を失っています。対して我々には新たに、戦い疲つかれていない県軍が三万加わった。正面からぶつかっても、相手を撃破する可能性があります。撃破はならずとも、陛下を宮城から脱だつ出しゆつさせ、再起を図はかるために重県なり廷県なり、陛下に忠実な者たちのいる場所へ逃にげ込めます」

「相手に、三万以上の兵力がある可能性は？　相手の数が勝まされば、我らは不利だろう」

　鋭するどい祥飛の問いに、利範は唸うなる。

「そこです。鳳家に従うのは禁軍将軍率いる、安寧駐ちゆう屯とんの禁軍三万二千。我らが把握しているのは、それだけ。他に鳳家に従う勢力は考えられません。しかし陛下の仰るように、思いもよらない兵力を準備している可能性もあります。相手は鳳朱西です」

「確かに、朱西は用心深い。しかし我らとて判断を遅らせては命取り。相手方が、今日失った兵力を補ほ充じゆうする時間を与あたえることは得策ではないし、我らの兵が疲れきってからでは、数が同等でも、戦せん闘とう能力が劣おとる。食べ物を一日抜ぬいただけでも、兵の力の差が明らかに出るのだから」

　考仁が強い口調で主張する。

　耳慣れない戦の話で、理美は彼らの会話の速度についていくのがやっと。

　だが、一つだけ明確に理解したのは、打って出るならば明日しかないということ。

　食料事情を考えれば、長期の籠城は不可能だし、蓮佳も言ったように、強大な援軍の期待もなく籠城するのは、ほとんど自殺行こう為い。

　祥飛は沈ちん黙もくし、視線を外へと向けていた。軒のきから落ちる雨だれの音を聞くように目を閉じると、暫くしてから目を開き考仁たちを見回した。

「とるべき道は一つしかない、ということがよくわかった。朱西が相手では、道に危険が伴ともなうことも。闇やみ雲くもに籠城することも得策ではない。今ならば勝てる見込みがあるというなら、その道を取る。良いか？」

　考仁、蓮佳、利範が、祥飛の視線を受け、目顔で「是ぜ」と答える。

「明日の朝全軍、打って出る。四し夫ふ人じんや女によ官かん、内侍たちも、馬車や馬に分散して乗せて出られるように準備をさせよ」

　祥飛の決断に、考仁が答える。

「よろしいでしょう。全軍三万が北側から一気に出るべきです。相手は、我らが籠城するか打って出るか、判断がつかない。そのために兵を宮城周囲に分散させている可能性が高い。となれば、こちらが数で圧あつ倒とうすれば、北側から眉山を回り込み荒こう野やに出て、赤河まで一気に駆かけ抜けられます。赤河の岸に沿って北上すれば、重県が近い」

　表情を引き締しめ、祥飛が命じる。

「考仁、蓮佳、利範。日の出とともに出しゆつ撃げきする準備をせよ」

　彼らは礼をとると、身を翻ひるがえし出て行く。これから細かな作戦を立てたのち、それを兵たちに伝えて出撃の準備をする。それだけでも大変だが、文官や、後宮の妃ひ嬪ひん、女官、内侍たちも脱出させるための段取りがある。

　伯礼がするりと寝しん台だいを下りると、祥飛は咎とがめるようにふり返った。しかし彼は一礼し、祥飛が文句を言うのを遮さえぎる。

「内侍監が寝ねていられる状じよう況きようではないと、おわかりですね？　陛下」

「しかし」

「内侍監は後宮を管理するのが務め。妃嬪や女官、内侍たちの準備は、わたしが指示しなければ誰だれがやりますか？」

　そこで、にこりと笑う。

「ご心配なく。わたしは、できます」

　笑え顔がおと優やさしい声に、祥飛は逆に首根っこを押さえられたようだ。わずかに不満そうではあったが、結局「わかった」と頷いた。

「では、参ります」

　伯礼が室を出て行く背中を見送り、丈鉄が感心したように呟つぶやく。

「あいつ、ほとんど目が見えてないんだろう？　物のぼんやりした影かげと明暗だけを頼たよりに、ああやっているとしたら、大したもんだ」

「丈鉄様は、伯礼様の動きがおかしいと、よくおわかりでしたね」

　誰の目にも異変が感じられなかったのに、彼だけが妙みようだとしきりに口にしていたことに、素す直なおに感心した。

「あいつの歩き方、いつもふらふらしているように見えるから、誰も気がつかなかったんだろうがな。体術の訓練を受けた者なら、そのぶれの癖くせが、変化したのがわかる。身しん体たい的な異変がない限り、体についた癖は変わらないからな。ま、狐きつねもやる気満々のようだしな。俺も、自分の仕事をするか」

　丈鉄が祥飛に礼をとる。

「陛下。俺は許訓記の所へ行きます。明日の出撃、陛下がどの位置にいるべきか。どのようにお守りするべきか、考えなくてはなりませんので」

「頼たのむ」

　丈鉄は自信にあふれた笑みを残し、その場を去った。

　室内が静かになり、急に雨音が大きくなった気がする。

（明日、四夫人も、塀へいの外へ出なければならない）

　遠く響ひびく戦の声を聞いてさえ震ふるえ上がるほどだったのに、戦場に出るのはどれほど恐おそろしいことだろうか。しかし縮こまって後宮で震えていては、命を落とす。覚かく悟ごが必要だ。

　緊きん張ちようした理美の横顔を見つめていた祥飛が、つと近づき、彼女の頰ほおに手を添そえる。

「怖こわいか」

「正直……少し。でも迷いはありません。皆みんなと一いつ緒しよに、陛下とともに参ります。戦が終わったら、四夫人ともゆっくりお茶を楽しみたいですし」

「戦が終わったら、か」

　祥飛は理美の瞳ひとみの奥に何かが見えているかのように、じっと見つめてくる。

「陛下？」

「戦が始まる前から、考えていたことがある。戦が終わったら、おまえの立場を考え直そうかと思う」

　なんのことかと、理美は目をぱちくりさせた。ただ祥飛がひどく思い詰つめたような顔をしているので、黙だまって続きを聞く。

「余はおまえを求め、皇后候補とした。今も、おまえが好きだ。おまえが料理をし、笑っていれば、余も幸せに思う。しかしそのことと、おまえを皇后とすることは、必ずしも一いつ致ちすることではない気がするのだ。もしかしたら、皇后にしたいという望みは間ま違ちがいだったのかもしれぬと思うようになった。立后式が終わっていないことが幸いだ。間違いは正したい」

　理美が皇后候補であることを考え直す───すなわち、理美を皇后として望まないと彼は言っているのだ。

　少しだけ驚おどろいたが、意外ではなかった。

　考仁から世よ継つぎの話を持ち出されたとき、祥飛は理美に世継ぎを産ませようと思えないと口にした。あれは理美を、彼らの計略に関かかわらせないための方便かもしれなかった。ただそうだったとしても、それを口にしたときの、祥飛自身も戸と惑まどうような態度が、ただの方便では終わらない、彼の心の動きを感じさせたのだ。

（陛下は自らのことを知り、考え、どんどん成長されているんだ）

　自分の執しゆう着ちやくの正体を見つめ、知り、それに違い和わ感かんを覚えて修正していく。真夏に伸のびゆく若木のようで、その有り様は清すが々すがしい。

　ほわりと、笑ってしまう。

「はい。承知しました」

「なぜ笑う。立場が変わることは、不安ではないのか」

「不思議と、全然。陛下を信じていますから」

　答えた途と端たんに、ぐぅと理美のお腹なかが鳴った。慌あわててお腹を押さえる。

「すみません！　お腹が！　えっと、よく考えたら、昼間から何も食べていないので」

「明日の夜明けとともに、打って出るのだぞ。腹ごしらえくらいはしておけ」

　笑いながら、祥飛は理美の頰を一度撫なでたあと、「行け」と背中を押す。

　背に触ふれた掌てのひらの温かさに、全身が包まれるような安心感を覚える。

　心から、祥飛を頼もしく感じた。

　理美が厨ちゆう房ぼうに向かって歩ほ廊ろうを歩き出してすぐ、向こう側から四夫人が駆けてくるのが見えた。常に所作を気にする彼女たちらしからぬ、軽く駆け足をしているような速さ。怒おこっているような、嬉うれしがっているような、なんとも言えない表情をしている。

「雪宝ほう林りん！　今、伯礼から聞きましたわ。陛下がお目覚めになったのですね」

　見る間に近づいてきた温賢けん妃ひが、息を切らしながら笑顔で問う。すると彼女を押しのけるようにして、宋貴き妃ひが怒った顔をずいと突つき出してくる。

「目覚めたのではなく、仮け病びようだったのですわよね!?　なんてひどいことを。わたしたちは、寿じゆ命みようが縮まるほど心配したのに」

「一言文句言わなきゃ、気持ちが収まりません！」

　余淑しゆく妃ひが拳こぶしを振ふりあげる。

　三人を追いかけるようについてきていた鳳徳とく妃ひが、眉まゆ尻じりを下げる。

「まあ、まあ。伯礼とわたしが説明したように、事情があってのことなのよ。お手て柔やわらかにね」

　三人が、きっと鳳徳妃を睨にらみ返す。

「「「鳳徳妃様にも、あとでじっくり文句を言いますわ」」」

　と、三人同時に宣言した。鳳徳妃がたじろぐ様子に、理美は「お気の毒様です」と目で告げて、三人に礼をとる。

「わたしも騙だまされていたので。わたしの分まで、陛下に文句を言ってください。お願いします」

　力を得たように三人は小鼻を膨ふくらませ、駆け出す。鳳徳妃はやれやれと首をすくめた。

「陛下も、三人の苦情は甘んじて受けなければね。わたしもだけど」

「鳳徳妃様は、伯礼様のこともご存知だったのですよね？」

「ええ。伯礼は、協力してくれる者が、わたし以外に思いつかないと言ったの。彼が何をしているか、今彼がどんな状態かを聞かされて、協力すると決めたわ。あんな馬ば鹿かなことをしているなんてね。生しよう涯がい、後こう遺い症しように苦しむでしょう、きっと」

　鳳徳妃の瞳に、痛ましげな色が浮うかぶ。

「伯礼様のことを、もう怒っていらっしゃらないのですか？」

「怒ってなどいないわ。それどころか」

　ふっと笑うと、鳳徳妃は理美の耳元に唇くちびるを寄せた。そして囁ささやく。

「好きよ」

　驚いて理美が鳳徳妃を見やると、彼女は自信にあふれた笑みを作った。そして何事もなかったように歩き出す。

　明日の日の出がとても怖いのに、胸の中に温かい火が灯ともったような気持ちになる。

（こんなときに。いいえ、こんなときだからこそ、全すべてのことが動き出している）

　そんな気がした。

（わたしの運命もまた動く）




　　　二




　戦いくさが終われば、理美は皇后候補ではなくなるのだろう。けれどアーシャがやってきたときのような不安を覚えないのは、なぜだろうか。

　北ほく嶺れい宮きゆうの厨房に到とう着ちやくすると、柱の窪くぼみに設置してある油皿の芯しんに火を灯す。竈かまどに近づくと火種が残っていたので、搔かき立てて火をおこす。しゃがみ込んで、大きくなる火をぼんやり見つめる。

（皇后候補じゃなくなる。確かな立場がなくなる。それでも平気だって思う）

　理美の中でも、何かが変わったのだろうか。

「おや？　先客がいたね」

　厨房の出入り口から伯礼の声がした。ふり返ってみると、伯礼が柱に手を添えるようにして、中に入ってきたところだった。ゆらゆらと歩く姿はいつもの彼のように思えるが、さりげなく柱や壁かべ、卓たく子しに触れて障害物を確かめ、自分の位置を確かく認にんしている。服毒して視力に変化を来きたして以降、ずっとそうやって移動していたのだろう。ただ彼のその優ゆう雅がな手つきやさりげなさのおかげで、誰だれも気にとめなかったのだ。

「伯礼様？　厨房に何か御ご用ようですか」

「五ご龍りゆうを探しに来たわけではないよ。食べるものが欲しくて」

　その軽口で思い出す。初めて伯礼と会ったのも厨房だった。あのとき彼は、自分で逃にがした五龍を探していたのだ。

「わたしも、お腹が空いて来たんです。お粥かゆでも作ろうかと思って」

「おや、そう？　ならば、わたしが作ってあげようか」

　理美は目を丸くした。

「伯礼様が!?」

「内侍になってからは、時々必要に迫せまられて厨房には来ていたよ。粥ならば作れる」

「でも」

　近づいてきた伯礼は、理美の肩かたに優やさしく触れる。

「君はいつも作ってばかりじゃない？　たまには、作ってもらっても良いのじゃない？」

　作ってもらおうとは、考えたこともなかった。しかし言われてみれば、誰かが作ったものを食べる楽しみを、理美はあまり知らない。そう思うと、伯礼が作ってくれるものを食べてみたくなった。どんな味がするのだろうか。

「いいんですか？　作ってもらっても」

「卓子について、待っておいで」

　伯礼の視力は、物の形がわかる程度のようだ。それでも彼は、細い指で優雅に食材や調理器具に触れ、確かめ、よどみなく動く。慣れているのは本当のようだった。石いし室むろに保存してある干し貝柱を持ち出し、水に浸ひたす。鍋なべに入った洗米に、貝柱を浸した水を貝柱ごと入れ、竈にかける。くつくつと炊たき込む。ほどよいところで軽く塩を加え、鍋を火から下ろす。ごく簡単な粥の作り方だったが、手慣れている。

　粥の鍋を卓子に運ぶと、器うつわに注ついで理美の前に置く。匙さじを添そえる。

「どうぞ召めし上がれ」

　自分の粥も器に注ぎ、伯礼は理美の正面に腰こしかけて匙を手にした。

　ふわりと貝柱の香かおりが立つ。匙ですくって口に含ふくむと、丁度良い塩気と貝柱の旨うまみが口に広がる。温かい粥が喉のどを通り胃の腑ふに落ちると、えもいわれぬ満足感がわきあがる。

「おいしい」

　溜ため息いきのような声が出た。伯礼は微笑ほほえむ。

「お口に合ったようだね」

（伯礼様のお粥）

　彼が作り、饗きようしてくれたことが嬉しくてたまらない。彼の労いたわりが胸に響ひびくと、同じものを自分が作ったときよりも、おいしく感じる。

（誰が作ってくれたかによっても、味が変わる。おいしくなる。料理の種類や、食材の豪ごう華かさだけじゃ味は決まらない）

　昔から知っていたことだが、空っぽの胃に粥がしみ込むように、じんわりと体全体で感じる。

（ああ、そうか）

　ふいに気がつく。

　立場が変わると告げられても、今の理美にはなんの不安もない理由に、思い当たった。

（おいしさと同じなんだ）

　理美は居場所が欲しかった。ここが自分の居場所と、確固たるものがあれば安心し、なければ不安になった。そのとき自分が求めていたのは、美味うましの宮みやという役割だったり、妃ひ嬪ひんという役割だったり、皇后候補という役割だったり。

　けれど、その確固たるものと思っていた立場だけが、自分の居場所ではないのかもしれない。

　戦を目前にした宮城の中で、理美は何度も笑っていた。四し夫ふ人じんと一いつ緒しよに料理をして笑い、祥飛の作った哥飴グウエイーを褒ほめて笑った。さらに四夫人と料理をしていたとき、理美は思ったのだ。あの場所が後宮でも田舎いなかのあばら屋でも、四夫人といられれば楽しいだろう、と。
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（誰といるかが、とても大切なのかもしれない）

　立場がなくても、誰かと一緒にいられると思えば不安はない。皇后候補でなくなっても、四夫人の侍じ女じよになれるかもしれないし、後宮女によ官かんになって伯礼と一緒に勤められるかもしれない。厨ちゆう房ぼうで料理人になり、楊高晋の助手になれるかもしれない。理美は崑国で、一緒にいれば不安ではない人たちを何人も得られたからこそ、安心しているのだ。

　だとしたら祥飛と一緒にいる皇后という立場でなくなっても、他ほかの誰かと一緒にいられれば、そこが自分の居場所になる。自分が一緒にいたい人なのであれば、どんな立場でも、どんな生活でも、どんな仕事でも、幸福なのかもしれない。

　皆みんなが理美に教えてくれた。地位や立場や仕事や、そんな居場所にこだわる必要はない。

　居場所とは、誰かといる場所ということだ。

（斎さい宮ぐう様）

　粥を口に運び、その質素な味わいをこの上なく美味おいしいと思いながら、遠い地にある姉斎宮に呼びかけた。

（こんな当たり前のことに、今いま更さら気がつくなんて。自分で呆あきれます）

　祥飛は考え、決断し、前に進もうとしている。

　理美も考えなくてはならない。自分はこれから、誰といることを居場所にするのだろうか。

　そこでふと思い出すのは、食しき学がく博はか士せだった青年のこと。

（朱西様は……もう、いない）

　優しい食学博士の助手として、ずっと一緒にいられたら、そこがどんな場所だったとしても理美は幸せだったろう。
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　祥飛にひと通りの苦情を言った四夫人は、それで一いつ旦たん満足した。本当のところ彼女たちは、祥飛が元気な姿を自分たちの目で確認して、安心したかっただけなのだ。

　本当ならば宋貴き妃ひなどは、ぐすぐずと苦情を申し立てるふりをして、祥飛の傍そばにいたかっただろう。しかしそれを諦あきらめたのは、明日の朝のことを伯礼に聞かされていたからだ。

　明日の日の出とともに宮城内の全軍は、北側から一いつ斉せいに打って出る。文官も後宮の者も一斉に出て赤河へ向け走り、そこから赤河に沿って重県へと向かうという。

　四夫人と理美、伯礼は同じ馬車に乗る段取りになっていた。その馬車に必要最低限の食べ物や水などを積み込む作業は、侍女たちが大おお慌あわてでしていた。

　四夫人は特に大切にしている、先祖伝来の櫛くしや指輪などの、邪じや魔まにならないものならば持って逃げられる。夜明けまでにその準備をしなければならない。

　宋貴妃、余淑しゆく妃ひ、鳳徳とく妃ひは、いち早く自分の宮きゆう殿でんに戻もどり、荷造りをしていた。

　しかし温賢けん妃ひは自分付きの侍女に食料と水を用意させただけで、それ以外の荷造りをしなかった。そのかわり彼女は北ほく嶺れい宮きゆうの広間で、焦あせったように圖ず書しよをめくっている。

　蠟ろう燭そくの灯りが作る、圖書の山と温賢妃の影かげが、壁に揺ゆらめく。

　出入り口に華はなやかな襦じゆ裙くん姿が現れ、そのために空気が動き蠟燭の炎ほのおが大きく揺れ、影が歪ゆがむ。

「何をしていらっしゃるの、温賢妃様。お支し度たくは？　今、あなた付きの侍女が泣きついてきましたわよ。あなたが準備をしないので、なんとかしてほしいと」

　入って来たのは宋貴妃で、苛いら々いらしたように腰に手を当てて近づいてくる。温賢妃はちらりと目をあげた。

「大だい丈じよう夫ぶです。食料と水さえあれば、支度は必要ありませんから」

「どうしてですの」

「わたしは実家から追い出されたのですから、家宝など持たされていないんです。新しい衣装や宝ほう飾しよ品くひんにも、未練はありませんから。しかも、もうすぐで何かわかりそうなんです。この圖書、ご覧ください」

　温賢妃が、手にあった圖書の表紙を宋貴妃に見せる。圖書の題は『即そく位い伝でん』とある。

「これは古いにしえから崑国二代皇こう帝ていの御み世よまでの、即位前後の祭礼の詳しよう細さいや、出来事をまとめたもののようなんです。そこに時々、五龍のことが書いてあります」

「どのようなこと？」

　温賢妃はぱらぱらと、読み終えた箇か所しよを開く。

「たとえば、ここです。五ご龍りゆうは燭しよく国こく四代皇帝即そく位いにさいして、声を発したと」

「それが何？」

「鳴き声ではなく、声と書いてあるのです。これはもしかしたら、雪宝ほう林りんが言っていたように、実際に五龍の声を誰だれかが聞いたということかもしれません」

「即位の時に声を発したなら、それは瑞ずい兆ちようではないの！」

「ええ、けれど。雪宝林が声を聞いたときの状じよう況きようが問題ですわ。その場には陛下だけではなく、鳳家当主もいたと聞いています」

　一いつ瞬しゆん喜びに輝かがやいた宋貴妃の顔が、途と端たんに色をなくす。

「即位の瑞兆。それが誰に対して……と、いうことなのね」

「そうです」

　温賢妃は頷うなずく。

「だから、ぎりぎりまで、五龍の声の真意を探さぐり当てられるように圖書を読みます」

「それなら、わたしもそうしますわ」

　宋貴妃は出入り口に控ひかえていた侍女に、食べ物と水だけ用意するように伝えると、自分も圖書を手に取る。

「即位に際して五龍が声を発した記述があるなら、即位関係のことを記した圖書を重点的に読めばいいのね」

「宋貴妃様。けれど、お支度は。貴妃様はわたしと違ちがって、名家の家宝をたくさんお持ちになっているのに」

「あんなもの、たいしたものではないのよ。敵兵が欲しいなら、差しあげても良いわ」

　高飛車に顎あごをそらすと、温賢妃の隣となりに座って圖書を広げる。そうしていると、鳳徳妃、余淑妃もやってきた。侍女たちから、温賢妃と宋貴妃が、圖書を読みはじめたと知らされたらしい。

「お二人だけ先に始められて、ずるいですよ」

　と余淑妃が入ってくるなり文句を言うので、宋貴妃は鼻で笑う。

「あなたは、読まれないでしょう？」

「読みませんけど、なんでも置いて行かれるのは嫌いやなんです」

　鳳徳妃は苦く笑しようして、圖書を手に取る。

「聞いたよ。即位に関しての圖書を重点的に読むべきだと、わかったらしいと。お手て柄がらだね、温賢妃様」

「もっと早く、発見できれば良かったのですけど」

　申し訳なさそうな彼女の肩かたを、鳳徳妃は軽く撫なでる。

「あなたは謙けん遜そんしすぎる。もっと威い張ばっていいよ」

　温賢妃は、照れくさそうに笑った。
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「明日の朝、全軍とここにいる者全すべてが、一斉に宮城を出る。おまえも来てもらうぞ、景有」

　利範は跪ひざまずくと、牢ろうの格こう子し越ごしに声をかけた。

　内ない侍じ寮りようにある仮牢の中で、縄なわをかけられたまま壁かべにもたれて座っていた景有は、もう笑っていなかった。ぼんやり天てん井じようを見つめていたが、利範のほうを見る。

「お気き遣づかい痛み入るが、置いて行ってもらっても結構だよ、利範」

「誰が、置いて行くか」

　わきあがる怒いかりを堪こらえ、利範は景有を睨にらむ。

「生かしたまま連れて行く。戦いくさが終わったあかつきに、陛下から裁きを下していただくまで、何がなんでも生かしておく」

「怖こわいねぇ。怒おこっているのか」

「おまえはずっと、わたしを騙だましていた。考えてみれば、全ておまえが仕組んでいたのだな。周宰さい相しようが陛下と揉もめて紅唐へ行くきっかけになった、雪理美の誘ゆう拐かい事件。雪理美が蓮佳の屋や敷しきにいると、おまえの所に投げ文ぶみがあった。しかしそれは、おまえ自らが書いた文だったんだな」

　あのとき、その文があったからこそ祥飛は訓記を蓮佳の屋敷へ向かわせた。そのために考仁が不信を買い、祥飛と対立した。鳳家に内通していた景有は、理美が蓮佳の屋敷にいるといち早く察し、それを利用して、祥飛と考仁の間に亀き裂れつを作ろうとしたのだろう。

　全ては、安定した治世を揺るがすために。

「だが、あれは無む駄だだったな。陛下が周宰相を説得できるとは、まさか思わなかった。彼らの亀裂は決定的だと、自信があったのにな」

　ふふっと景有が笑うので、思わず利範は格子を殴なぐりつけた。

「笑うな！」

　景有は、いつものにやにや笑いを取り戻して利範を見る。

「すまないね。でも、勘かん弁べんして欲しいね。面おも白しろければ、笑ってしまうだろう」

「面白いか」

　低い声で利範は問う。

「ああ、面白いね」

「おまえは、書生の頃ころからそうだった。蘇そ平へいが死のうとし、皆みんなが必死に止める、それを見て面白いと笑った」

「面白いだろう」

「本当に、面白いのか。あんなものが」

「ああ、面白い。人が泣きわめいたり、右往左往したりしている様子は、たまらなく面白い」

　拳こぶしを握にぎり、利範は呻うめく。

　考えてみれば、景有は昔からそんなところがあったのに、それがなぜなのか、どうしてそんな考えになるのかと問いかけることをしなかった。不ふ真ま面じ目めな奴やつめ、と。自分の想像の範はん囲いでしか理解しようとせず、それ以上を問うことをしなかった。

　それはもしかすると、友人関係において、怠たい惰だだったのだろうか。相手に踏ふみ込むことを、面めん倒どうだと感じていたのかもしれない。

　そしてその結果が、これだ。

「今のわたしの姿も、面白いか？　滑こつ稽けいか」

「ああ、怒っているおまえも……」

　にやにや笑いで答えかけた景有だったが、口元が笑った形のままで言葉が途と切ぎれた。

　景有を睨みつけ、利範は泣いていた。

　利範は立ちあがった。

　涙なみだは止まらなかったが、それが悔くやしかった。こんな男のために涙が出るのが、我ながら腹が立つ。心の底から不ふ愉ゆ快かいで、腹が立って、憎にくらしいのに、なぜか涙が出る。

「おまえを、連れて行く。裁きを受けさせる」

　それだけ言うときびすを返し、その場を離はなれた。

　景有が半笑いで、その背に問う。

「なぜ泣く？」

　利範は答えなかった。答えられなかった。訊きかれた利範こそ、その理由を教えて欲しかった。




　　　三




　雨は止やんでいた。ただ厚い雲は空を覆おおっているようで、時折湿しめっぽい強い風が吹ふく。

（あと二刻もすれば夜が明けるだろう）

　朱西は鳳家の屋敷へ戻もどっていた。自室の文ふ机づくえに座り、正面に開いた窓の外、暗くら闇やみを見つめている。細い蠟ろう燭そくの灯りではわかりづらいが、外の暗闇に、白い霧きりが混じっている。昨夜降り続いた雨が、温かい地面にしみ込み霧を生んでいる。この季節であれば、赤河からも霧が発生し、安寧を押し包むことも珍めずらしくない。

　明日は、霧の朝になるはず。

　文机の上に広げられた書きつけを、改めて見つめる。

　真夜中まで禁軍将軍たちがここに来て、明日の戦術を練っていた。

　落日とともに宮城北側から現れた県軍は、鳳家の主力には打だ撃げきを与あたえなかった。しかし念のために眉山近辺に配置していた兵は壊かい滅めつした。これで皇こう帝てい側は、鳳家の戦力と自分たちの戦力が、ほぼ互ご角かくになったと考えるはず。

（籠ろう城じようはまず、考えないだろう）

　皇帝側が県軍の予備兵を集め、鳳家を上回る援えん軍ぐんを得るには一ヶ月はかかる。一ヶ月間、三万もの兵を養うだけの兵ひよう糧ろうの備び蓄ちくは宮城にない。現れた援軍が疲ひ労ろうしないうちに、必ず打って出るはずだった。そして出るならば、明日の朝。それを朱西に読まれることも、無論、考仁は考えているはず。

　互たがいに明日の朝が決戦と理解しているこのとき、考仁はどうやって打って出るつもりだろうか。

　選せん択たく肢しは二つ。

　一つは、できるだけ兵を分散させ、東西南北から出る方法。

　もう一つは、全兵力をまとめて一気に押し切るようにして出る方法。

　全兵力がまとまって出てくる公算は大きく、その場合は後方が開けた北側から出てくるだろう。そこから赤河まで辿たどり着ければ、岸に沿って重県へ入れると考仁は計算する。

　ということは、宮城北側に鳳家も注力すべきだ。

　しかし仮に分散して出てきた場合は、取り逃にがしが多すぎる。取り逃がした中に祥飛がいて、重県に無事に逃のがれれば、充じゆう分ぶんな兵力を整えて宮城と都の奪だつ還かんに動く。それを思えば、鳳家側は東西南北に均等に兵力を配置するべきか。

　戦術会議は紛ふん糾きゆうしたが、結局は朱西が判断を仰あおがれ決断した。

　東西南には、鳳家の私財で集めた兵を配置する。そして北側に、主力である禁軍を配置する。禁軍の兵が攻こう城じよう戦で目減りしたため、主力は三万弱の兵力だ。

「皇帝側は、我々が私財で募つのった兵六千の存在を知りません。我々の戦力は三万弱としか認にん識しきしていない。実際我々のほうが、彼らの兵力を上回っているのを相手が知らないのは、大変有利です。東西と南に六千の兵がいれば、彼らは北側に配置された兵は多くて二万と見て油断するはず。しかも」

　そこで朱西は、その場にいた全員に微笑ほほえんで見せた。

「この様子であれば、夜が明ければ濃こい霧が出るはず。霧が、我々の兵の総数を隠かくしてくれる。三万の兵を赤河沿岸に配置すれば、何も知らずに飛びこんでくるだろう皇帝の軍隊を、余よ裕ゆうを持って迎むかえ撃うてます」

　朱西の決断に、その場にいた全員が賛成した。彼らは赤河のほとりに兵を配置するために鳳家を出て行った。

　鳳家は静かだった。

　鳳寧孫のいる隠いん居きよのほうから、妓ぎ女じよが奏かなでる二に胡この音が響ひびく。それを子こ守もり歌うた代わりにして寝ねるのが彼の楽しみで、寝ね入いってからもずっと、妓女は二胡を奏でることを義務づけられているらしい。寧孫は風ふう雅がを愛し、知性も教養も高い。ただ根っからの王族らしく、他者、ことに庶しよ民みんの苦痛に関しては無む頓とん着ちやくなところがある。

　背後から湿った風が吹きこみ、背を撫なでた。

「ご当主」

　蠟燭の光が届かない背後から、男の声がした。気配もなく現れたその男のほうへ、朱西はふり返った。

「様子はどうでしたか？」

「近づいています。しかし霧がかなり出ているので、速度は落ちるでしょう。明け方に到とう着ちやくしたとしても、霧に阻はばまれ身動きできない可能性があります」

「霧は予想外ですね。俺も天気までは読み切れません。わかりました、ありがとう。さがってください」

　密みつ探たんはそのまま闇やみに溶とけるように姿を消した。

　窓の外に視線を向け、朱西は呟つぶやく。

「霧か」

　自然現象はさすがに、どうしようもない。この霧が吉きちと出るか凶きようと出るかは、運次し第だい。

（鳳家と龍家、どちらに天運があるか試ためされるということか）

　皮肉なことだ。どれほど綿密に計画しようとも、運次第で物事は大きく変わってしまう。崑国のような大国を統すべる者には、その天運を得るという才能こそが必要なのかもしれない。

　だからこそ、五ご龍りゆうが天から下されたのかもしれない。

　この者に天運ありと示し、その天運を授さずけるために。

　背後で、コトンと小さな音がした。密探が戻ってきたのかと思いふり返ると、室の中央の卓たく子しの上に、小さな白い生き物がいた。なめらかな毛皮に長い胴どう、小鳥の手足のような小さな手足。右手に小こ粒つぶの宝ほう珠じゆを握る。長い髭ひげがそよぎ、両耳の間に小さな角。青い瞳ひとみ。

「……五龍」

　驚おどろきのあまり、朱西は思わず立ちあがった。

　五龍はゆらゆらと尻しつ尾ぽを揺ゆらしながら、じっとこちらを見つめている。

「どうしてここに、いるのですか？」

　当然、五龍は答えない。ただ五龍は人語を解するので、意思は通じているはず。

「俺を責めに来ましたか？　あなたが大好きな理美が仕えている皇帝陛下と、明日戦うことを。それによって彼女を哀かなしませていることを。ただいくらあなたに責められようとも、俺は止める気はありません。申し訳ありませんが、戦います」

　五龍は、ふるふるっと小さく首を横に振ふる。それから朱西の目をじっと見て、小さく二度頷うなずく。何を伝えようとしているのかと訝いぶかしみ、一歩近づく。五龍は途と端たんに身を翻ひるがえし、卓子から飛び下り外へ駆かけ出た。早足で追うが、戸口に出たときにはもう、五龍は夜空へ駆けあがっていた。白い霧が濃くなりだした薄うす闇やみに、純白の姿がうねるように昇のぼっていく。
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　それを見送り、朱西は呟く。

「存分にせよ、ということか」

　朱西の言葉を聞いた五龍は、頷いた。それは彼の行動を認めたということなのかもしれない。

　室の中へ戻ると、五龍がいた卓子の上に白い小さな包みが残されていた。五龍が置いて行ったのだろう。それは親指ほどの紙の包みで、両りよう端はしが捻ねじってあり、中に何か入っている。

　開いてみると、飴あめの欠片かけらが出てきた。蠟燭の光に透すかすと、琥こ珀はく色いろの半はん透とう明めいの欠片の中に小さな木の実の粒つぶが散っていた。

「懐なつかしい。哥飴グウエイーか」

　祥飛に仕えはじめた少年の頃ころ、食しよく欲よくのない彼に作っていた記き憶おくがある。あれこれ試すわりには評判の悪かった朱西の提供する食べ物の中で、これが唯ゆい一いつ好評だった。懐かしいとは思ったが、口にする気にはなれなかった。飴を包みに戻すと、卓子に置く。

　五龍はなぜ、こんなものを朱西の室に置いて行ったのか。意味はないのだろうか。それとも───決着をつけようとする彼への手た向むけだろうか。

（どちらにしろ、思いのままにせよということだ。五龍がもし天運を司つかさどるとすれば、その五龍に許されたのだから。天運がある）

　力が湧わく。最後まで、抜ぬかりなく、事を進めるのだと改めて誓ちかう。

（俺の策は、必ず功を奏す）




　　　　[image: ]




　宮城内は静かに動いていた。昨夜の雨でぬかるんだ地面に無数の足あし跡あとをつけながら、兵たちが整列し、北側の門へと無言で集結している。馬車や騎き馬ばも、かなりの数が北側へと移動している。夜明けが近いらしい。薄うす墨ずみのような暗さの中に、人の姿は蠢うごめく影かげに見えた。晴れた明け方であれば、人の輪りん郭かくまで見えるのだろうが、今朝は濃い霧きりが立ちこめていた。大人の腕うで二本分も距きよ離りが開くと、相手の姿は影になってしまう。

　北ほく嶺れい宮きゆうの門前に、馬車が横着けされていた。四頭立ての箱形。装そう飾しよくの少ない質素な馬車だったが、これに四し夫ふ人じんと理美、伯礼が乗ることになっていた。伯礼は御ぎよ者しや台だいに乗る。天てん井じようには食料を入れた麻あさ袋ぶくろと、水を入れた革かわ袋ぶくろがくくりつけられていた。

　隣となりに座る御者と最後の打ち合わせが終わったらしく、伯礼は馬車の中へ声をかける。

「皆みな様さま、乗られましたか？　そろそろ北門へ参ります」

「待ってください。温賢けん妃ひ様がまだ」

　理美が慌あわてて答えた。既すでに、温賢妃以外の三人の四夫人と理美は、馬車に乗っていた。伯礼が焦あせったように問う。

「困りましたね。時間がない」

「わたしが、探しに」

　理美が立ちあがりかけたとき「ごめんなさい！」と、温賢妃が駆けてきた。胸の前に一冊の本を抱かかえ、慌てて乗り込む。それを確認した伯礼は、御者に出発を告げた。伯礼の声は硬かたく、背中に緊きん張ちようがみなぎっていた。彼は細身の剣けんを膝ひざに載のせ、鞘さやを握にぎっていた。

「ぐずぐず、何をしていらしたの。心配したではないの」

　宋貴き妃ひが温賢妃に苦情を言うと、温賢妃は首をすくめた。

「ごめんなさい。けれど出発の直前に、これを見つけたものですから」

　そう言って胸に抱えていた本を皆に見せる。余淑しゆく妃ひが、きょとんとする。

「なんですか、これ」

　窓が開かれていても、馬車の中はかなり暗い。ただ外を見やれば、周囲がほの明るくなっているのがわかるが、視界は乳白に覆おおわれている。霧が濃こいのだ。

「『天てん神じん解かい意い』という圖ず書しよで、様々な現象について、天神が何を意図してそうしているのかを解かい釈しやくした、百年前の道士が書いたものです。この中に五龍のこともあります」

　馬車は後宮を出て、北門へ向かう。

　周囲を、ざりざりと人の足音が包み、遠くで馬のいななきもする。濃い霧にはばまれてよく見えないが、かなりの数の兵が北門周辺に集結している。

　後宮を出ると、四夫人たちの表情が傍はた目めでわかるほど強こわ張ばる。これから戦場に出るのだから当然だ。敵との衝しよう突とつを覚かく悟ごしながらも、それを突つっ切るのだ。

　考仁たちの話では、最悪でも互ご角かくの兵力で、しかも県軍は禁軍の兵たちよりも疲ひ労ろうしていないので、充じゆう分ぶん勝機はあるという。

　ただ、犠ぎ牲せいは覚悟しなければならない。

　その犠牲は、兵だけではない。文官や女によ官かん、妃ひ嬪ひんや内ない侍じたち。戦わない者たちも襲おそわれるはず。四夫人の馬車は、騎馬兵に囲われ、さらにその周囲を歩兵が固めた、大軍の中央で守られる。祥飛も四夫人の馬車の前方あたりにいて、騎き乗じようして走ることになっていた。祥飛の左右にはさらに、訓記と丈鉄が騎馬でつく手はずだと聞いた。

　見る見る、周囲が明るくなってきた。

　霧の濃さが増したように思うのは、明るくなっても視界がまったく利きかないから。

　こつこつと、馬車の壁かべが外側から叩たたかれた。見ると、窓の外に騎乗した祥飛の姿があった。

「もうすぐ出る。この馬車は兵の中心で守られて走る。心配はない」

　祥飛は鎧よろいを身につけ、脇わきに兜かぶとを抱えていた。細身の彼にあわせて作られているらしく、動きやすそうな、軽かろやかな印象の鎧だ。両りよう肩かたに龍の頭がかたどられ、そこから続く龍の胴どう体たいは、鎧の背から胸にかけてうねり、二匹ひきの龍が絡からみ合う装飾になっている。その金の装飾が美しいのは、一度も使われたことがないからだ。

　即そく位いのときに鎧を作っても、それを実際に身につける皇こう帝ていはあまりいないはず。

「斥せつ候こうから報告があった。鳳家側の軍が、南と東西に、数千ずつ配置され、主力は宮城北側の眉山の背後に控ひかえている様子らしい。霧のせいで的確な数は把は握あくできないが、兵力が分散しているおかげで、我々が立ち向かう主力は二万強のはず。五千以上、もしかすると一万弱、我々の兵力のほうが大きい。心配は要いらない」

　安心させるように、淡たん々たんと祥飛は教えてくれた。

　兵力はこちらのほうが、数千も上回っている。犠牲が出るのは間ま違ちがいないが、普ふ通つうに考えればそれを突とつ破ぱし、赤河へ抜け、そこから重県への道を辿たどることは可能だろう。

「しかもこの霧が、我らに味方するはずだ」

　微笑ほほえむ祥飛を見て、ふと不安になる。

（霧）

　濃い霧の中に飛び出して、敵兵力と衝突したとき、互たがいに混乱するのは目に見えている。ただ皇帝側が有利なのは、相手を殲せん滅めつするつもりがないこと。敵兵力と正面衝突しても、そこに錐きりのように食い込む陣じん形けいで突とつ撃げきすればいい。濃のう霧むが幸いし、陣形が見えない敵兵は、皇帝側の動きを把握しきれない。その隙すきに分断された兵力の中を、突破するのだ。

　これは皇帝側の兵力が、今は相手側を上回っているからできることだ。

（でも、こちらも相手側の動きが見えない）

　濃い霧は様々なものを覆い隠かくしてしまう。こちらの姿を隠してくれる霧は、相手の姿をも隠す。巨きよ大だいな山の姿さえ隠すその中に、何かが潜ひそんではいないか。

（だめだ、こんなこと考えちゃ）

　嫌いやな予感を振り払はらうように、理美は首を振った。

　危険は、祥飛も考仁たちも百も承知だろう。理美の感じる不安など、彼らは最初から可能性として計算に入れている。それでも、こうやって出しゆつ撃げきを決めた。

　戦いくさに、絶対に勝てる、絶対に安全なことなどない。

「陛下、ご武運を」

　四夫人が揃そろって礼をとる。理美もそれに倣ならった。祥飛は微笑む。

「戦が終われば、また揚あげ菓が子しを作ってくれ」

　ほっと微笑む四夫人に頷くと、祥飛は理美に視線を移す。

「揚げ菓子は、おまえの料理と一いつ緒しよに食べたい」

　理美は笑って見せた。不安で仕方なかったが、そんな顔は見せられない。

「はい」

　祥飛が窓まど際ぎわから去ると、丈鉄と訓記が騎馬でついていく。訓記は理美と目が合うと黙もく礼れいし、丈鉄は「任せろ」というように片目をつぶる。

　彼ら三人の主従の姿は、濃い霧に阻はばまれてすぐに見えなくなる。

　暫しばらくすると、理美たちの乗る馬車が停とまった。それと同時に周囲の足音も止まり、兵たちの動きが止まったのだとわかる。四夫人と理美は、互いに手を握りあう。

　時が近い。

　霧が濃く、何も見えない。

　霧に塗ぬり籠こめられた静せい寂じやくが、いつまでも続きそうな気がしたそのとき、空気の震ふるえを感じるほどに、大きな銅ど鑼らの音が響ひびいた。低い銅鑼の音が空気を突き抜けると、それに呼応するように甲かん高だかい銅鑼の音が周囲からわき起こる。

　地から湧くように鬨ときの声が上がった。地じ響ひびきがした。兵たちが足を踏ふみならしている。

（時が来た！）

　互いに握りあっていた手にさらにぎゅっと力をこめたとき、馬車ががくんと揺ゆれ、走り出した。地響きと兵の声と、霧。それに押し潰つぶされそうな感覚を覚える。

　一気に馬車が速度を上げる。理美は目を閉じ、必死に祈いのった。

（どうか、どうか。皆を守ってください）

　祈ったが、祈るべき相手が誰だれなのかよくわからなかった。だから結局、一番身近にあった神に近い存在に祈っていた。

（お願い。珠ちゃん！）

　珠ちゃんの声は聞こえない。どこにいるのかも、わからない。

　行く手は、濃霧に閉とざされている。先は、見えない。








あとがき






　皆みなさま、こんにちは。三み川かわみりです。いよいよ物語も終わりに近づいてきました。と、言いますか。実は、今巻で終わらせようとしたのです。しかし枚数が収まりきらず、次巻が最終巻となります。既すでに初しよ稿こうは形になっています。ようやくここまで来ました。

　担当様。初夏からあれこれと、ご迷めい惑わくをおかけしています。迷いが多く、本当に申し訳ないです。これからも面めん倒どうをおかけするかとは思いますが、よろしくお願いいたします。イラストを描かいてくださる、凪なぎかすみ様。前巻、初カラーの伯はく礼れいの美しいこと。惚ほれ惚ぼれします。贅ぜい沢たくにも、もう一冊は描いていただけるので全力で愛めでます。最後までよろしくお願いいたします。

　読者の皆さま。最終巻がいつ刊行か、まだはっきりとお伝えできませんが、ビーンズ文庫様のホームページやツイッターを確認いただければと思います。あと自分もツイッターをはじめました。「刊行情報がわかりにくいよ～」と、お手紙をいただき、決心。今まで避さけていたのでお察しでしょうが、ＳＮＳは苦手です。情報源として最小限のことしか呟つぶやかないと思いますが、必要なときにはご覧ください。三川みりで検けん索さくしてもらえれば、出てくるかと。気がつけば、今巻で十巻。ここまで書かせてもらえたのは、ひとえに読者の皆さまのおかげです。本当に、ありがとうございます！　残り一巻。最後まで物語を見守ってもらえたら嬉うれしいです。


三川みり


















電子書籍特典　書き下ろし短編

「揚げ菓子の行方」







「揚あげ菓が子しいかがですかー。四し夫ふ人じんのお手製でーす」

　揚げ菓子が山盛りの籠かごを両手で抱かかえ、理り美みは宮城内を行商人よろしく歩き回っていた。

「美味おいしい、美味しい、揚げ菓子でーす」

　のほほんと声をあげる。

　昨日、四夫人が祥しよう飛ひのために作った揚げ菓子は、かなりの量だった。大量に余ったそれをどうしようかと四夫人に相談したところ、彼女たちは外朝で働く臣しん下かを慰なぐさめるために配って欲しいと希望した。四夫人のお手製の揚げ菓子となれば、女っ気のほとんどない外朝にいる人々にとっては、この上なく嬉うれしい贈り物だろう。

　ただ外朝に勤つとめる官かん吏りたちや衛え士じは、さすがに躾しつけが行き届いている。四夫人の揚げ菓子と聞けば、内心は興味津しん々しんで駆かけつけたいところだろう。しかし立ち番する衛士も、書を抱えて早足で歩く官吏も皆みな、羨うらやましそうにこちらを見るのだが、遠えん慮りよ深く近寄ってこない。

　こうなったら、こちらから積極的に行くしかない。

「これは、四夫人が作られた揚げ菓子なんです。差しあげます」

　昇しよう龍りゆう殿でんにさしかかったので、その門前に立つ衛士に揚げ菓子を差し出した。衛士は「えっ!?　えっ!?」と戸と惑まどった声をあげたが、隠かくしきれない嬉しさが顔に滲にじむ。

「でも、今は任務中ですし」

「揚げ菓子を囓かじるくらいは、良いのではないですか？　持ち場を離れるわけではないし」

　揚げ菓子を前に、衛士は手を出そうか出すまいか、目が泳ぐ。

「何をしているのだ、理美」

　衛士が立つ門の奥から、祥飛の声がした。丈じよう鉄てつを従えた彼が、こちらに向かってくる。衛士は、はっとしたように姿勢を正し、視線を真まっ直すぐにすえて槍やりを立て直立した。

　直立する衛士へと揚げ菓子を突き出す理美に、丈鉄がにやにやしながら、からかうように訊きく。

「揚げ菓子で、衛士を脅きよう迫はくしているのか？　理美。そんなもんじゃ、衛士は倒せないぜ」

「違います。四夫人のご希望で、揚げ菓子を外朝の皆様に食べていただこうと思って、配っているんです。この方にも食べていただこうと思ったんですけど、お仕事中だからと遠慮なさって」

「なるほど」

　祥飛は、視線を真っ直ぐ前にすえる衛士を見やる。

「勤めに忠ちゆう実じつなのだな。頼もしい」

「はっ」

　衛士が皇帝を直視するのは無礼なため、彼は視線を真っ直ぐすえたまま一礼する。祥飛は理美の手から揚げ菓子を取りあげると、衛士の正面から顔を見て告げた。

「ただ、この揚げ菓子をここで食すのを許す。取れ」

「え」

　思わずだろう、祥飛の顔を見返した衛士は、無礼だったと気がついて慌あわてて視線を正面に戻す。その様子に祥飛は苦笑した。

「良い。余を見よ、許す。受け取れ」

　恐おそる恐おそる衛士が視線を向けると、祥飛は微かすかに笑う。それに促うながされるように、衛士は揚げ菓子を手に取る。彼は信じられないような顔をして、祥飛を見ている。祥飛は理美に向き直った。

「配り歩くがいい。務つとめの最中だと言って遠慮する者があれば、余が許したと伝えよ」

「はい」

「頼むぞ。四夫人も喜ぶだろう」

　理美が「承しよう知ちしました」と礼をとると、祥飛は満足げに頷うなずいて、丈鉄を伴ともなって大門のほうへと歩いて行った。それを見送った衛士は、ほっと息をついて揚げ菓子を見下ろす。

「召めし上がってください。陛下もお許しになられたので」

　促うながすと、衛士は「はい」と答えて囓り付く。顔がほころぶ。

「美味しいですか？」

　訊くと、衛士は元気よく頷く。

「美味いです！　とても」

　それから、感じ入ったように揚げ菓子を見つめた。

「陛下は、あんなお方だったんですね。俺はあのお方のために、頑張りますよ」

　独ひとり言ごとのように呟つぶやく。その言葉が嬉しかった。勇気づけられる。

（陛下は、臣下が自みずから仕つかえたいと願う皇帝におなりだ）

　恐きよう怖ふや利り益えきや圧力で、臣下を従える支配者の基き盤ばんは脆もろい。いつどこで崩くずれてしまうかもしれない、危あやうさがある。対して、臣下が自ら、この人に仕えたいと願う支配者の立つ場所は、盤ばん石じやく。多少のことでは揺ゆるがず、内部から崩ほう壊かいすることもない。

「はい。わたしも、いつもそう思ってます」

　言うと、衛士と顔を見合わせて笑顔を交かわした。

「わたしは、陛下のご希望通りに揚げ菓子を配って歩きます」

「頑張ってください」

　揚げ菓子を囓る衛士に見送られ、理美は籠を抱えなおし、歩き出す。

「揚げ菓子でーす。四夫人お手製の、美味しい美味しい、揚げ菓子でーす」

　声を張って歩き、ふと思う。

（街で、こうやって行商をして歩くのも楽しい仕事かもしれない）

　これから戦いくさが始まり、誰にどんな未来が待っているのか、わからない。けれども、どんな風になっても命がある限りは、できることを見つけて生きていける気がする。

（行商で売るなら、何がいいかなぁ）

　そんなことを考える。

　作って売り歩くのだから、冷さめても美味しいもので、なおかつ腐くさりにくいもの。

（飴あめとか、カリカリの揚げ菓子とか。温かい飴湯。夏は酢すのきいた出汁だしで食べる心太ところてんなんかいいかも）

　想像すると楽しい。

「揚げ菓子でーす。美味しい美味しい、揚げ菓子でーす。四夫人のお手製でーす」

　練習のように声を張る。

「陛下が、お務め中でも食べて良いと仰おつしやいましたー。皆さん、どうぞ！」

　その声を聞いた者が、あちらこちらで立ち止まり、そろりと近寄ってきた。

「どうぞ、召し上がってください。美味しいですよ」

　理美は彼らを、笑顔で迎える。
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